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霊 感 あ る メ ッセ ー ジ

１２使徒 評 議 員 会 々員 ハ ロ ル ド Ｂ ． リ ー一

日しばしば人々は，主が直接，その声を以て人に語 りかけ，その心今

∴， にささやきかけられるという霊的なことがらからすっか り離れて生

．活 しております。権能を持った僕たちを通 じすなわち彼 らが聖霊に感 じて

語る時は主御自身が語 っておられると同様なのでありますが，今 日の人々

はちょうどエルサレムで人々がそうであったと同様に，ただ騒音だけしか

聞いていないのであります。また主の心が予言者である指導者を通じて語

られているのに，その霊感 された英知 も，奥深い確信も受けないのであり

ます。すべての人が知 らねばならないように昔の予言者たちは祈 りによっ

て，いかに主と交通するか，語 り合 うか，そして主御自身の方法による回

答を受けるかを学んでおりました。主がその弟子たちに語 られたように，

神 とそのつかわされた・ｆエス ・キリス トを知ること （ヲハネ １７：３）がこ

れら栄光に輝 くお方の御前に，永遠の生命に導かれる確実な道程の始まり

なのであります。
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□ 特 集 記 事

われわれは今月号に新 しい使徒 と，教会の大

祝福師と１２使徒評議員会補助，毛十入最高評議

員会，管理監督会の写真と短い伝記を特集する

ことにした。 これら兄弟たちすべての新 しい写

真はこのために撮 られた。伝記 もインプルーヴ

メン ト，エラ誌のスタッフにより書かれたもの

である。



〈予言者の ことば〉

直
ノ 、 の

、 か らの感謝 を行 いにあらわす ことは，ただあ りがたい と思 う
’し、

ことよ りも深 いもので あります。感謝はあ りがたい と思 うこ

とに始ま り，その表現 によ って完成 します。あ りがたい と思 うこと

はただ ことばによ って表 わせ ます が，その気持は行いによ って表 わ

します。 さて ここで収穫 とか利益 というような一時的な ものではな

い祝福 に感謝 する，私 たちの態度 につ いて考えてみま しよ う。 もし

私たちの投資が利潤 を生 んだことや，みの りにだけ感謝 した り，税

金を払え る充分な収 入のみに感謝す るというのであれば，感 謝は，

ま った く利己的な ものにな って しま うで しよう。

うま く行 くことが らはいろいろあります。家族みんなが健康であ

ること，祝福に満ちて繁栄 していること， お祝 いの食卓がに ぎわ っ

てい ること，貯蔵倉庫に食糧がある こと， あなた はこの ような こと

で，感謝 しな ければな らない と思 うか も知 れませ ん。 しか しこのよ

うな感謝 は利 己的な もので しかあ りませ ん。 それは環境 に基礎 をお

く感謝で あ ります。晴れ渡 った空は心を活気づ け， おだやか な海上

の旅 は，心 を洗 いますが， いったん光 と影 とが逆 になるとす っかり

変 わ って しま うよ うに気 ま ぐれな もの，それが この種 の感 謝です。

その人 の感謝が安楽や繁栄だけ によ るとした ら，逆境 の時 にはた

してよろ こびを見 い出す ことが出来 るで ．しょうか。

過去 の記録 には重 々 しい一側面があ るものです。辛 苦 と失敗，絶

望 と死 別， 悲嘆に くれることが らがあ るものです。 こうい うことに

感謝 す る理 由は見 いだせ るで しょうか。か らっぼの貯蔵庫，何 も並

んでいない食卓， ひ とり置 き去 りにされた家庭，寒々 とした椅子 や

埋 葬地の墓標 に対 して感謝 する余地 はな いもので しょうか。
．これが実は多 くの真摯 な心 をもつ人 々のつ まず きとな る点であ り

ます。私た ちは，逆境 のきび しい寒 さの中で， その感 謝がほん とう
ヨ

の ものか どうかがわかるのであ ります。 それ は，肉体や外形の枠を

はるか にこえて，神 御 自身 に対 して感謝 を抱 いてい るか どうかの試

練であ って環境には全 く関係 のないことであ ります。．．悲 しみ にあ っ

て も， よろ こびにあ って も，真 の感謝 は入生 の表面 にあらわれない

ところにあ り，神に対 してま ことに表 わ されるもの なの で あ り ま

す。

繁栄 を考 えることをかたわ らにおいて，富 める者 も貧 しい者 も，

轟

感 謝

大 ・管 長 デ ビ ッ ド ０ ・ マ ッ ケ イ

健康な人 も病め る人 も， すべての人々が感謝 できるい くつか のこと

が らについて考えてみま しょう。 人生 における真実 とは，結局， よ

ろこびと幸福 をもた らす ことが らです。 あま りにも多 くの人 々はこ

れ らの真実 に感謝す ることを忘 れています。

た ちが感謝 しなければな らないひ とつ の偉大 な真実 は，生命私

その ものです。生 命は多 くの人 に とって不可解 です。で もす

べて の人 々はそれ に感謝すべ きであ ります。生 命は神 が人 間に与 え

られた最大 のお くりものです。生命に感謝 していない人 ほど貧 しく

不具 な人 はいません。

次に感謝 しなければな らない偉大な こと，それは神 が与 えてお ら

れる 自由のはた らきです。 国の基本法によ って保証 されている自由

です。

は，教会の会員やその他多 くの人々が，物質 的な ものだけで私

は幸福 でな いことをさとり，それよ．りももっと価値 あ ること

に感謝 してい らつ しやることを知 って うれ し く思います。私 は友人

とともに これ らの最 も価値 あるものに与つてい ることに幸福 を感 じ

てお ります。 以下 の少 しのことをあげて も私は心よ り感謝 せざるを

得ないのであ ります。

すなわ ち

第一に 高貴な血筋 と立派 な名前

第二に 至高者 とイエス ・キ リス トの神性 に対す る確固 とした信

仰

第三に 自然界にあ らわれている神 のお くりもの を享受す る能 力

や機会に恵まれてい ること

第 四に 愛す る者や信頼 で きる友人 のい．る愛 の こまやか な家族関

係

第五 に 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会で奉仕 をする機 会がある

こと

とりわけ 慈悲深い御父が，御 自身を心よ り求め るすべ ての人 々

に助 けとな る導 きを お与え下 さるとい う知識。

教 会で奉仕す る機会が あることにいつ も感 謝 を あ らわ しま しょ

う。 自己にでは な く隣 り人 に対す る奉仕の機会に。 もしあなたが幸
ロ ドゾ

福 な ら隣 り人 をも幸福 に しな さい。 これはキ リス トの根本 的な教 え

であ ります。教 会はどんな人で も何かの奉仕が出来 るよ うに組織 さ

れています。 「わた しの兄弟で あるこれ らの最 も小 さい者 のひ とり

に したのは，すなわち， わた しに したので ある」 （マタイ ２５．：４０）

とい うことを忘 れないよ うに しま しょう。
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１９６７年１０月大会 タバ ナクル前広場

２

タ バ ナ クル ・ホー ル

愈

記 念 す べ き大 会

ヘ ン リ ー Ａ 。 ス ミ ス

チ ャ ー チ ニユ ーズ 編集 長

会の歴史の中で最も記念すべき大会のひとつの幕が切教

って落とされ，全世界の末 日聖徒の目は，霊感溢れる

メッセージや，出席 した聖徒の役員選出などに向けられた。

１３７回一般大会は金曜 日の朝の大管長デビ ド・０ ・マ

第
ッケイの団結の重要さを強調する開会あいさつで始ま

つた。愛する大管長は最初の会に出席したが，医師の忠告 も

あり他の集会は家庭にあって，カラーテレビによりその模様

をつぶさに見守った。

デビット・０ ・マッケイ大管長は，子息 ロバー ト・Ｒ ・マ

ッケイが代読 した神権会と日曜 日午後の閉会メッセージを加

えて三っのメッセージを話 された。

人かの演説者は教会の世界的な性格に触れたが，金曜幾

日午後の大会において十二使徒評議員会地区溺担当責

任者が支持 されたことでその伸張ぶ りを目のあたりに見る思

いがした。

時に，大管長会や教会幹部が支持 され，１９５８年以来十同

二使徒評議員会補助であったアルビン・Ｒ ・ダイヤー

長老が十二使徒評議員の一人 として支持 された。十二使徒評

議員会補助は指名されなかった。

イヤー長老の聖任については，かつて三たび，使徒が
ダ

十二使徒評議員会の会員 と称することなく聖任されて

いると同様の例である。ブ リガム ・ヤング （二代目）は１８６４

年に使徒に聖任 されたが，１８６８年まで十二使徒評議員会の会

員ではなかった。ジョセブ ・Ｆ ・スミスは１８６６年に召され，

翌年十二使徒評議員会の一員となっている。またシルベスタ

ー ・Ｑ ・キャノンは１９３８年 ４月に使徒 となったが，評議員会

の一員 として支持 されたのは１９３９年の１０月のことである。新

たに十二使徒評議員の下で働 く６９名の地区別担当責任者の写

真 と簡単な伝記，責任地区の名称とその地区内のステーキ部

はインプルーヴメン トエラの一月号３０ページか ら３７ページに

紹介されている。



』

の新たに任命された６９名は一地区に平均 ４ステーキ部
こ ‘

を当てていた以前と違って，もっと細分化 された １０９

地区で働 くよう指示 される。

６９名の新 しい責任者の名前が発表される前， ヒュー ・Ｂ ・

ブラウン副管長は大管長会か らの次のようなメッセージを読

み上げた。

教会員のみなさんへ

「あなた方の多くは１９４１年を想起するでしょう
。あの時，

急激に成長する教会の仕事のために十二使徒会と大管長会

に付随 して働 く兄弟たちが必要でありました。そのたら６に

１９４１年４月の一般大会において，十二使徒評議員会が支持

されました。それはまさに主の御業を遂行する必要性が増

大し， しかもそれは時々刻々高まっていたか らでありまし

た。以来教会がもつ世界的使命はかってない程に増大し，

大管長会と十二使徒評議員会は，指導及び指示監督するた

めのより一層の備えが必要であると感じるに至 りました。

従 って現在提案 しているものは，十二使徒評議員会地区別

担当責任者の召 しであります。各人は時々刻々進歩を遂げ

るステーキ部や，地区群における教育集会を指揮 し，相談

を受ける仕事をするよρ責任を持つのであります・十二使

徒評議員会地区別担当責任者は 「管理監督会』の如 きもの

ではありませんが，状況に応 じて多少の時間を，必要な期

間だけ専任となって奉仕し， ステーキ部長の行 うような，

仕事を行いますｏ」
「
詳細はこの計画が大管長会と十二使徒評議鼻傘の指導の

下 で進 あ られ る と き明 らか に され ま す。

大 管 長 会 の ５名 全 員 が この声 明 に署 名 を した。 す な わ ち，

デ ビ ド ・０ ・マ ッケイ ， ビ ュー ・Ｂ ・ブ ラウ ン， Ｎ ・エル ド

ン ・タ ー ナ ー， ジ ョ セ フ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス， ソ ー

プ ・Ｂ ・ア イザ ック ソ ンで あ る。

十 二 使 徒評 議 員 会地 区別 担 当責 任 者 は担 当 地 区 を 割 り当 て

られ ， ４３３ス テー キ部 長 が 出席 した ア セ ンブ リイ ホ ール で の

金 曜 日 の特 別 集 会 に お い て， そ の責 任 につ い て の 指導 を 受 け

允 。 地 区担 当 者 は， あ らか じめ大 管 長 会 と十 二 使 徒評 議員 会

の指 導 の 下 で ，二 日間 の特 別 セ ミナ リーで トレ ー ニ ン グを 受

けて い た。 十 二 使 徒 評 議 員 及 び 教 会 相 互 関 係調 整 評 議 会長 で

あ るハ ロル ド ・Ｂ ・ リー長 老 に よ り神 権 会 一般 大 会 に お い て

この 新 しい管 理 計 画 の説 明や 翌 年 の ス テ ーキ 部大 会 の た め の

指 示 が 与 え られ た。

蚤

鐸 罪：．饗 懲ざ『

一長老は，この地区別担当責任者をふ くむ新 しい管理リ

計画は珀６８年 １月 １日か ら完全に行われる と説 明 し

た。とい うのは１９６７年のステーキ部大会や地区集会の残 りの

部分は，４つの神権委員会一 伝道，ホームティーチング，福

祉，系図一 の委員によって引きつずき行なわれ， １月 １日

一！こ，これ らの委員会は解散 され，会員は大管長会か ら名誉あ

る解任を受けるでしょう。

一長老はその神権大会での演説で，１９６８年 １月か らスリ

テーキ部大会でステーキ部全員が出席すべき会は日曜

牛前の一般大会だけとなり選ばれた指導者のためには，土曜

日の午後 と夕刻の会が設けられるであろうと述べた。

けて リー長老は，次のように説明した。続

「教会幹部は四半期のステーキ部大会のうち２回出

席するよう割当そ られ，教会幹部が出席 しているときは彼 ら

が管理 し監督 しますみもちろんのことですが，教会幹部が欠

席の場合は，ステーキ部長が大会のスケジュールに従ってこ

れを管理 します。」

一長老は又補助組織中央管理役員は １月 １日以降はス

リ
テーキ部大会には訪問しないが，地区別大会には訪問

．を続けると説明 している。又付け加えて， 「大会の午後の部

は，教会幹部によって新しく召された監督会や他のステーキ

部指導者のための大切な訓練，指導養成のために使われ，四

半期毎のステーキ部大会が効果的に開かれるでしょう」と説

明した。

「ワー ド部聖餐会はステーキ部大会のある日曜 日に各ステ

ーキ部内のすべてのワード部において午後遅 くか夕刻に開か

れます」とリー長老は述べた。

つの神権プログラムすなわち伝道，系図，ホームティ
四

一チング，福祉プログラムは毎年二度各地区で地区集

会を持っようになると説明された。新 しく任命されたこの十

二使徒評議員会地区別担当責任者は地区別集会を管理 しその

計画遂行に責任を持つ。 ・レ

テーキ部大会での指導者養成についてり一長老は，
ス

「ステーキ部四半期大会土曜 日の夜は手引によつて
，

神権の４つのプログラムや全教会指導者が教える原則及び技

術の勉強にあてられます」と述べた。また以上述べた指導者

養成はステーキ部神権指導者会で行われる場合がある。我々

はステーキ部長が監督やステーキ部，ワー ド部の神権指導者

ならびに補助組織指導者すべてのために，同様の主旨で指導

者セ ミナーを発展させて行 くように希望する。

３
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祈 り の 力
Ｎ．エ ル ドシ・ター ナー

第 二 副 管 長

ソル トレー クタバナ クルで開かれた

第 １３７回定例一般 大会における話

ベモ ロ

ツケ イ大管長な らびに兄弟姉妹のみな さま，今 日こうして歴
マ 史的

な タバナ クルに集 うこ．とがで きて，私 は心 よ りうれ しく

思 って おります。美 しい テンプルス クウエ アの このタバ ナ クルに過

去百年余 りの間多 くの教会員が私 たち と同様 こうして集 い，主 のみ

た まを心に受け，知 恵ある言葉 に耳 を傾 け福音 の教義を教え られて

まい りま した。 この機 会を得 て私 たちは信仰 を新 たにす ることがで

き，証 を強 くす ることもできます。 ラジオや テ レビがで きてか ら教

会の指導者 たちの偉大 なメ ッセー ジは世界 のいた’る所へ もた らされ

てお ります。私 たちは今 日 ラジオに耳を傾 けテ レビを見てお られる

視 聴者 の方 々に心か らの歓迎 の意を表わ します。 私たちは今，偉 大

なタバナ クル合唱団の美 しい合唱を聴 きま した
。 この合唱団は１８４７

年 に組織 され リチャー ド ・Ｌ ・エ ヴァンズの解説 とともに１９２９年以

来何百万 の人 々に聞かれて きました。ひ と月程前，私 は旅行 をいた

しま したが，その とき， カナダの博覧 会， ニュー ヨー ク， ミ シ ガ

ン， ネブ ラス カ，オ クラホマ， マサチュセ ッツや ロー ドアイ ラン ド

に おい て そ の荘 重 な コ ンサ ー トを楽 しむ 無 数 の人 々が い ま した
。

大 管 長 会や ここ に集 ま って お られ る人 々 や教 会 の す べ て の 会 員を代 表 致 しま して
， 私 は ア イザ ッ ク ・Ｍ ・ス チ ュ ワー ト合 唱

団 長 に， 指 揮 者 リチ ャー ド・Ｐ ・コ ンデ イ お よび ジエ イ・ウエ ル チ に ，

オ ル ガ ニ ス トの ア レキ サ ンダー ・シュ ラ イ ナー ， ロバ ー ト・カ イデ

イ ッ ク， ロイ．・ダ ー リイ に深 甚 の謝 意 を表 明 した い と思 い ま す
。 ま

た合唱団の献身的 な団員 たちや素晴 らしい業績に献身 してお られる

関係者 の皆様 にも私た ちはそのよ うな謝意を抱いている とい うこと

を申 しあげます 。主が彼 らに今後 とも成 功を祝福 な さいます よ うに
。

予言者やみ たまあふれ る指導者たちの下で開かれる多 くの大会 を深

く考 えます と，彼 らすべてが神 の しもべ たちであ り，彼 らの多 くが

真 に偉大な人々であ り， この責任 を受 けるにあた って ひ じょうに謙

遜であ ることをは っき り知 る ことがで きます。私は心か ら祈 り求め

ます。私 があなた方の信仰や祈 りに関心 をもち，主のみたまが私が

こうして立 っている時 に豊 かにあ りますよ うに。また私のお話 し申

し上げる ことが主 のみた まに見守 られ ますよ うに。そ して ここに集

った方々やテ レビや ラジオで聴 いてい る人々の助け とな りますよ う

に。私 は心 よ わ主 のみた まと祝福があなた方にあ って求める正 しい

ことがあなた方 に与え られますよ うにお祈 り致 します。私 は祈 りに
．対して大 きな信仰 を持

ってお ります。祈 りによ って想像以上 に多 く

の ことが実現 され るとい うことを信 じてお ります、私 は祈 りにつ い

ての話を選びま したが， この ことによ り，．祈 りの重要性 につ いて皆

様が理解 して下 さるよ う主 の助 けを祈 り求 あてお ります。考えてみ

ます と，私たちすべてが，感謝 やその他 の祈 りの機会 と大 きな特権

を持 つ ことはなん とすば らしいことで しょう。私は人生を通 じて し

ば しば私の祈 りが こだえ られたことを知 って おります。それ故に私

信主 を呼び求 める ζ；ζの重要性 を感ず るのであ り，私が今 受けてい
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る責任に対 して主 の力 と導 きが あ った こともわか ってお ります し，

今 日この問題 につ いて話 し合いた いと願 った理由 もこのためであ り

ます。私 は神 が私 たちの霊 の父で あり，神 が実に生き給 うことをさ

らに皆 さまが確信 なさるよ うに祈 ります。主は言われま した 「求 め

よ， そ うす れば与 え られ るであ ろう。捜せ，そ うすれば，見 い出す

であろ う。門 をたた け，そ うすればあけて もらえるで あろう。すべ

て求 める者 は得 捜す者は見い出 し，門 をたた く者 はあけて もらえ

るか らであ る。」 （マ タイ ７：７～ ８）

が しば しば不思議 に思 うのは，私た ちが真 に祈 りの力を知 っ私

ているのだろ うか，また謙遜な祈 りで主な る神 を求める とき

偉大な祝福 がある ことを， どのように感謝 してい るだろ うか とい う

ことであ ります。神 は，私た ちに関心を向けてお られ，私 たちが成

功 するのを 願 って おられ ることを 本当に 理 解 している で し ょ う

か。 リチャー ド・Ｌ・エ ヴァンズは，次のよ うに述べて お ります。

「天 にいます父な る神 は，私たちに敗北 を宣言 しよ うと して いる

審判員ではない。神 は私 たちを出 し抜 こうとして いる競争者で もな

い。我々に害を被 らせよ うとしている告発者で もない。神は我々の

幸福 と永 遠の進 歩を望 んで お られ る愛す る父で あ り，そ して， もし

忠実 と謙 遜 と信仰 と忍耐 を持 って生 きる私た ちに，いつ も手をのべ

て助 けを与 える機会を まってお られ る御方なめである」 と。

果的に祈 り，またその祈 りが聞き届 け られたと感ず るため に ．効

は，聞 くことも答え ることもできる神 にあなたが祈 って いる

のであ るとい うことを先ず信 じなければな りませ ん。神 は，息子た

ちや娘た ちに関心を持 ち，進 歩するよ うに気 をつ けて お られます。

最初に主に祈 った人の記録 はモーセによって書かれてお ります。

「アダ ムとその妻イヴ主 の御名 を呼 びた るに， エデ ンの園を指 し

て行 く途 のかなたよ り声 聞えて彼 に語 りた まえ るが， その御顔 は

見えざ りき。 そは彼 ら主 の居 りた もう所 より締め出 されたればな

り。アダム とその妻イヴとは神 を呼ぶ ことを止めざ りき」

（モーセの書 ５：４，１６）

世 に影響 を及ぼす ような偉大な人々は，常に神聖 な導 きを祈後

り求 めて います。 この偉大な国家において も祈 りは重要 な意

味 をも っていま した。祈 りによって この国は建設 ざれたか らで あ り

ます。私 たちは昨年 ５月 に， ス トロー ム ・サーモ ン ド上院議員が述

べ たことばを思 い出します。 「１６２０年１１月に書 かれたメイフラワー

号盟約 は祈 りによって その起草文が始め られています。 「神の御名

によ りか く述べ んと欲す。我 らは神 の栄光 のたあに神の御前 とお互

いの面前で厳粛 に， この誓約書 を以て我 々 自身が一つの市民政体 に

団結す ることを誓 う。」

のよ うに私 たちの国家 は祈 りによって創立 されたのです。バ
こ リイ ・フォー ジでの厳 しい冬 に， ジ ョー ジ ・ワシン トンの膝

まつ いて祈 った姿を私 た ちは決 して忘 れて はな りません。１７８７年 ６

月 に，合衆 国憲法会議 がなん らの一致 を見 ることもな しに何週間 も

開かれていた とき，ベ ンジャミン ？フ ランク リンは， さっと立ち上

っ’て； ジ ョー ジ ・ワシン トンに次のよ うに述べま した。

「閣下，私 たちは ４ッ ５週 間も互 いに道理を尽 して話 しあ って き
．
ま．したが得 た ものは微 々た る進展で しかあ りません。遺憾 なが ら，

その ことは人 間の理解力の不足を証明 して部 ります。私 たちはか

つてあ った政体 や近代諸国家を も観察 しま したが，どの憲法 も私

たちの環境 に適 しません。なぜであ りま しょうか，大統領 閣下 ？

私 たちは，理解力をま して下 さる天父な る神 の御前 に謙遜 に頼 る

ということを忘れてい准のではないで しょうか。英帝 国 との戦 い ．
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の始め に，私た ちは危険 に直面 して おりま した。その とき聖 なる

加護があ りますよ うに と毎 日祈 りま した。大統領 ，私 たちの祈 り

ぽ，聞 き届 けられ，応え られたのであ ります。従 って私 は， この事

態が変化す るよう切望致 します。私たちの この絶望 的な状態 に天

よ りの お助け と祝福 があ るよ うに祈 る ことによ って， この事態 を

打開 して行 けるはずであ りますか ら， この仕事 を押 し進 める前 に

毎朝祈 ることは必要な ことだ と思います」

その ことはな され，今や私たちは祈 りに対する答 えを得，彼 ら

の働 らきの結果をよ ろこんで おります。 祈 りは決 して この偉大 な

国においてないが しろ にされてはいけません。絶 えず主 に，導 き

を求めた リンカ㌘ ンは このよ うに述べ ま した。

「治め給 う神の力に頼 って，謙遜な悲 しみの念 を以 ってその罪

を告 白す る国民，神を主 とたて るこのよ うな国民 だけが祝福 され

るとい う崇高な真理を認め ることは国民のまた同様 に人 々の義務

で あります。 ドワイ ト・Ｄ ・アイゼ ンハ ワー大統領 は，就任式 の

際 に主 に嘆願致 しま した。

「私 どもに，悪を免れ るための明 らかな光を認 識す る力を与 え

給 え。私 どものすべての働 きと行いが，その光 の中にあ り， この

国の法律 によって守 られ，み とめ られますよ うに。 か くして， す

べ ての人 々が， その属す る国家の善のために働 らくことができ，

かつ あなたの栄光のために働 くことがで きます よ うに。アー メン」

電報の発明者で あるサ ムエル ・Ｂ ・モール スは，迷 う時にいつ も

ひざまつ いて光 と理解力 を得 るよ うに祈 った とい うことを述べ てお

ります。私 たちは，心か らの素朴な祈 りを， アス トロノー ト・ゴー

ドン ・クーパーが地球を一め ぐりした とき祈 った記録 によ って知 る

ことがで きます。

「天父 よ。 どうも有難 とうございま した。私 が地球 を一 め ぐり

で きた ことに対 し感謝 申し上げます。 このよ うな特権 を得 ま した

ことを感謝 申 し上げ ます。 このよ うなすば らしい ところに存在 し

てお ります ことに感謝致 します。 目を見 張 るよ うな美 わ しいあな

たの創造．を目の あた りに見 られる場所に私 がいる ことを心 よ り感

謝 申 し上 げます 。」

はサーモ ン ド上 院議員 が訴 えた次のよ うな呼 びか けに同感で私
しら

あ ります 。「もっと祈れ，そ して我 が国の宗教的遺産 を査べ よ。

そ して神 の祝福 を求め ることの有益 さを見 よ。祈 りは有 限な者 が無

限なお方 に通 じる唯一の道であ る。 そ こにおいて 目で見 る者 は， 目

に見 えざることに触れ ることがで きるのである。 あなた方 は，容易

に これを理解で きる。 もしあなた方が国家の歴史 を調べ てみるな ら

ば，神へ の祈 りや神 と親 し く交わ ることが国家の唯一の礎石で ある

とい うことにす ぐ気が付 くだ ろう。 もし今 それを捨 てよ うとす るな

ら， かつ て他 の国家が そうした と同 じよ うにあなた方は この国家 の
’最大 の宝を放棄す ることにな るのであ る

。」

アダムか ら現在 に至 るすべての予言者た ちは，絶 えず導 きを受け

るよ うに祈 りま した。救 い主で さえ永遠の父なる神 に絶 えず祈 りを

捧 げま した。私 たちはこのよ うな救 い主を，以下 の聖 句か ら知 る こ

とができます。 「このころ， イエスは祈 るために山へ行 き，夜 を徹

して神 に祈 られた。」（ルカ ６ ：１２）主 は私 たちすべ てに祈 る よ う

さとしてお られ， ヤ コブを通 じて次の ように約束 してお られます。

あなたがたの うち，知恵 に不足 して いる者があれば， その人 は，

とがめ もせ ずに惜 しみな くすべ ての人 に与え る神 に，願 い求めるが

よい。そ うすれば，与 え られぐであ ろうあただ疑わないで，信仰 を

もって願い求めなさしも 疑 う人 は，風 め吹 くままに揺れ動 く海 の波

に似て いる。」 （ヤコブ書 １ ＝５～ ６）

＿ の約束は私たちの一人 一人に与え られた ものです。身分 の上
一

下，貧富に関係な く，普遍的な ものであ り，私に もあなたに

も，私た ちの隣人に もかかわ りのあ る約束 であ ります。・主 は私 たち

に神を信 じ，神に対す る信仰 を持たねばな らない と教 えて お られ ま

す・穂 ちは注 が論 を守りつ？祈りによ・て主に心を向ける子

らを常に助けよ うと用意 してお られる とい うことを知 るべ きで あ り

ます。事実，主は次のよ うに述 べてお られます。

「汝 らわが言 うところを行 わば
，主 なるわれ これに対 して責任 あ ‘

り。 され ど汝 うわが言 うところを行 わず ば汝 ら何 ら約 束 を 受 け

ず 。」 （教義 と聖 約 ８２：１０）

，主 は私 たちに謙 遜 でなければならぬ と戒 め沽 代 の予諸 たちが言
った人 間のよ うであ って はな らぬと警告 して おられ ま

す 。「見物人は 自ら誇 って尊大であ るが， そのつ まず く石 が大 きい

ため に，すでにつまずいて倒れている。従 ってかれ らはもろもろ

の教会を立て るけれ ども，神 の能力 と奇蹟 とをす てて 自分の知恵

と学問 とで教えを宣 べ，そ して利益 を得 た り貧 しい者 を しいた げ

ようとす る．。」 （ニー ファイ第二書 ２６：２０）

パ ウロは・世の誇 り高ぶ る者に関 して次 のよ うに述べて いる
。

「生 まれなが らの人は
，神 の御霊 の賜物 を受 けいれ ない。 それ

は稼 には愚かな ものだか らである。 また，御霊 によ って判断 され

るべ きであ るか ら，彼 はそれを理解 するととがで きな い。」

（コ リン ト入へ の第 １の手紙 ２ ：１４）

「い ったい，人間の思 いは， その内にある人聞 の霊以外に，．だ

れが知 っていよ うか。 それ と同 じよ うに神 の思 いも，神の御霊以

外には知 るものはない。」 （コ リン ト人へ の第 １の手紙 ２ ：１１）

偉大な学者で もあ った，故 ルーベ ン ・ク ラー ク副管長は，
「もしも人が神 につ いて学 び

，導 きを受 けたいの なら，心か ら自

分 の知 識や実践 に対す る誇 りを捨てねばな らない。なぜそ うしなけ

ればな らないのだろ うか。 なぜ な らどんな に賢 い人の知識 も，宇宙

の真理 と比べた ら，大海 ＩＤ一滴 に過 ぎないか らであ る
。 人は，謙虚

に イェスを救い主 ぞあると告 白 しなければ ならな い。なぜな ら我々

が救われ るべ き名前は・天下 にキ リス ト以外 この天の下与え られて

はいないか らである」 （「不死 不滅 の生命への道」 ４頁）

私 たちは神 が創造主 であるζとを認め る準備 をしな くてはな りません
。神 は・独 り子 イエス ・キ リス トを通 してまた予言者

を通 じて・簡単な ことばで神 と人 との関係，前世での存在
，なぜ こ

の世にい るのか・死後 の存在 そ して私 たちがここで行 うことは次

の世の私た ちを位置づ ける とい うことを語 ってお られ ます
。

私翻 謝 ‘惚 畿 鴉姿芸乞蒲 繋
い う質問に答えては くれませ ん。 しか しこれ は， イエス ・キ リス ドン

の福音によ っては っき りと簡単 に答 えられて おります 。すなわ ち，

「もし知恵に不足 している者 があれば，神 に願 い求め るが よい」と。

私た ちは このよ うに準 備 し・ 聖の聖 句で救 い主が言 われて いるよ う

な者にな らないよ うにいた しま しょう。偽善者た ちよ， イザヤがあ

なたがたについて・ こうい う適 切な予言 を している。 この民は 口先

ではわた しを敬 うが・ その心 はわた したちか ら遠 く離れて いる。人

間のいま しめを教え として教 え，無 意味 にわた しを拝んで いる。」

（マタイ １５：７～ ９）

これは まことに重要 な ことであ ります。主 は，私 たち揮謙遜であ ・

りイエス ・キ リス トの福音を受け入れ，いま しめを守 らなければな
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．らないと強調 して おられます。 もし私 たちが祈 りを聞いて いただ き

そ して それ に答えて もらいたい と願 うな ら，私 たちはすべて真 にパ

ウロがロー マ人 に語 った ように言 う備 えをすべ きで あ ります。わた

しは福音 を恥 と しな い。それはユダヤ人をは じめ， ギ リシヤ人 にも

すべ て信 じる者 に救 いを得 させ る神の力であ る。」

（ロー マ人への手紙 １ ：１６）

ぜ ある人 々が神が祈 りを聞 くごとも答 え るごともおで きになな

るこ とを信 じることがで きないか について理解 する ことは難

か しい ことです。宇宙飛行士 は，地球 を離れて一時間に何 千マイル

も旅行 がで きます が，基地 か らいろい ろと導 きを受けています。彼
へち は絶えず基地 と連絡 を保 ち指示 を受 け

，彼 らの行動の導 きを受け

て地上に安全に戻 って来 ます。

たちが神 に対 して誠 実であるときに，神 が祈 りを聞 きごたえ私

て くだ さる力 があるとい うことをど うして疑 うことがで きま

し ょうか ／ またサー ヴェイヤー ３号 が，地球 か ら月 に送 られて，

こんな器械で さえ地球にい る人間に導 かれる とい うことを疑 わな い

の にどう して私た ち．が神に導かれない と言 えま しょうか／ 器械 は

掘れ と言 われれば掘 り， それを止めよ と言われればやめ，報告せ よ

と命 じられ れば報告 し，写真を送れ と言 えば送 り，再 び掘 れ と言 え

ば掘 るなど，指示通 りに動いています。

た ちは，’宇宙飛行士やサー ヴェイ．ヤー と同 じに， この地 で過私

こす よう神か ら送 られて来たのです。 神は私 たちに成 功を望

んでお られます。祈 りに答 えよ うと身 を乗 り出 してお られます。私

たちが，祈 りによ って神 と接 し，命 じられ るままに行な うな ら，神

のみ もとに安全 に帰れ る ことを約束 して おられます。

か しなが ら，私た ちは祈 るとき，主の召 しにこたえ，主を認し

めお仕 えす る準備 を して いるで しょうか６ お互いに許 し合 う

よ うに主が望んでお られ ることに対 して ど うこた えてい るで しょう

か。 「汝 らもし人の罪 を赦 さば，汝 らの天 の御父 もまた汝 らの罪を

赦 した もうべ し。 され ど，汝 らもし人 の罪 を赦 さず ば，汝 らの父 も

また汝 らの罪を赦 したまわ じ。」（ニー ファイ第三書 １３：１４～１５）

た ちは しば しとどま って， 自分 のおかれた状態を分析 した方私

がよいか も知 れません。私 たちは，困 って いるときの神頼み

で はないで し ょうか。 ’「これを祝福 して くだ さい。 あれ を祝福 して

下 さい。 これ を下 さい，あれを下 さい。 また こうして下 さい， ああ

して下 さい」 と主 に注文 してはいないで しょうか。

た ちが正義 へ と導 かれて，最 もよい ものを祝福 され るよ う祈私

って いるで しょうか。天 父なる神 の御 旨を行 う望み があるよ

う，力 があるホ う，かつ決意があ るよ う祈 り，常 にいま し．めを守 る

準備 を しているで し ょうか。

はいろい ろな理由のために祈 ります。恐 れのためにひざまず人

きそのため にのみ祈 ります。 あ るいは行 き場所 のない行 きづ

ま った状 態か ら逃 れるために祈 ります。国家は， 悲劇に遭遇 した と

き，かんばつの とき，疫病 のとき，飢鰻の とき，戦 争の とき， それ

らか ら免 かれ，導 きがあるよ う祈 ります。あ る人は病 いがいや され

るよ う，ある人 は強 くなるよ う・に祈 ります。あ るいは家族に主 をお

招 きす るために， 愛する人 のために，正 しい努力のため に 祈 り ま

す。 これ らは，主 の目にはすべ て善 しとされ ると私は考 えます。

しか しなが ら，私 たちの 「受 ける」 多 くの祝福 を天父に感謝す る

’ことが
，最 も重要な ことなのです。 ある日，私の家族の祈 りで，小

さな娘が こう言 った とき深 く心を動 かされま した。

「お父 さん，私， もっとた くさんの祝福 はい らないと思 うわ。主

６

も

は私 たちに， とって もよ くして下 さいます。 だか ら私 たちが受 ける ｒ

祝福 にふさわ しいもので あるよう助けて くだ さい とお祈 りすべ きだ

わ」 と。

それ以来 ，私 たちは天父 に感謝 の念 をもっと表わすよ うにな り，

主がお与え下 さっている ものを受 けるに価値 ある者 とな るよ う導 き

を願 ってお ります。 多 くの祝福 に感謝 を表わす とき，私た ちは主が

私た ちのために して くだ さる， すべてのことに関心 を払 うよ うにな

り，．もっと深 く感謝す るよ うにな ります。私 たちが相互 に行 なって

い ることに対 して，互いに感謝の念を表 わす ことがどんなに意味が

あるかは，皆 さんがよ く知 ってお られます。私 たちの先祖 は感謝 の

ために特別 な一 日を定めま した。その 日を忘 れている人 はいないで

しょうか。私た ちはあのル カによる福音書の らい病 人のよ うに， お

めおのの感謝 の念 を主 に表わ さない とい う罪を犯 しているのではな

いで しょうか。

「その うちのひ とりは， 自分が いや された ことを知 り，大声で神

をほめたたえなが ら帰 ってきて， イエスの足 もとにひれ伏 して感謝

した 。これはサマ リヤ人で あ った 。イエスは彼 にむか って言われた。

「きよめ られたのは十人 ではなか った か。 ほかの九人は どこにい る

のか。神 をほめたたえるために帰 って きた ものは， この他 国人の ほ

か にはいないのか』 （ル カ １７：１５～１８）

暗殺者の中に，友人ブルー タスを認 めた シーザ ーにつ いて， マー

ク ・アン トニーは次のよ うに述 べています５

「これ こそは残虐無比の きわみ。 あの高貴 な御方 シー ザーが 己れ

を突 き刺す ブルー タスを見た とき，謀叛人 の腕 よ りもよ り強 い忘恩

を見たか らだ。彼 を圧倒 し，あれ程 に強か った心臓 を裂 きちぎ った

忘恩 を」 は絶え ざる祝福を願い求め るとき， あやまちの許 しを乞 う

とき，正義 を望み；力を乞 うとき，その多 くの祝福 に対 して感謝 の

気持 を表 わす よ うに主は期待 してお られる と思います。

私 たちが祈 るとき， こたえて下 さる主 のために最 善を尽 さなけれ

ばならな いとい うのは 大 切な ．ことです。私 が 幼 か った とき，父 は

こう言 いま した。

「も しおまえが祈 りにこたえて もらいたい と思 うな ら， 足 を 使

い， 自分 の役割 を果た さねばな らない」 と。

私 は， もし私た ちがすべて正 しい生活を し，神 を創造主 として認

め， 誠命 を守 るように一 日の祈 りをす ること．を大統領 が国民 に呼 び

かけたな ら， どんなに 効 果 的だ ろうか としば しば考 えます。 多 く

の人 々は，神 に対す る信仰 を失い，またあ る人々は祈 りに答 えて下 さ

る主 の力 を疑 って います。あ る人々は， 自分 自身 の知識 によって信

じ自分 たちの力 を確信 して おります。次の聖句を引用 しま しょう。

「しか し役人 たちの中 にも， イエスを信 じた者 が多か ったが，パ

リサイ人 ははばかって，告 白はしなか った。 会堂 か ら追 い出される

のを恐 れていた ので ある。彼 らは神のほまれよ りも，人 のほまれを

好 んだか らである。」 （ヨハネ １２：４２～４３）

ア メ リカ大陸 に関 して主が警告 された ことに注意 しま しょう。

「ご らん， この土地 はす ぐれた土地であ るか ら， この土地 を所有

する民 は この地 の神 に仕え さえすれば，奴隷 とな らず 自由を奪 わ

れず天下 のどのような国か らもすべて支配を受け ることがな．い。

この地 の神 とは私た ちがすで に記 した言葉によ って明 らかに示 さ

れるイエス ・キ リス トで ある。」 （イテル書 ． ２ ＝１２）

この主 か らの警告 によって，私た ちは次のよ うな約束を受 けます 。

「まず神 の国 と神 の義 とを求 めな さい。 そ うすれば， これ らの も

のは， すべて添 えて与 え られ るであ ろう。」 （マ タイ ６ ；３３）
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私 たちは， ヨシュアが次 に述べた ように，言え る勇気 と決意を持

つべ きで あ ります。

「あなたがたの仕．え る者を， きょう，選 びな．さい。 ただ し， わた

しとわた しの家 とは共 に主 に仕えます 。」（ヨシュア記 ２４：１５）

、 は，両親に子供 たちが生 ける神 の子 キ リス トに信仰 をもつ よ王

う教 えよ と言 ってお られます。 また主 の御前 に真直 ぐ歩み，

祈 ることを子供た ちに理解 させ るよ う望 んでお られます。生 ける神

に信仰 を持 ち祈 ることを教え られる子供 たちが，主 の御前 に真直 ぐ

歩む ようにな ることは疑いあ りませ ん。

私 は， ひそかに主に祈 ることを教 え，家族 の祈 りに加わ ることを

教えて くれた両親に ことばであ らわ し得 ない感謝 をもっ て お り ま

す。私の母は，膝 の上 に私 をのせ て教 えなが ら創造主であ る天父 に

語 ってい ることを感 じさせ神 が私 の行 ないや望みや要求 に関心を も

って おられ ることも教 えて くれま した。 そ して心か らの 感 謝 を 述

べ，罪の赦 しを乞い，正 義を行 う力 を与 えて くれ るように祈 ること

を も教 え られま した。生涯 を通 して， これ は私に とって常 に偉大な

力 とな って きま した。今 日私 は，かつて した祈 りよ りももっと真 摯

に，主が私 の活動 につ いて導 き教えて くだ さるよ う，私が行 うこと．

がすべて主 に受け入 れ られるもので あるよ うお祈 りします。

私 たちが朝 晩，家族で膝 まづ き祈 った ときの ことをふ り返 って考

えます と，私 たち子供 にとって，それは，父が主を呼び求 め，実 際

に主 に話 し，穀物 の実 りやすべての ことが らに祝福 を求 め感謝 の念

を表 わ して いるよ うに思われま した。それは誘惑 のある際には力 と

な りま した。なぜ なら夜主に祈 って報告 しなければな らないことを．

思 い出させたか らです。

の家庭で も家族の祈 りは家族 それぞれ を親密 にし，父 と母のど

間の感情や子供 と両親 の感 醗 よ いもの にします。 又子供た

ち互いの間 も同様 です。子供 たちが，両親 の為 に祈 る時は，両親 に

対す る感謝の念を増 し，互 いに祈 る ときはよ り緊密 にな り，特に家

族の祈 りにおいて も，ひそかな祈 りにおいて も，天父 に話 してい る

のだ とい うことを知 ったな ら， ます ます その意義は深い もの とな り

ます。 このよ うな ときが，私た ちの相違 を忘れて，他 人の ことを思

いや り元気 に生 き，弱点 に打 ちかつ力 を求め るときなのです。天 父

なる神 のみたまに合 わせ ようとす る時 に私た ちはよ り善良であ りま

しよ う。私 たちは天父 と交 わり，御 旨を行な う希望 を表 明 しつつ，

祝福 を祈 り求 めるものです。主は次のよ うに言 われています。

「誘惑 に陥 りて汝 の報い を失わざ る様 に常に祈 れ。終 りまで忠実

なれ。 さらば見よ，われ汝 と共に在 り。．これ らの言 は，人 間の言

にあらず してわれよ り出で し言 な り。 すなわち父 の御意 により，

イエス ・キ リス ト汝の贋 い主 よ り出で し言 な り。」 （教義 と聖約

３１：１２～１３）

主は また次のよ うに言 ってい らつ しや います。

「だか ら，互に罪を告 白 し合い， また，いや され るよ うにお互の

ために祈 りなさい。義人 の祈 は，大い に力があ り，効果のある も

のであ る。」 （ヤ コブ書 ５ ：１６）私 はこの質問に答 えよ うとしば

しば 自問致 します。 「なぜ あの人 々は祈 ることを拒絶 するのか。

時閥がない と感 じているた めだ ろうか」 と。

噺

ある 日一入の父親 が， 問題 のある年上 の息子 の ことで，私の とこ

ろにや って来た ことを思い出 します。．その子 はよい子で したが父親

は彼を もてあま していま した。私 はその父親 に家庭で家族 の祈 りを

定期的 に行な っているかど うか尋 ねま’した。彼 の答 えは，「ええ と，

いつもはや ってお りません。 ときどきです。忙が しす ぎるんです。

別 々の時間に仕事に出かけて しまう ものです か ら。一緒 に祈 ること

は とて も難か しい ことなのですよ」

は尋 ねま した。 あなた は息子 さんが病気で死 にそ うだ とした私

ら， よ くなるよ うに毎朝毎晩祈 りませんか」

彼は言いま した。

「もちろん祈 ります。 ど うしてです」

死ぬ とい うこととは別に，今度 はその子が道 に迷 った らとい うこ

とで彼 に説 明 しよ うとしま した。私 はまた ともに祈 り，い っしょに

い るとき， 家族 は安 らぎを感 じ，互 いに愛 をもつよ うにな ることを

説 明 しま した。 次の質 問は， 「彼 らはひとりでや っていけ る程 に，

独 立心が強 く，利 こうですか。又神 を求め ることを恥ずか しい こと

だ と考 えています か。 それが弱 さのあ らわれだ と思 っています か。

神 を信ぜず∫信仰 を持 って はいないのですか，多 くの祝福 を感謝 し

ないので しょうか」 と。祈 ることに価値をみ とめていない人 は自分

の弱点 をみとめ，遺憾の意を表わ し，悔い改 め，正 義を行 うよ う約

束 し，祈 って導 きを受け るべ きです。

方法を知 らないために祈 らない人 がいるで しょうか。 も しそ うな

ら私 はおすすめ します。 ひそかに天 父なる神 の ところへ 行 き な さ

い。全心 を神に注 ぎな さい。 いつ も祈 りなさい。 そ うすれ ばあなた

は安 らぎを得 神 と交 わ ることによ って平安 を得 るで し ょう。 あな

たが しなければな らない ことは， 自分 の感情 を表 わす ことです。 そ

れを主が理解な さるがち です。主 は私 たちをいつ も御許 に来 るよ う

招いてお られ，私 たちの願 いを聞 くと約束 して お られます。古代の

予言者，モ ロナ イは，モルモ ン経 につ いて次の ように述べています。

「また この記録 を受 ける時， それが真実な ものか どうかをキ リス

トの御名 によ って永遠 の父 なる神 に問え。 もし誠 心誠 意でその上

キ リス トを信 じなが ら問うな らば，神は聖霊の力によ って この記

録 が確 な もので あることを， あなたたちに示 した もうにちがいな

い。 そ して聖霊 の力 によつて一切の事の真 実であるかど うかがあ

なたた ちに解 る。」 （モ ロナ イ書 １０：４～ ５）

し私たちが悔 い改 め主 の．もとへ行 くな らば， この約束 は私たも

ちすべてに適 用できます。主 は聞 くことが おで きにな り，祈

りに答えて くだ さることを知 って ください。私 たちは神の子供であ

り，主は変わ らずに私 たちに関心 を持 っていて下 さることをすべて

の人々が知 るべ きです。神 は，正 しい者 の祈 りにこたえ，熱心に求

め る人々に答 えを下 さるのです。 ウ

れが あなたた ちに対す る私の証です。 私たちが 自ら謙 遜であこ

り祈 りによって主 を熱心 に探 し求め ることがで き ま す よ う

に，主 の御前 に正 しく歩む ことがで きますよ うに， また私 たちが不 ・

死不滅 と永遠 の生命へ と導かれ歩む ことが出来ます よ うに，私 は心

か ら謙遜 にイエス ・キ リス トの御名によ ってお祈 りいた します。 ア

ーメ ン。
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が管理された最初の聖餐会を想い起 して下さい。この
主 会

の前に，救い主は今やわずか数時間後に激 しい苦痛

と犠牲が訪れることを知っておいでになりました。そこで主 ，

は，非常に深 く愛 してお られる，三年間主の御業のために労

を共にして くれ た人々をみそばにお集めになりました。その

中の一人はすでに主の生命を売 り，他の者たちは 「今夜あな

たがたは皆わたしにつまず くであろう」（マタイ２６：３１）と主

が述べられた通 りになることをたとえ知ってお られても， こ

のおだやかな最後の時を主は彼 らと共にすごしたいとお思い

になりました。主がその夜とそれに引続いてなさろうとして

いたことは，彼 らにはす ぐには理解のできないものでありま

した。けれども主はその犠牲が彼 らにどんな影響をおよぼす

か，この地に生まれてきた人々， これか ら生まれるあらゆる

人々にどんな影響をおよぼすかを知っておられたのです。そ

こで救い主は間もなく起ろうとしている出来事を，厳粛に定

期的に使徒や教会のあらゆる人々に想い起 させるために初め

て聖餐をしておみせになり書した。それはきわめて神聖な儀

式なので主御自身がお定めになり，救い主は最初の聖餐会で

自ら聖餐を準備され祝福されたのであります。

タイはこの出来事を次のように記 しています。
マ

「イエスはパンを取 り，祝福してこれをさき，弟子た

ちに与えて言われた，「とって食べよ，これはわたし のか

らだである。また杯を取 り，感謝して彼 らに与えて言われ

た，「みな，この杯か ら飲め。 これは罪のゆるしを得 させ

るようにと，多くの人のために流すわたしの契約の血であ

る。」（マタ！ｆ２６：２６～２８）

日この儀式は回復され，救い主 は神権保持者にこの神今

聖な聖餐 （しるし）の祝福を代行する権威をお与えに

なりました。 この神権時代において若い人たちは聖餐に関し

て救い主がなさったと同 じ働きをしているのであり，神聖な

責任 と信任を身に受けているのであります。

の責任をお持ちの若いかたがた，あなたがたは救い主
こ

がなさったと文字通 り同じ働きをしているという思い

をもって，聖餐を準備 し，執行 しパスしておりますか。執事

のかたがた，あなたがたは聖餐会を通 して，敬虞さを保 ち，

８



威厳と畏敬の念をもって聖餐をパスしておりますか。教師で

あるかたがたは会壷始めるに先だって，聖餐の準 備 が充 分

に，そして敏速になされるように関心を払っておりますか，

また祭司であるかたがたは集まったすべての人々に代って，

この神聖な聖餐 （しるし）の祝福をす．る時にその厳粛な祈 り

の中で天父に呼びかけながら，その特別な責任を感 じてお り

ますか。

餐会の責任は聖餐台や礼拝堂だけに限 られているもの聖

ではなく生活のあらゆる時に行きとどいていなければ

なりません。人は聖餐会に参加する価値がなければならない

だけでなく，神権保持者はこの聖なる儀式に参加する以前か

らこれに価するものでなければなりません。マッケイ大管長

は全教会大会で，全神権者に呼びかけ，聖餐に関 して次のよ

うに述べ られました。「私はこの聖なる儀式が，より強 い畏

敬の念に包まれ，完全な秩序があり，神の宮居に来 る方 々

が，めい想 し静かな祈りの念をもって神の恵みに感謝を表わ

されますように強 く望むものであります。聖餐がこの聖なる

儀式に出席するに適わしい青少年によつてのみとり行われ，

彼 らと会衆にその意味が充分に理解され，畏敬の念をもって

行われているかに注意を払 うのは，あなたがた監督のつとめ

であります。」

たちの予言者のこれらの言葉から，主は聖餐が正しく
私 行われ

ているかを見守っておられ，それを聖なる特権．

と見ておられることが明らかであります。神権をお持 ちの若

い人 々にはそれぞれこの儀式に参加するに価する生活をする

責任があります。監督はこれ ら若い人たちの価値を毎週判断

されて， アロン神権定員会会長会に責任を頼む必要がありま

す。

餐会はすばらしい神聖な儀式であって，単 にパンと水
聖 ヒ ュ

をくばって歩 く会ではありません。それは神権の本来

の職務をはたす会であり，その意味でそれは重大な責任を想

い起 させるものであります。旧約聖書にはウジアという人に

ついて語 られています。ウジアは契約の箱におさめられた聖

なる物を指示に従わずに無造作にあつかったために，撃たれ

て死んだのであります。今 日で も神権者が聖餐会の神聖な性

格を理解 しないでいることはちようど同 じ重大な罪を犯 して

いることになります。聖餐会の神聖さをよりよく理解するた

めにその意味をもう少 しくわ しく調べてみましよう。

に述べたよ２にイエスが初めて聖餐会をしておみせに
先

なったすぐ後で，主はゲ ッセマネの園と呼ばれる小さ

管理監督会のページ

な木立に行かれて，私たちのために最 も大いなる犠牲をお始

めになりました。その園で救主は十字架につけられ，墓から

よみがえり，すべての人間に復活をもたらし，悔改あとバプ

テス々を通 して罪による霊の死から逃れる道を備えられまし

た。主がなさったことをすべて心に描 くことは困難でありま

すが，その大いなる犠牲がなかったなら，人生には希望 も目

的 もないでありま しよう。さらにその苦痛と犠牲を理解する

ために主御自身の言葉を読みましよう。

よ，われは神なるに，人 もし悔い改むるならばこの苦「
見

しみを受けざらんがために，すべての者に代 りてこの

苦 しみをわが身に受けた り。 されど，人 もし悔い改めずば

誠にわれと同じ苦 しみを受けざるべからず。その苦 しみた

るや，われ神，すなわちすべての中最 も大いなる者なりと

いえども痛苦のたあに身をふるわせ１あらゆる毛の孔より

血を湧かせ，身と霊 と両つながら苦 しめ，’すなわちこの苦

きさかずきより呑まずしてしりごみするも可ならんことを

欲 した り。然はあれども，父なる神は讃むべきかな，、され

ばわれはこの苦しみをなめ，人の子 らの為に準備を為し終

りた り。」（教義 と聖約１９：１６～１９）

たちが聖餐をうける時に，主が私たちのためになさっ
私

て くださったζの偉大な働きをまず第一に心にとめな

ければなりません。

餐会により教会の会員たちは，自らの生活に注目し，聖

さらによい生活を営むよう決意を新たにするのであり

ます。マ ッケイ大管長は聖餐を受けることについて次のよう

に言われました。「若 し次の日曜日に聖餐を受ける会員 一 人

・一人がその儀式で交わされる契約の真意を感 じて へ り くだ

り，喜んで御子の御名を受け，真のクリスチャンであること

を誇 りに思い，家庭にあって も，仕事においても，社会にあ

っても，常に主を忘れずに主が与えられた誠命を 守 る な ら

ば，この教会はどんなにか強 くなることでしよう。またその

祝福がどんなにかわかりやす く，聖日に交わす契約の意味が

どんなに深 くなることでしよう」。

餐をとり行 う責任を持っているアロン神権者の若いか
聖

たがた，あなたがたはその意味とその神聖 さと， この

真に大いなる恵みをもたらす聖なる責任について学んで下さ

いますように。
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最 も 素 晴 ら し い も の

ベ ッ キ ー ・ ス チ ュ ワ ー ト

るディナーパーテイで，私は一人の男の方の横にすわ
あ りまし

た。私たちはいろいろの話題にっいて非常に楽

しく話 し合いました。

夕食の終りになって，彼は人生でも．っとも素晴 らしいもの

は何かにっいて話し合いたいと言いました。彼 はハイキング

やキヤンプで家族と共に得た楽 しい想い出について話しまし

た。

「ひんや りした夜山の上ぞ，涼 しい風をここちよく肌に感

じながら，家族と一緒にすんだ輝 く星空をながめるなんて最

もすばらしいことですよ。」 と彼はいすによりかかって満足

気にほほえみながら言いました。

「ねえ，．そうだと思いませんか，他にもっと素晴らしいこ

とがあるで しようか」

１０

は， 「た しか に そ うで す ね けれ ど も私 が最 もす ば らし

私
い と思 って い る こ とを お話 しす る こ と はで きま す わ 」

と私 は言 い ま した。

「そ れ は お聞 き したい もの で す ね」 彼 は興 味 を示 して 言 い

ま した。

れ は カ リフ オ ニ ア の ロ ング ビ ーチ に移 った直 後 の こと

こ
で した。 私 の夫 の チ ャ ー リイ は海 軍 士官 で， そ の とき

は船 に乗 って い ま した。 あ る朝 ， 買 物 に行 くた め に ，二 人 の

子 供 に着 物 を 着 せ て い ま す と， ドア を ノ ッ クす る音 が しま し

た。 私 は， これ とい って ロ ン グ ビー チ に は知 人 もい ま せ ん の

で， 急 いで 行 くこ と もせ ず赤 ん坊 に着 物 を着 せ て い ま した 。

私 は サ リー に靴 を はか せ るの に手 間 ど って お りま した。 す る

と再 び ノ ッ クが き こ えま した 。私 は 少 しい らい ら しなが ら，



子供に靴をはかせるのをやあて ドアのところへ行 きました。

そこには二人の若い男の人が立っていました。

「はい」と私はそっけない声で答えました。彼 らは親 し気

に挨拶を交わ し，モルモン教会について知っているかと尋ね

ました。私が何も言わずにいますと， もっと知 りたいですか

と今度は聞いて来ました。

がもっと知りたいかですって。モルモン教会のことを
私 考える

のにわずか一分だって今までに費したことなん

かないわ。興味も持 っていないものにどうしてもっと知 りた

いと思 うことなんかありますか？ 私はこう言おうとしまし

た。でも何かが私をとどめました。

若人の ペー ジ．

な が ら去 って 行 きま した 。私 は ほ ほ え ま ざ るを得 ませ ん で し

た。 なぜ 彼 らは あん な に幸 福 そ うで熱 意 に あふ れ て い る のだ

ろ う， あん なに 若 い の に， と考 え ま した。 で も も しあの 人 た

ちだ って， 家 庭 を持 ち， ４人 の子 供 が いて ， 船 に乗 って い る

夫 が い 牟 らそ ん な に い つ もほ ほ 斥 んで はい られ な い わ。

の 朝， も う二 三 分 で モ ル モ ン教 会 の 若 い人 が来 るはず

次 に な ６
て い る こと に気 が つ くと， す っか りい らい ら し

て しま って， ほ ほ え み もふ っ とん で しま い ま した。 それ ま で

す っか り忘 れて いた ので す 。 で す か ら彼 ら もす っか り忘 れて

くれ て い た らな あ と思 い ま した 。 子供 た ち は静 か で， よ い朝

で した。 ．
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「え え と
， 少 しだ け知 りた い とは思 い ま す けれ ど 一 …」

私 は気 の な い返 答 を しま した。

ｒ 「い つ に しま しよ うか 」

若 い一 人 が 言 い ま した 。

おや おや ， す っか りわ な に か け られ た わ， ど う して 「ノー」

と言 わ なか った ん で し ょう。

「そ うで す ね
。近 い う ちに … …」

私 は投 げや りに こ う言 い ま した。

「明 日はい か が で し ょう」

わ なだ ！私 は す っか りわ な に か か って しま った 。 と思 い ま

．した。 そ して い つ の 間 に か そ の時 間 に 同意 して い た の で す。

彼 らは私 の 名前 を書 き とめ， 強 く私 の手 を 握 る と， ほ ほ え み

ン ／ トン ／

ト
い い え， 彼 らは忘 れ て は い ませ ん で した。 に っ こ りほ

ほ え ん で ，聖 典 や他 の もの を もって 立 って い ま した。 私 もつ

い ほほ え ん で・しま い ま した。 数 分 後 に， 私 た ちは友 だ ち 同 瀞

の よ うに 話 して い ま した。 彼 らは ジ ョセ フ ・ス ミス と初 期 の

教 会 に っ い て話 しま した。 それ はみ な興 味 あ るお話 で した。

しか し数 分 もた つ と そ れ は終 わ って しま い ， 若 い宣 教 師 た ち

は 道 具 を 片 付 け， 聖 書 を と じは じめま した 。

「も う終 わ りで す か
」

．私 は が
っか り レて 聞 き ま した。

「え え
， お しま い です 」

一人 が ほ ほ え み なが ら言 い ま した
。私 は本 当 に が っか り し

１１
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ま した。 こ の新 しい 宗教 を も っ と もっ と知 りた い と思 った か

らです 。

「私 た ち は
， も しあな た が 望 ま れ るの で した ら， ま たや っ

て 来 て 他 の問 題 につ い て お話 す る こ と もで き ま寸 」

「で き ます の」

あ あ， な んて す ば らしい こ とぞ し ょう。 「い つで す か 」

「火 曜 日はい か が で し ょう」

それ はい い。 今 度 は 忘 れ な い よ うに しま し ょ う。 もう待 て
ね 　 ノ の

ないわ。私はそう思いました。

曜日が来ま した。宣教師たちは他の興味あるレッスン火

をして くれました。私は， モルモン教が一田や二 日で

討論 し，かたずけて しまうことのできない問題であることを

理解 し始めてお りま した。私は今 も彼 らが私にくださったモ

ルモン経やパンフレットを持っております。私は熱心にパン

フレットを読み，モルモン経を読み始めました。

番目の討論に入ったとき，私は知恵の言葉を守って生

活できるか尋ね られま した。私はコーヒーとお茶をや

めなくてはならなかったのですが，なかなかその気になれま

せんでした。宣教師は，一週間だけ先ずやめるようにすすめ

てくださいました』その間，私は正しいことができるよう天

父なる神様にお祈 りしま した。次の朝，私は台所に行き，い

つも飲むコーヒーの代 りに ミルクを飲みました。私には疑い

なく正 しいことをしているという気持がありました。 このよ

うなときに，教会か ら一人の女性が来て，次の日，彼女 と一

緒に扶助協会に出席するよう私を招待 して下さいました。そ

の日は，新年の親睦会で，昼食も出され子供の世話 もしてく

れました。私はその婦人に関心を持ちま した。彼女は宣教師

のように希望に満ち，魅力的で，にこやかで，誠実そうに見

えました。 これらモルモンたちに 「ノー」と言うのは不可能

でした。

は扶助協会に行 き，そこで見たことに，より強い印象
私 を受けました

。 このように多 くの親 し気で愛 らしい女

性に会ったことはありませんでした。そこには何かがあり，

以前感 じられなかった平和 と落着きが私の心にふれました。

興奮と満足感の入りまじった気持で 「これこそ私の属すべき

ところだわ」と思いました５

宣教師は引続きやってきて，時々レッスンをし，また時々訪

問をして私の興味ある数々の質問に答えて くださいま した。

教会か らはまたしばしば例の婦人がや って来そ私たちはよい

お友だちになりました。私たちは二人共縫い物，料理，手芸な

１２

ぐ

どが好 きで，多くの興味が同 じであることがわかりました。

私はかつて知ったどんなグループの人々よりも，モル今

モンを賞讃 し，尊敬 します。宣教師は，教えてくれた

ことについて祈るよう私に望みました。私はそう し ま した

が，始めのうち祈 ることは私にとって難かしいことでした。

モルモンの人々と楽しく交わっているとき，私は彼 らみんな

が持っていると思われるあの内面の充足感を得たいと思いそ

の教義を信じたいと思いなが らも，．だんだん勇気がなくなっ

て行きました。

る日私の祈りに対する答えが訪れました。宣教師は，
あ 私

のためにある事柄について非常に熱心に祈っていま

した。彼 らの真心と誠意は非常に私の心をうち，私は突如と

して，彼 らが語 ったすべてのことが真実であることを理解 し

ました。キリス トはこの地に教会を回復 し，それが今 日存在

していること，ジョセブ・ス ミスが神の予言者であったこと，

モルモン経が神のみ言葉であること。この知識がもた らすよ

ろこびは大きいので，私は涙の出るようなよろこびを感じま

した。そして私のかつての自我は，愛とよろこびによって運

びさられて しまったように思えました。

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会にバプテスマを受けて入っ

てから数ケ月たちました。改宗の日に感 じたすばらしいよろ

こびは，そのままでなく， 日に日に増 しております。世界は

変わったように感 じますが，それは最初見ていたときと同 じ

なのかも知れません。周囲の美に目を開き始めたとき，私は

父なる神様の圧倒されんばかりの豊かな愛に満たされている

のに気づきました。小さな昆虫のきらめく翼や，星の澄んだ

輝 きは，私を楽 しませるためにそこにおかれているように見

えます。私の家庭でのひとつひとつの仕事は，祝福であり私

に与えられている信頼のしるしであります。毎 日が生き生き

どして，楽しくなりました。

人の宣教師は転勤 しました。私は心からの愛 と感謝で

彼 らをいつもおもいだします。彼 らは私にすばらしい

贈物を下 さいました。それを分け与えることが，彼 らへの感

謝をあ らわすことになるのだと思います。私の夫のチャーリ

ィは，まだ会員ではありませんが彼は間もなくそうなると思

います。今，夫は，私が以前に宣教師にしたと同じような質

問をしてきます。

「福音こそ，私の人生で最 もすばらしいものです」と私は，

その夜のデイナーパーティで隣 りにすわった男の方に話 しま

した。また私はお会いするすべての人々にそう話 します。
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り ま で 耐 え 忍 ぶ 者 ．

ベ ル Ｓ． ス パ ッ フ ォ ー ド

エ９６２年 ９月２７日 扶助協会年次大会での演説

「競争は速い者 のためで もな く，強 い者 の戦 うた めで もな い。た

だ終わ りまで耐え忍ぶ者 のためである」 とい うこの金言 を真実であ

ると言 うことがで きま しょう。

「耐え忍ぶ」 ことは， よわる ことな く力尽 きることな く同 じ状態

を持続す ることであ ります。敗北す る ことな く苦 しみや困難や失意

や辛苦 にあ って も力を もち続 ける ことで あります。．

史 は実現 された目標や，勝 ち 抜いた 戦いに 満 ちてはいます歴

が， これ らは輝 か しい出発 をした人々や，最初か ら優 勢に立

った人 々によ って作 られたので はな く，．確固 と して持場につ き，困

難に打 ちか とうと苦悩 し，絶 えざる努力 を重ねた人々 によ って もた

されたのであ ります。

典 は， キ リス トの福音 を受 け入れ，終わ りまで耐え忍ぶ人々聖

に金で はか ることので きない祝福 を約束 してお ります。 この

ことに関 して聖典 を一度 だけで はな く，幾度 とな く読 むべ きであ り

ま しょう。 この訓戒 と祝福 に関す る聖句の ひとつに次のよ うな もの

があ ります。

「もし汝 わが誠命 を守 り終 りまで忍ぶな らば，永遠 の 生 命 を 得

ん。 これ神 のあ らゆる賜 の中最大 なるものな り。」

（教義 と聖約 １４：７）

＿ 還 の生命 はその名 にふ さわ しいすべての末 日聖徒 が得 たい と
水 乞 い願

って いる価値 ある贈物であ ります。困苦 と試練 に満 ち

た錯そ うした世界 にあって，人間 としての弱 さと不完 全 さを もって

いる私た ちにとって，生涯を耐 え忍ぶ ことはいつ も容易ではあ りま

せ ん。確 かな信仰 と強固な信念 と堅実な人格 を求めま しょう。誤 ま

った態度 が少 しつつ増 して心 に感 じることな しに神 の御旨にさか ら

うよ うになることによって誤 ちはもた らされます。 そ して残 念な こ

とですが私 たちは， この ような ことが 自分の生活に影響 を及 ぼ して

いる ことを気付かず にこの誤 ちを正当化 しよ うとします。

もしろい経験について述べたい と思います。 みなさまの多 くお

が御存知のよ うに，特別な状況にあ って，年老 いた姉 妹たち

を看護 し彼女た ちに住むべ き家 を準備するよ うに と扶 助協 会は，兄

弟 たちか ら責任 と権能 を与え られてお ります。 ある 日，私 はこのよ

うな扶助協会 に行 ってみま した。会員たちは７５才か ら９０才 にまで及

んでいま した。彼女た ちは歩 くこともでき， 明るい心 を もち，扶助

協会 に対 して熱心で した。 レッスンは教義 と聖 約か らで， そのあ と

証詞 会が行 われ ま した。その姉妹た ちは， レッス ンの討論 に活発 に

参加 して お りました。その内容は，その人々の豊 かな人生経験 とと

もに，福音 の教 えるところにす っか り融和 してお り，教会 の教義 に

感化 された ものであ りま した。それは素晴 らしい会合で した。間 も

な く証詞 を述べ る時が きま した。話を される一人一人 が次 々に終わ

りまで耐え忍ぶ ことがで きるよ う祈 りま した。．レッスンの討論 によ

って福音 に対す る彼女た ちの深い理解 をま．のあた りにみて，私 は人

生の最後 にあた って，ほ とんどの人々がなぜ終 わ りまで耐 えられ る

よ うに祈 らなければな らないのだろ うか と考 えさせ られま した二 そ

して こう思 ったのです。彼 女たちは，確 かにす でに自らを証詞 して

い るのだ と。

か し間もな く，彼女 たちの幾人か．と個人的 にお話 しして私はし

彼女 たちが とがめを受けなけれ ばな らない人た ちであ ること

に気付いたのです。 といいますのは，彼女た ちは，年令や生活の状

態のために福音の律法に従 うことがで きないと．いうことを弁解 しが

ちであ ったか らです。

私が彼女 たち とお話 しした内容 のい くつか は次のよ うな ことで し

た。

人 の姉妹は このよ うに言 いました。 「扶助協会 と同様 に， こ

の家 で聖餐 会を して お りますが，私は聖餐会には全然行 った

ことがあ りません。 なに しろ年 をとりす ぎて いますか ら」 と。私 は

「あなたは聖 餐に与 りたいとはお思い になりませんか」 とたずねま
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した。 「いいえ，．私 の年 にな ってそんな こと老 えませ ん」 と， その

姉 妹は無雑作 に答 えました。

も齢 籍 凝識 す１私鰭 ㍊ 牢雰鵠 ；
す。私 はお金 を使 う人が一人 もいな くて 自分一人 だけで使 うのです

か ら。家族 は私の お金が必要 ではあ りませ ん し，私 はもうお金のか

か るような ことを他の人々に してあげる ことには 興 味 が あり．ませ

ん。什分の一だ って払 いません。主 は こんな年 の私 にそれ を望んで

お られ るなんて思えませんか ら」と。

湘灘 蹴 緊屋蒙欝 搬鰺二詮雛 離
は違 いますか らね， もうやめう といわれた って 一…。私 はお茶を飲

むのをやめ られませんね」 と言 いま した。

たある姉妹 は， ドアのむ こうに くつ音が した時 「私の娘でなま

け りゃいいんだが。娘 は訪問 しなければいろいろ言 われ るも

んだか ら，それが こわ くって来 たんですよ。娘は私 に愛なんか全然

持 ち合わせていませ んよ。私 だ って彼女に愛なんかあ り ま せ ん し

ね」 と言 いま した。 さ らに次 のような ことを言 った人 もお ります。

「私 は毎月だんだん衰弱 して行 くようで，苦 しみなが ら生．きていま

す。私 は長老 たちにいや しの儀式を して もらいま したが， もうそん

な こと決 して信 じません」 と。

餐会 に出席 し，聖餐 に与 ること，聖約を新 らたにす ること，聖

什分 の一 を払 うこと，知恵の言葉を守 ること，家庭 を愛する

こと，神権 を行使す る こと一 これ ら福音のすべての基本的な律 法

一 は
，正 当化 しよ うという感情か らこれ らの姉妹たちによ って放

棄 されて しまったのです。 けれ ども彼女た ちは，熱心に終 わ りまで

耐 え忍ぶ ごとがで きるよ うにと祈 ってい るのです。

＿ の よ うな姉妹た ちや その環境に対 して私たちは深 く同情 し，
一

その行 ないにつ いて も理解すべ きではあ りますが，私 たちは

断固 とした心 で，彼女 たちが神 の律法 を守 っていない ことに気づ か

なければな りませ ん。．私 は次 のように問わざ るを得ません。 「神 は

誠命 を守 るに関 して隠居 の年 を定め られたで しょうか」

が無 関心 をつの らせ るの は， このよ うな年代だけ とは限 りま人

せ ん。若 い年代 にあって も，誠命 を破 り，正義を守 る勇気を

もたず，大切だ とわか りなが らも律法 に不従順であ り，教会の教え

に不忠実な のを正当化 しよ うとして いる人 々がおります。社会の圧

力や流行 の誘惑， 自分 を高あたいと思 いなが らも人 を導 く光 を もと

うとせずに他の人 と同 じでいたいと願 うこと。逆境，満た されない

期待，失望， これ らすべては時に人 に重 くおおいかぶ さり，弱 さに

とどま らせて，悪魔が入 りこもうとす る ドアを開 けて いるのです。’

々私 たちは感情 の面 で教 会の教 えに反す る態度 をとることが時

あ ります。 「正 しくない ことはわか って いる。 しか しそれ を

や ろうとは思わない。一度や二度はたい した ことはないん だ」 と。

しか しなが ら一度や二度が間 もな くしば しばやる ことにな り，遂 に

はそのよ うな態度が習慣 にまでな って しま うのです。 また， ひとつ

の点 を弱 めると他の ひとつ も容易に弱 くなる ものなのです。．私 は う

かがいたいと思 います。

「聖餐 会に定期的 に出席 しな い人々に とって，安息 日を聖 日と し

て保 つ ことが容易 ｝と考え られるで しよ うか」。

＿ の ように，誤 ちは私た ちの生 活にそ っと忍 び込 みます。終 わ
一 りまで耐 え忍ぶ人 々に約束 された祝福 は危 険に陥

って ．い ま

す 。では，私 たちはどのように して真す ぐな狭い道 か ら私 たちを遠 ざ
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けて落 し穴へ導 くものを避．けることがで きるで しょうか。 また私 た

ちは終 わ りまで耐 え忍ぶ力 をどのよ うにして得る ことができるで し

よ うか。

ず，人の能力を伸ば しよい機会を与 える教 会活動 に休 まず に先

参加す ることを提案 したい と思います。

私 は，誠命 を守 ることによ って約束 された祝福 を心 に とめて聖典

の研究 をす ることをおすすめ したい と思います。知恵 の言葉 に忠実

な人 々に対す る主 の約束が，教義 と聖 約の８９章 に述べ られて あ りま

す が， これ以上 に望ま しい ものが他 にあるで しょうか。

「およそこれ らの言葉を憶えて守 り且つ行 い， この誠命 に従 って

歩むすべての聖徒 らは，そのへそに健康 を受けその骨に 髄 を 受 け

ん。 また知恵 と知識の大いな る宝ま ことに秘 れたる宝を見 出さん。

而 して走れ ども疲れず，歩け ども気を失 うことなか らん。主 なるわ

れ彼 らに一つの約束を与 う。すなわち， さつ りくの天使 はイス ラエ

ルの小児た ちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して屠 る ことなかるべ し。」

（教ｉ義 と聖約 ８９：１８～２１）

マラキ書 に見 られ る什分の一を支払 う人 々につ いての約束 を考 え

て くだ さい。

わた しの宮に食物のあ るよ うに什分 の一全部 をわた しの倉 に携え

て きな さい。 これを もってわた しを試 みわ た しが天 の窓 を開 いてあ

ふ る．る恵みを，あなたがたに注 ぐか否 かを見 なさいと万軍の主は言

われ る。 （マ ラキ書 １０：３）

個人的な体験を通 じて確信 する ことの必要 な人 々は， アルマの こ

とば を心に とめて下 さい。

「しか し，あなたたちが もし目をさま してふ るい立 ち， その能力

をつ くして少 しな りとも信 じなが ら私 の言葉 を実際 にため してみ る

な らば，た とえ信 じよ うとする望 みを起すだ けで もよい。 しか し，

私の言葉の一部分で も受け入 れるほどの 信 仰 が で きるようにな る

まで， この望みを育 ててゆけ 。」 （アルマ書 ３２：２７）．

は霊的な強 靱 さは聖餐 を受 ける ことによって， しか もそれ に私

価 値をみ とめて与る ことによ ってもた らされ ることを知 って

いた だきた いと思います。主 が要求 されている会 合一聖餐会一 に出

席す るとき， これを覚えて くだ さい。私 たちの心 を生活の逆境 にと

どめるよ りも祝福 にむけ るほ うが， よい ことではないで しょうか。

主 が知恵を もって否定の答を くだ さってお られたかも知れ ない祈 り

を思 い起 して下 さい。

人的事情のために神 の誠命 に不従順で あることを正 当化す る個

よ うな ことはやめま しょう。

また強 さは実践 によ って増 し，主 は断食 と祈 りによって熱心 に助

けを求 める人 々を助 けられ るとい うことを忘 れないよ うに しま しょ

う。

人生 の苦難や困苦 にめ げず，信仰を もって耐え忍 ぶとき，成功が

あ り障害 に うちかつ ことがで き，天父の律 法に信頼 し従順 である こ

とができるのです。

書 はヤコブの息子 ヨセ ブの感銘深い例 を示 してお ります。 ヨ聖

セブは父が老年 にな ってか ら生まれた子供 であ りま した。彼

は兄弟たちのいつ わ りにあってつい にエジプ トのポテパ ルの屋敷 に

住 みま した。父 の命令 をうけて兄弟が憎 しみに燃 えて彼 を追放 しよ

うと決めた恐 ろ しい敵で あることを気づかずに， 兄弟の寛容 さ と愛

を もって彼 らの ところへ行 く少年の ことを思い起 して下 さい。

聖書評釈 は， 次のように述べてお ります。
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なる羨望 または父 の愛の不公平な ことが，血 迷 った憎 しみの単

纐 にまで彼 らを轍 した と考え る。と１ま祠 能 である． 。

セ ブに対 する彼 らの憎悪 は， ヨセブの行ないや人格 の優 れている こ

とが彼 らの目には非難 としか うつ らなか った結果 としての嫌悪 か ら

生 み出 されたもので ある。

ジプ ト王家の偶像崇拝主義者 の中にあ って， この少年 は奇妙
工

な周囲の状況 と争わなければな りませんで した。父 ヤコブか

ら離 れた とはいえ， ヨセブは天父 と離れてはお りませんで した。彼

は神 に忠実 であ り熱心 に仕え， その戒めを守 りま した。 そ してその

ことは時々彼 にこの世の利益を もた らしたのです。 しか しなが らそ

れは彼 に極度 の苦痛 入獄 さえもた らしま した。

（創世記 ４１：１４）

か し主は彼の信仰の故 に生涯 を通 して ヨセ ７を祝福 し彼 を通し

して その父の家 をも祝福な さいま した。ポテパ ルの妻 が男性

に対す る最 も不名誉な ことを強いた ときに，彼女へ の ヨセ ブのいさ

めのことばにはその道 を妨げ るすべての悪 に対する彼 の態度が は っ

き り．と現わ れて おります。 「どうしてわた しは この大きな悪 をお こ

なって，神 に罪 を犯す ことがで きま しょう」 （創世記 ３９：９）

セ ブはエ ジプ トのつかさに昇進 して８０才 まで生 き，主の戒め
ヨ を守

る入々に彼 の信仰 の証詞 を示 しつづ け，主の確 かな約束

を説 きつづ けたのであ ります。彼 の全生涯 は良識 と正義 の行為 に支

え られた正 しいはた らきを示 してお ります。

約聖書の中で，私 たちはパ ウロにつ いて学 びます。最初は ク新

リス チャンの迫害者 であ り，後 にキ リス トの献身的 な従者 と

な り，教師 として，宣 教師 として，使徒 として働 らきま したが，晩

年 にあた り自信を持 って次のよ うに述べ てお ります。

「わた しは戦いを りっぱに戦 いぬ き走 る琴 き行程 を走 りつ くし，

信仰 を守 りとお した。 今や義 の冠がわた しを待 って いるばか りであ

る。かの 日には，公平 な審判者 である主が， それ を授けて下 さるで

あろう。わた しばか りではな く，主 の出現 を心か ら待 ち望 んで いた

．すべての人 にも授 けて下 さるであろ う」（テモテ後書 ４ ：７～８）

ルモ ン経は，終 わ りまで耐 えて信仰 を守 り抜 いた人 につ いて
モ 多 くの優れた例を示 し

てお ります。 リーハイ， ヤ コブ， モル

モ ン， イノス， アビナダ イやその他 の人々の忠実 さ故 に レーマ ン人

のために主が彼 らと契約 をな さったのを見 ることができます。 ア ビ

ナダイにつ いて述べま しょう。 アビナダ．イは，ニー フアイ人 の予言

者 で，罪悪 のためにノア王の民の邪悪 さを叱責 しよ うと主 がニー フ

ァイ ・リーハイの地 に起 こした人で した。彼はあま りに も激 しく叱

責 したために牢獄 に入 れられ， よこしまな祭司たちは彼 を殺す よ う

に主 張 しま した。

こで祭司 らが立 ってア ビナダイを捕 えようとしたが， アビナそ

ダ イは祭司 らを防いで言 った。 「私 にさわ るな。 もし私 に手

をかけ るな らば神が必 ずあなた らを うち破 りたも うであ ろう。私は

主が私をつかわ して伝 えさせ よ うと思 いた もうた使命をまだ果 して

いない。またあなた らが私 に説 明をせ よと言 った こともまだ説明 し

ていない。それで神 は私 が今亡 びるのを許 したまわないのであ る。」

（モー サヤ書 １３：２～ ３）

＿ の聖句は，聖な る力によ って守 られているアビナダイを殺す
一

ことがで きなか った ことを物語 っています。 アビナダイは，

謙遜に，次のよ うな ことばで主 の御業へ の完全 な信頼 をあらわ した

のであ ります。

「しか し私は 自分 の使命 を果 そ う。 それか ら私が救われ るな らば

自分の行 末については何の心 がか りもないのである。」

（モーサ ヤ書 １３：９）

殉教 もいとわない忠実 さをもって終わ りまで耐え忍ぶ者が確か に

救 われる とい う約束 はアビナダイの祝福で ありま した。

この ことばはまた，大 きな，試練や困難 に直面 した ときに耐 え忍

ぶ力を もち続ける人 々の例 をあ らわ して います。私た ちは男性 と同

様 に女性 にも このよ うな優れ た模範 を思い浮べ ることがで きます。

それはあ るいは素朴で飾 らない心を もつ女性 や傑 出した才能 をもっ

て働いている女性 であ りま した。

つ もこのような忠実な人々の魂を模 範 として心に とめて生活

い しま し
ょう。 それは過去の想像の産 物ではあ りませ ん。 それ

は実に生 きてい る人間の世の出来事 であ り， その世 は私た ちの世 と

同 じであ りま した。忠実 さを保持 する人 々の間にいるよ う努め ま し

ょう。誘 惑に抗 する ことは実 に困難 であ り，困難 に打 ち勝 ち信仰 を

強 くす ることは容易な ことではあ りません。 ζの頽廃的 な世の中 に

あ って肉体を楽 しませ悪に落込む ことは容 易であ ります。 間違 いを

正 当化す る人間の弱 さを避けて， しか もそれを持続 する ことは容易

で はあ りません。 しか しこれは，終わ りまで耐え忍ぶ者 に主 が与 え

られ る約束の祝福を 自分のよろ こび とするために どうしても しな く

て はな らない ことであ ります。そ して私 たちにはそれが出来 るので

す。

れはなん と素晴 らしい ことで しょうか。 もし私たちそれぞれそ

がパ ウロの人生 の終 わ りに述べた よ うに言 うことがで きた と

した ら， この世 はなん と良 いものであ りま しょう。すなわち，．「私

は走 るべ．き行程 を走 りつ くし信仰 を守 りとおした」 と。

このよ うな終 わ りに向か って私た ちが熱心に働 くことがで きます

よ うに私 は心か らお祈 り申 し上 げます。

ウ

も
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日 曜 学 校
雛

噂

Ｄ

正 に研究に

ｏ

要

よ り て ……

ク リス Ｄ．パ ウ ロ ス

〆

～

権 多

名 な英 国の心理学者が，文明社 会において多 くの人 々は，生有

きている限 り，何 かを学 び続 けるものだと述べ たことがあ り

ます。 これはおおむね正 しい ことのよ うに思 われます。 しか し私 た

ちのほとんどは，宗教 を含む どんな分野において も系統だ った研究

を行 お うとしない ことは明 らかであ ります。人 が勉強 しは じめたと

い うような ことを聞 くと私た ちは勇気を得ます。 フエニ ックス市 に

住むある主 婦は，子供 たちみんなをきちん と養育 し終 わる と，教職

免許を とるために， また大学に戻 りま した。 カ リフ ォルニア高校 の

女生徒 は， すでにＡ とＢをも っているのに， オールＡをとるため に

非常 な勉強 を しま した。 オ レゴ ン州 のあるセー ルスマンは，職業上

の地位 を向上 させ るために大学 に籍 を置 きま した。 カ リ：ｚオルニア

に住 む父親 は，福音 を学 ぶためにセ ミナ リー の教室で 自分の娘の後

に坐 って勉強 し始 めま した。 ユタのあ る鉄工員 は， 「私 は ４５歳 だ

が， 日頃得 たいと思 って いた学位 を得 るため にまだ まだ 勉 強 で き

る。 どの くらい長 くかか るかわか らないが，学位を受けたい。 だか

ら今年 の秋 には入学す るつ もりです」 と言 っています。 これ らの人

々は， それぞれの理 由で，勉強 しよ うと決心 しま した。彼 らが得 る

成果 は，学習 のや り方が効果的であるかど うかにかか って います。

学習 とは何か ？

学習 は他の活動 とどのよ うにちが うので しょう。辞書で は次のよ ‘

うに定義 しています。
．Ｌ

２．

３．

４．

５．

学

知識を獲得す るために精神 を用 いる行為

厳密な探求

厳密な思考

知 識へ の意欲

自らの努力で知識 を獲得す ること。

習 と他 の活動 （例えば，読書） との ちがいは，それにかたむ

ける努力の程度 にあ るよ うに私は思います。 ジ ョンＡ ・ウイ

ッツオーは，他の分野 と同様，宗教において も続 けて勉 強する厳 し

い努力 が必要 なことについて述べています。宗 教的真理 を理解 する

ために，勉強 は必要であ る。 イエス ・キ リス トの福音 は，すべ て他

の知識 を包含す る。福音は人間 と宇宙 との関係 を説 明する哲学 であ

る。 それは もっとも深い学問 と， も っともきび しい調査を必要 とす

る。科学 におけ ると同様宗 教において も１ ひ とつ の主題が研究 され

れば され るほど，われわれのそれに対 する知識 は完全 にな る。注意

深 い研究を通 して主題に精通す ることが出来 なければ，特 に精神面

においてはなはだよ くない結果 が生 じる。科学 の究極 をきわめよう

と何年間 も研究に従事 しなが ら， 系統立 てて宗教 を考 えるため にわ

ずか数週間 しか費や さない人 は， この両分野 が同様 の深 さを持 って

い ることに無知 なのであ る。宗教．を理解す る為 には注意深 く学ばな

くてはな らない。

信仰を もたない口やかま しい人 たちは， このよ うな系統的研究

を したが らないが，問題 は次のよ うなと ころにある。

「真理に達す る過程においてはすべて旅行者 は自分 自身の足で歩

かなければな らない。真理 の研究 はそれ故 にすべての人に要求 され

てい る。」

上 ウ ィッツオー長老の ことばを要約すれば，以

１． 学習 はたゆまぬ努力 と熱心な研究を含む。

２． 研究す るため には，常にあ る程度 自分が主人でなければな ら

ない。 とい うことです。

なぜ学習す るのか ？

勉強 した いと望む理由はさまざまです。 当然 「学ぶために学ぶ」

とい う考 えもあ ります し，経済的保証を増すため とか，永遠 の生命

を得 たいとか， よい先生 になりた いとかいろいろあ ります。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは，学問の重 要性 を強調 する二つ の啓示

を受 けて います。

そは，必ず しもすべての人信仰な きが故 に，汝 ら努 めて求め，

互 いに知恵 ある言葉 を教 うべ し。然 り，汝 ら最 も善き書 よ り知恵

ある言葉 を探 し求めよ。正に研究 と信 仰 とによ りて学 問を求むべ

し。 （教義 と聖約 ８８：１１８）

而 して支部教会 を整 頓 し， 学修研究 してあ らゆる 善 き 書 に通

じ， また諸 々の国語 と諸 々の言葉 と国民 とに通ぜ よ。

（教義 と聖約 ９０：１５）
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どのように学ぶか ？

際，「どのよ うに学ぶか」 とい うのは，「どのよ うに善 いか」実

とい うことと同 じ く，漠然 として複雑 です。簡単 に，一 口で

教 え られ るもので はあ りません。 学習 とは， ひとつ の態度で あり，

単 に規則 を定め ることではないのです。読 み書 きを習 って いるすべ

ての人 々は， どの ように学ぶか とい うことにつ いて何か を学 んでい

るとも言え ます。そ して読み書 きは学 問に直接必要 な伝達の道具な

のです。 しか しなが ら，学習は，習得 できるひとつ の技 術 で も あ

り， ある方法を使 うことで，かな りの向上 が可能な ことを示すひ じ

ょうにた くさんの研究結果 があ ります。

学璽１駕麟 製 壽灘 諺雛§誉翼魏 縞
題は どのよ うに した ら時間をもっとも有効 に使 えるだ ろうか とい う

ことです。 実際に行 われる学習計画 にはた くさんの アプロー チがあ

りますが，私たちが用いなければな らない一般的な法則はい くつか

あ ります。 オハイオ州立大学 のフラ ンシス ・Ｐ ・ロビン ソ ン 博 士

は，研究結 果 として， 「サーヴェイＱ ３Ｒ法」 と呼ぶあ る方法を考

えてお られます。 これは， 調査 の Ｓｕｒｖｅｙ （サー ヴェィ），質問の

Ｑ，読 むのＲｅａｄ，暗論の Ｒｅｃｉｔｅ，復習の Ｒｅｖｉｅｗ の ３Ｒという意

味です。

ビンソ ン博士 の この方法 は自習学習 に適 してい るで しょう。
口 ま

た， 日曜学校や職業訓練や，小学校，中学校，高等学校 な

どの学校教育 の面 でも役立つで しよ う。大学 において もそ うです。

ロビンソン博士の考 えは，本 の学習 に関す ることですが，手引， ク

ラス， ノー ト，パ ンフ レッ ト，記事な どに適 用 され るで し よう。

（１） 調査

Ａ 長射程調査

１． 著者 が何 を意図 してい るかをは っきりさせ るために，本

の序文や紹介 を読む。読み進みなが ら，著者 が述べ ている

ことが表 わされ， その意図を伝えてい るかど うかを正 しく

判 断する。

２． 目次を読む。 これはその本の路線 図である。 問題 の答 え

は簡単 に最初め章で見い出せ る。それか ら他 の参考個所 に

移 る。

３・ ページ数や絵 プ リン トの寸法，またグ ラフや チ ャー ト

が どれ位入 ってい るかを見 るために本をひ とわた りなが め

る。本は これ ら資料によ って豊かにな っている。 これらを

知れ ば本 に含まれてい る資料 に対 して，学習 時間を配分す

る ことがで き．る。

４． 他 の人 によって研究 され，試 された ことが らに加 えて，

更 に研究を重ねていろいろな考 えを探求す る。研究す るに

あた っては人が一里行 った ら二里行 く精神で学習態度 を発

展 させ る。

Ｂ 短射程謂査

１． 内容の骨組みが どのよ うに発展 しているかを早 く見 るた

め に各章の冒頭部をざ っと読む。

２． 一章 を読む前 に，最後の結論部 の節 を一 わた り読む。 そ

の章 に展開 されてい る思想の全体像 を理解す る助 けとな る

か らであ る。

〈２） 質問

Ａ 各 々の冒頭部を疑問 とつ き合わせる。．

鳥

日曜学校

Ｂ 疑 問の答 えを さが しなが ら読む。読んでい る間に，積極 的

に疑 問も起 らず従 って その答え も出ない場合，おそ らく正 し

く精神集 中がで きないのだろう。

Ｃ 本 の内容が複雑 なときは，本か紙片 にノー トする。 えんぴ

つ を持 って読む。第一回 目の読みで ポイン トがは っきりしな

い ときは後では っきりさせ ること。その場合，他の参考文献

か その分野．の権威者の助 けを借 りること。

Ｄ 面倒が らずに辞書をよ く調べ ること。 百科辞典，標準参考

文献 も参考 にす る。語彙をふや した り，読解 力， ス ペ リ ン

グ，文法の力をつ けた り，その他学習 のための基本教具 は，

安 い費用で現在手 に入れ ることがで きる。 これ ら基本 的な こ

とを向上 させ るとき，学習能 力は向上 するのである。

（３） 読み

本 の質問 に対 し自問 自答 している ときは，本 当に読 んで い

るのであ る。サー ヴェイＱ ３Ｒ法の重複 する点 に就 て一言せ

ねばな らな い。われわれの勉強にあてはまる点 も多いがそ う

で ない点 は無視 した。我 々が学習 を特 に効果 的に行 う為 に分

類 し，．．必要な ことが らを強調 しているのである。 この方式か

ら言 えば，読書の鍵は生 々とした読 みである。読み は紙上 に

しる しをつ けるだけで生 きて くるのだが， そのため には努力

を集中す る必要があ る。 しか し，新 しい知識 が， 自分 の知識

袋 に貯え られてい る他の経験 と関連づ け られる時 にそれが生

か されて くることを覚 えなさい。新 しい情報 を，知 ってい る

考え に関連づ け るこの過程 が，暗諦学習 を発展的な もの とす

るのであ る。

（４） 暗調

心に とめ るべ き ことが二つ ある。

Ａ くり返 しは記憶 を高めるもので ある。教材が くり返 されれ

ば され るほ ど，よ く覚 える ことがで きる。あ る人の名前を何

度 も くり返 すだけで， その名 をす っか り覚え こんで しまうの

がその例である。

Ｂ 学ぶ時に一つ以上 の感覚 を使 うと， よ く覚え られ るもので

ある。例 えば，単語 を勉強 して いるとき，本を ちらっと見て

（視覚 ），黒板 にその言葉 を書 いて （触覚），声に出 して くり返

す （聴 覚），もし教材 がいろいろな感覚 を十分に用いて くり返

されるな ら，質的 にも量的 にも，理解力は増す。 これは小 き

な グループでの学習 に効果的であ る。

（５） 復習

「復習」 は， も う一度見直す ことであ る。我 々は同時にた

くさんの ことを理解 し，覚 えよ うとし過 ぎる。 いたず らに長

い学習時 間よ り復習 の有益 なことを研究が示 し て い る。 零

た， え られた主題 のために ８時間あ った とす ると，い ちどに

８時間を行 うよ りも４回に分 けて ２時間ずつに区切 った方 が

良いのである。 日曜学校 においてで も最上の効果をあげる為

には 「詰 め込 み」 にすべ きではない ことがわか る。

さて 「どのよ うに学習す るか」 とい う主題 について書 いて

来 ま した。 いろいろな記事やパ ンフ レッ トや教科書 が利用 で

きます。 また大学や公立学校の成人教育 プ ログラムで正式 な

学習課程 を学ぶ こともで きます。

これ らの助 けを用 いれば用い るほ ど，私たちは学習技術 の

向上 に役立つ知識 を得 るのです。「正に研究 によ りて・… ・・」
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子 供 日 曜 学 校 の た め に

子供 日曜学校 の新 しい歌です。母 の日は５月ですが，子供 たちが上手に歌 えるたあには

長い期間が必要 ですｒ，練 習 して下 さい。
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せ い と み ち

診 。 聖 徒 の 道
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こ ど もの た め

こ う し じ ま の し ま うま
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か い おや ま に， とて もか わ い そ

た う
な ， ち い さ な しま う まが す ん

で い ま した。 ど う して か わ い そ う で す

って ？

そ れ は ね ， ふ つ う の しま うま とは ち
｛

が って いた か らです 。 ま い あ さそ の こ

は ， ち い さ な お や ま の み ず う み へ ゆ

く， ま が り くね っ た み ち を ， あ る い て

い って ， みず に じぶ ん の す が た を うつ

して み よ うと， お お き な い ば らの きの

そ ば に た つ の で した 。 そ して そ の こは

い つ もか な しそ う にあ た ま をふ るの で

した。 か わ い そ う に， き れ い に す ん だ

み ず うみ に うつ る じぶ ん の す が た は，

ま え の ひ にみ た とお な じお か しなす が

た で した。

そ の こ は， こみ ち を か け お りて， む

れ に は い っ た とき， そ の こを み た ほ か

の しま うまが ， み ん な お お わ らい す る

の で す 。 そ の この お と う さ ん と お か あ

さん は， じぶ ん た ち もは ず か し くて ，

そ の こを ひ とめ に つ か な い よ うに しま

した。 ほ か の ど うぶ つ か らす っ か りそ

の こを か く して しま う か と さえ か ん が

え ま した 。

で は い っ た い こ の この ど こが い け な

か っ たの で し ょ う。 じつ は しま が こ う

しの よ う につ い て い た の で す 。

み ん な しっ て い るで し ょう。 しま う

ま って よ こ に しま もよ うが つ い て い な

い で し ょ う。 と ころ が そ の こ に は そ れ

（．２ ）

が っ い て い る の で す。 そ の こは ほ ん と

う に こ う し じま もよ うだ っ た の で す。

どん な にそ の こ は お そ れ た こ と で ょ

う。 こ ん な ご を み て お と う さん とお か

あ さん は， ど ん な に か な しん だ こ とで

し ょう。 あ る ひ， この ち い さな ごが む

れ の な か に は い って ， み ん な と い っ し

ょに は し って い た と き， 「ラ イ オ ン が

お っ て く るぞ」 と い うす る ど い こえ が

しま した。

とつ ぜ ん ， ライ オ ンは そ の こを み て

た ち どま りま した。 ライ オ ンは す わ り

こみ ， め を ぱ ち ぱ ち して， め を こす り

ま した。

「しま うま は ど ち らに に げ た ん だ
」

ライ オ ン は うな り こえ を あ げ ま した 。

ライ オ ンは た て よ こに は しって い る し

ま もよ うの そ の こを み て ， す っか りこ

ん らん して しま っ たの で す 。 そ の う ち

に， む れ の す べ て の しま うま は， ライ

オ ンか ら にげ て しま っ た の で， ライ オ

ンは キ ョ トン と して しま い ま した。

「ぼ くが や っ た こ と
， じぶ ん で よ く

わ か る よ。 い まか ら ラ・イオ ンが ぼ くた

ちを ， お いか け た ら， ぼ くが ラ イオ ン

を こん らん させ るか ら， き っ とお ど ろ

い ち ゃ う よ。 そ して ラ・イオ ンが ぼ くが

ど こ に ゆ くか と， か ん が え て い るま に

みん な に げ られ るん だ よ。」こ う し じま

の しま うま は， ほ か の み ん な に い い ま

した。



わ か ります か 。 その こは とて もよ い

こ と を したん で す よ。

そ の ひ か ら， そ の こは とて も， とて

もよ い た いせ つ な しま うま と して， し

られ る よ う にな りま した。 なぜ って ，・

あ のお そ ろ しい ライ オ ンか ら， む れ の

み ん なを す くった の で す か らね 。
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、．凶齢序

（ク．レ ー ジ ィ サ ー ス デ ー と は

ゆ ドイ ツの祭 日で 日本 の節 分 に似 てい る）

ルルはフ ライ ター グ音楽学校 の階 段を 見た のはきの うの ことだ ったんだぜ」

カ い
っぺ んに二段かけ降 りた。 と，少年 は言 い張 つた。

「ブ リッツ／」 「まちがいだよ」

と彼 は親友の名前 を呼ん だ。 家の方に くる りと向 きなが らカルルは言 っ

しか し灰色 の上着 を着 たその少年は， ブ ラ た。

ウン通 りをとぶ よ うに急いで行 った。彼 はぽ で も，彼が通 りを走 っている とき，ぼ くが今

くが呼 ぶのを聞かなか ったんだ な， とカルル 晩借 りるはず にな ってい る面をブ リッツが先

は思 った。 で も木曜 日の祝祭 日に は 会 え る 取 りして しま ったので，ぼ くを避けてい るの

さ， と彼 はつぶやいた。彼 とブ リッツは，冬 ． かな と思 わないではい られな くな っ．て来た。

を追 い出 して しま う年一 回のお祭 りに， おめ 「まだす っか り食べ終わ って ませ んよ， な

んをかぶ った村入た ち と参 加す ることにな っ んですか カルル」

ていた。みんな は，厳 しい冬を追い払い，春 とおかあ さんが食事 中にた しなめたｄ

が 来 るのを待 ちの ぞんで，押 し合い ひ しめき ｒぼ くおなか そんなにすいてな い ん だ も

合 って通 りとい う通 りを走 りまわ る の だ っ の。 それ にお面 を借 りに衣 裳店に急 いで行 か

た。 な くっちゃな らないの， す ぐ閉ま っちゃうん

ぼ くは， ここ数 日とい うものブ リッツが どこ ． だ」彼 は とう弁解 した。．

で ど うして い るのかわか らない， ぼ くに全然 「そ りゃ一年 に一度 の ク．レー ジィサー スデ

姿を見 せないんだか ら， とカルルはいぶか っ 一 が来 るんですからいいんだけ ど， それ じｂ

た。 あなたは うどんのよ うに細 くな って しま．って

「カルル ・シュナイダー」音楽 学校の生徒 よ」彼 のおかあ さんは こ う言 った。 ジャケ ッ

の一人 が叫んだ。 トを上げなが ら， カルルは外へ走 った。彼 め

「ブ リッツ， ミュー ラーが 曳汝 レー ジィサ こぶ しは興奮 のあま り固 いボールのよ うに レ

ー スデー の祭 り”につけ るベー トー ベ ンのお っカ～りと握 られ てい た。彼 の手をつ つんでい

面を見 たか い」 る厚手の手袋 がなか った ら，づめが肉に さし

その生徒 は言 った。 こんで しまったか も知 れない。 もしブ リッッ

「そんな ことはで きない よ， そのベー トー が ぼ くの親友 であるのを嫌だ と思 っていた ら

ベ ンのお面 はぼ くが借 りる ことにな ってい る ど うしょ．う／ カルルが衣裳店 に近づ いた と

ことも，な くが今夜 まで その金がない こ とも き，深 い吐息を もら した。店 はまだや って．い

’ ブ リッツは知 って いるはず だよ。 た。店内で，彼の視線は面 の列か ら列へ とめ

「で もさ，ば くブ リッツが君 の借 りよ うと ま ぐるし く動 いた。 だがカルルは自分 がほ．し

す る面 を フライ ター グさんに見せて いたのを で が って いた面 を見つ ける ことがで き な か っ

（ ６ ）

Ｌ



た 。

「ち ょ う ど こ この ．と ころ に 先週 は ベ ー トウ

ベ ンの面 が ち ゃん とあ った ん だ が な あ 」 カ ル

ル はぽ か っ と空 い た と ころ を 指 さ しな が ら言

った 。

「あ の うベー トー ベ ンの 面 まだ あ る で し ょ

うか 」店 員 は借 出簿 の名 前 の 欄 に指 を 走 らせ

た 。

そ して こ う言 った の だ。

「え え と， … … ここ に べ一 トー ベ ンの 面 は

… … ブ リッ ツ ・ ミュー ラー が借 りて ます よ」

と。

「そ ん な こ とが ／」 と カノレル は叫 ん だ 。 し

か し 自分 の 方 を に らみ つ け て い る よ うな ブ リ

ッ ツの 名 前 が あ った。 で もほ ん と うだ った ．／

自分 の 親 友 が ア イデ ア を と って しま うな ん

て 。 わ き 目 もふ らず に カル ル は 店 か ら走 り出

た 。 傷 つ け られ た 気持 と怒 りで い っぱ い だ っ

た 。 だ か ら彼 と衝 突 が 起 こ った の も不 思 議 で

は な い、

「ブ リ ッツ ．／」 と カル ル は 叫 ん だ。

「君 ， い った い こ こで 何 を して る ん だ い 」

「ク レー ジ ィサ ー スデ ー に つ ける モ ー ツ ア

ル トの面 を借 り に行 くと ころ さ。 ぼ くが 計 画

した こ と覚 えて る だ ろ う」

「ブ リ ッツ， ど う して 君 嘘 を つ くの 」 と カ

ル ル は道 を さえ ぎ り言 った 、，

「ぼ く， あの 衣 裳 店 か ら出 て 来 た ば か りな

ん だ よ。 そ し．た らさ， 君 の名 前 がベ ー トウベ

ンを借 りた つて 出 てた ん だ。 あれ は ぼ くが つ

け た い面 だ って こと君 知 って いた ん だ ろ う．１

ブ リッ ツの頬 は真 赤 に な った 。

「説 明す る よ． ち ょっ と， で もま ず 道 を 開

け て くれ よ。 衣 裳 店 が 閉 ま っち ゃ うか ら」

「じ ゃ行 け よ 」 とカ ル ル は叫 んだ
。

「で もぼ く二 度 と君 を見 た くない か らね 」

カ ル ル は こ う言 つた。

ブ リッ ツが話 す 前 に， カ ル ル の足 は家 へ す

ば や く向 か っ て い た。 彼 の心 は ぐら ぐら して

い た。 も う彼 らの 友 情 は 終 った ／ 彼 は フ ＩＪ

ッ ツの こ と を忘 れて しま うだ ろ う。 彼 が友 だ

ち を 作 れ る教 室 に は これ み よ が しに他 の生 徒

が わ ん さ と いた 。 カル ルが 帰 宅 し て 間 も な

く， 激 し く ドア を叩 く音 炉 した。

「カ ル ル， ブ リッツが 会 い に 来 ま した よ 」

台 所 か ら彼 の お母 さん が 呼 ん だ。

「会 い た くな い よ 」

カル ル は， は き捨 て る よ うに 言 つた。

少 した つ と ブ リッ ツの声 が カル ル の 寝室 に

まで 聞 こえ て来 た。

「カル ル，何 が お こ った かぼ くに 説 明 させ

て よ，，ね え お ね が い だ 」

カル ル は ど う しよ うか思 い迷 った 。 彼 は 説

明 させ た 方 が よ い な と思 った ので ， 不 承 不 精

に，

「い い よ 」

と言 って 台 所 の 方 へ の っ しの っ しと歩 い て

行 った 。

「ぼ く昨 日モ ー ツ ア ノレトの 面 を借 りに衣 裳

店 に行 った ん だ ，，そ う した ら音 楽 学 校 の生 徒

が ベー トー ベ ンに興 味 あ りげ に 君 が借 りよ う

と して い る面 を借 りよ う と して いた ん だ １

「で も結 局 それ を 借 りた の は 君 じゃ な い

か 一」

カル ル は責 め た 。

「そ うだ と も カ ル ル， 君 の た め に な ん だ。

ぼ くひ とつ しか 借 りられ な か った ん だ よ。 お

金 が な くて 。 だ か らあ の 生 徒 が 借 りて しま う

前 に 君 の た め に ベー トウベ ンの を借 りた方 が

い い と思 って さ 」

ブ リッ ツは彼 が しっ か りと持 って い た 茶色

の 紙 袋 に 手 を 入 れた 、、

「店 が しま う前 に急 が な け り ゃな らな か っ

た の は ， これ ， これ な ん だ よ。 ぼ くの 面 を 借

り るた め だ った ん だ。 わ か る ？」

彼 は モ ー ツア ル トの 面 を と り出 し同 時 に ベ

ー トー ベ ンの も出 して カル ル に手 渡 した．、

「ごめ ん ね． ぼ く誤 解 して た ん だ ：，君 の こ

（ ７ ）
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○ ハ ワ イア ン風 ア ンブ ロシア

この美しい果物のデサー トは年中作 られ，どんな食物に

もさわやかな風味をそえます。

・材 料

みかん ２個 （皮をむいて細かく切 る）
バナナ ２本 （皮をむいて細か く切 る）

パイナップル （缶詰） ２～ ３枚 （細かく切る）

粉砂糖 ㌦
ココナッツ ％カツプ

・作 り方

①果物をまぜて粉砂糖をふりかけ，冷たくする。

②ココナッツは盛 りつける直前に入れてさっとまぜる。

③ ５人前にわけて供す。

○ ジ ャ ン ・ハ ー ゲ ル

オ ラ ン ダ人 は特 別 な パ ー ティ に， この か りか り した

バ ター入 りの棒 状 クッ キ ー を よ く作 りま す 。

・材 料 ・

バターまたはマーガリン

砂 糖

卵

ふるいにかけた小麦粉

シナモン

水

細かく刻んだナッツ

・作 り方

１カ ップ

１カ ップ

１個 （卵黄 と卵白をわけておく）

２ カツ プ

小 さ じ％

大 さ じ １

％ カツ プ

① ジ エ リー ロ ール パ ン （１５％ Ｘ１０％ Ｘ １イ ンチ大 の

ケ ｒ キ型 ） に バ タ ーを ぬ る。

② バ ター， 砂 糖 ， 卵 ， 卵 黄 を 一緒 に して ク リー ム状

で， ふ わ ふ わ と した状 態 に な るま で混 ぜ 合 わせ る。

③ ② の 中 に 小麦 粉 とシ ナ モ ンを 入 れ て， さ っ とま ぜ

る。

④ 油 を塗 つ た ケＬ キ型 に クツ キ ー のね り粉 を広 げて

平 らに す る。

⑤ 水 と白 味 を ま ぜ て泡 立 て， は け でね り粉 の上 にぬ

る。

⑥ １８０ＱＣ位 の温 度 で ２０分 ～ ２５分 間， きつ ね色 に な る

ま で焼 く。 天 火 か らと りだ した らす ぐに薄 い棒 状

に切 る。

○ ス ペ イ ン 風 ラ イ ス

この 簡単 な夕 食 は， 二 晩 目 まで は暖 あれ ば最 初 の ま

ま の 風 味 で い た だ く こ とが で き ます 。

・材 料

べ 幽 コ ン ６枚

玉 ね ぎ 翅 カツ プ （み じん切 り）

ピ ー マ ン 翅 カツ プ （細 か く切 る）

御 飯 ・ ３ カツ プ １．・

トマ ト ２ カツ プ （缶 詰 が よ い）

塩 小 １％

胡 椒 ． 少 々

・作 り方

① ベ ー コ ンは小 さ く切 って い た め る。 い た め た なべ

か ら取 り出 して お く。

② な べ に残 った ベ ー コ ンの油 で ， 玉 ね ぎ と ピー マ ン

を い た め る。 （玉 ね ぎが色 づ くま で） 、

③残 りの材 料 を加 えて 約 １５分 間 あつ くな るま で弱 火

で調 理 し， ５人 前 の分 量 とす る。

野

窪

監：

１９
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仰 の父 ア ブ ラハ ムの息 子 で あ るイ サ クの契 約 の 子 ヤ コ ブは， １２人 の息 子 た ち の父 とな信

っ た。 そ の う ちの ヨセ ブは ラケル か ら生 ま れ た。 そ れ で， 彼 の兄 弟 た ち ば こ の寵 愛 を

受 け た子 を憎 んだ 。 （創世 記 ３７：３～４参 照 ）

る と き， ヨ セ フは， 兄 弟 た ち が畑 の中 で東 を 結 わ え て い た と き， ヨセ ブ の束 が 起 きて

あ

立 つ と， 他 の兄 弟 た ち の東 が まわ りに来 て ， ヨ セ フの東 を拝 ん だ夢 を見 た。 こ の夢 を

語 った と き， 前 よ り もい っ そ う憎 ん だ兄 弟 た ちは い った。 「あ な た は ほ ん と うにわ た した ち

の王 にな るの か。 あ な た は実 際 わ た した ちを 治 め るの か 」 （創 世記 ３７：７～８参 照 ）

セ ブに対 す る彼 らの 敵 意 は， ヨ セ ブが 正 し く， 神 と と もに歩 ん で い る た め に， ま す ま

ヨ ・

す 大 きな もの と な っ 牟。 聖 典 は， 「ヨ セ ブが 彼 らに近 づ か な い うち に， 彼 らはは るか

に ヨ セ ブを 見 て， これ を殺 そ うと計 り， 互 に言 っ た。 「ｒあ の 夢見 る者 がや って 来 る。 さ あ彼

を殺 して穴 に投 げ入 れ ， 悪 い獣 が 彼 を 食 った と言 お う。 そ して彼 の夢 が どう な るか 見 よ う』」

と述 べ て い る。 （創 世 記 ３７：１８～ ２０）

年 長 の兄 弟 ル ーベ ン は， 彼 の 生 命 を 助 け るよ うに説 い た。 彼 らは ヨセ ブを 穴 に投 げ入最

れ， ユ ダ のす す めで ， イ シ メル 人 の 商 人 の 隊 商 に奴 隷 と して彼 を売 っ た。 ヨ セ ブは エ

ジプ トへ 連 れ 去 られ た。

セ ブは侍 衛 長 の家 で 仕 え た が， 悪 人 に捕 わ れ て獄 に入 っ た。 神 の 目 に よ し と され た彼
ヨ

は， 牢 獄 か ら出 され ， パ ロに 愛 され， この地 の強 力 な つか さ と な り， パ ロに 次 ぐ者 と

な った。 イ ス ラエル の子 らは， 飢 謹 で 滅 び よ う と して い た とき， エ ジ プ トが 豊 か で あ る こと

を 聞 い た。 ヨセ ブ の賢 明 な監 督 の 下 に， あ らゆ る もの が貯 え られ て い た か らで あ る。 そ れ で

兄 弟 た ち は， ヨセ ブが か つ て 見 た 夢 の よ うに， ヨセ ブ の と ころ に来 て彼 を拝 した。』ヨセ ブの

た め に イ ス ラエル の家 は無 事 救 わ れ た 。

ス ラエル の 家 の 長 子 は， 選 ば れ た最 高 の祝 福 で あ る家 督 権 を 与 え られ た。 この祝 福

イ

は， 長 子 が 忠 実 な 時 に の み 与 え られ た。 ル ー ベ ンは ヤ コ ブの 長 子 で あ った が， 罪 に よ

２０
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って そ れ を失 な い， 家 督 権 は， イ ス ラエ ル の息 子 で あ る ヨ セ

フの子 らに与 え られ た。 なぜ な らヨ セ ブが も っ と も忠 実 だ っ

た か らで あ る。

で あ り祝 福 師 で あ っ た ヤ コ ブ は老 年 に な って子 供 た ち

父
を 祝福 した。 ヨセ ブ と そ の子 孫 に， 彼 は よ り大 きな祝

福 を 与 えて 約 束 した。 彼 が必 らず 繁 栄 し， す べ て の 試練 に耐

えて ， 栄 え， ま た そ の 遺産 は， と こ しえ にそ び え る山 の頂 き

へ 広 が る。

コブは ， ヨセ ブ の息子 ， マ ナ セ とエ フ ライ ム に， あた

ヤ

か も二 人 が 自分 の息 子 で あ るか の よ うに， イ ス ラエル

で の 分 け前 を与 え た。 彼 は ， 父 ヨセ ブに 「彼 らを つ れ て来 な

さい 。私 は彼 らを祝 福 しよ う」 と言 った 。

「す る と
， イ ス ラエ ル は右 の手 を 伸 べ て 弟 エ フ ライ ムの頭

に置 き， 左 の 手 を マ ナ セ の頭 に置 い た。 マ ナ セは 長子 で あ る

が ， こ と さ らそ の よ うに手 を お い た ので あ る」

（創 世 記 ４８：１４）

セ ブ は父 の 考 え て い る こ とが ま ちが って い るの に気 づ

ヨ
い た。 それ で 父 の 手 を変 え よ う と して 言 っ た。 「そ う

で は あ りませ ん。’お と う さま。 これ が長 子 です か ら， 彼 の頭

に右 手 を お．いて くだ さい 」 と。父 ヤ コ ブ は こ とわ って 言 った 。

「わ か
って い る。 子 よ， わ た しには わ か って い る。 彼 もま た

一 つ の民 とな りま た大 い な る者 とな るで あ ろ う。 しか し弟 は

彼 よ り も大 い な る者 と な り， そ の子 孫 は 多 くの 国民 と な る で

あ ろ う」 （創 世 記 ４８：１７～ １９）

れ で彼 は マ ナ セ の前 にエ フ ラ イ ムを お い た。
一 そ

エ フ ライ ム の子 供 た ち は， 父 ヨ セ ブの よ うに と らわ

れ て， 多 くの 国 々 の民 に ま じっ た。 しか し 「長 子 」 と して ，

す な わ らそ の世 を継 ぐ もの と して ， 彼 らは末 日に お い て福 音

の真 理 を 受 け るた め に先 ず 最 初 に集 め られ る。彼 らは， 血 統

の権 利 と信仰 に よ って 神 の権 能 を持 つ 。 彼 らは救 い の教 え を

地 上 の 国 々へ 広 め散 乱 され た イ ス ラ エル を集 合 させ る。 彼 ら

系 図 ．

は，希望ある救いのメッセージとレーマン人に救！・をもたら

すモルモン経を持つ。また主の神殿において，より高い神権

の祝福を授ける鍵を持つ。イスラ手ルの民は，彼 らの先祖が，

祝福を受けるためにヨセブの前に来たように，末日において

エフライムの子孫の手で栄の冠を受けて北の国からシオ ンへ

と集合するだろう。 （教義と聖約 １３３：２２～３０参照）

リガム ・ヤング大管長は，エフライムの子孫が末 日にブ

おいて占める位置を理解 していた。彼は次のように述

べた。 「これが私たちが探 しているイスラエル家の人々であ

る。彼 らが東から来ようと西から来ようと，北か ら南か ら来

ようとかまわない。中国からロシアから英国か ら，カリフオ

ルニアか ら，北及び南アメリカから，或いはその他の地方か

ら来ようと問題ではない。彼 らは父ヤコプがイスラエルの家

・を救 うために手をおいた若者その人である」 と。

（講話集 ２：２６８）

れ らの真理により，私たちは予言者オバデヤが次のよ
こ

うに述べたとき何を言わんとしていたかを 理 解 で き

る。 「しかしシオンの山には，のがれる者がいて，聖なると

ころとなる。またヤコブの家はその領地を獲る。……こうし

て救 うシオンの山に上 ってエサウの山を治める。そして王国

は主のものとなる」 （オバデヤ書 １７，２１）

の福音のもとに集められている私たちイスラエルは，
こ

血統と正しい行いによって約束された神権をもつこと

ができるエフライムの子孫である。私たちはエジプ トに対す

る父ヨセブの如くに，末 日においてイスラエルの救い手とな

るためにすべての国か ら集 っている。私たちはシオン山の救

い手であり，イスラエルが信仰ある者に約束 された栄光を受

けるべ くあがなわれ聖 められ準備されるように先祖のたあ福

音の神聖な救いの儀式を行 うのである。，

これら教義のすべては，主の家と固く結び付 き，また同じ

血統の死者を救 うための働 らきと結び付いている。

噛

辱

１ ． まことに父は異邦人 とイスラエルの家 について多 くの話を し砿 駕 まイスラエルの家 はその槻

１ が折 れて全 地 の上 に散 る一本 の， 「か ん らん」 の木 にた とえ られ る。 それで あ るか ら， 全地 の上 に散 ｌ

ｌ ると言 う主 の諜 がほんとうになるために・私たちは一 しよにな ・て約束 の地一導かれて行 くにちが ｌ

ｉｉ い ない。 そ して イス ラエル の家 は散 ってか らまた集 り合 うで あ ろ う． つ ま り異 邦人 が完 全 な福 音 を受 ｉｉ

ｌ け入 れて か ら 「か ん らん」 の木 の元 の 自然 の枝で あ る イス ラエル の家 の残 る．者 た ちが また親 木 に接 が ｌ
ｌｌ ｉｉ

ｉｉ れ 為で あろ う。 す なわ ちかれ らの瞭 い主 で あ って かれ らの主 で あ るほん と うの メシヤ を認 め るよ うに ｉｉ

ｌｌ な る と言 った。 ニ ーフア イー 書 １０ ：１２－ １４ ｉｌ

Ｌ 亀 ＿ ． 、 ．． ＿ ＿ ＿ ・ ＿ 躍 ＿ ＿＿ ＿ ＿ ．動

２１
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主の御 国 にお け るし もべた ち

使 徒

教 会 の 大 祝 福 師

鍋 ．十二使徒評議員会補助

七十人最高評議員会

管 理 監 督 ．会．

会の大幹部は世界の至 るところで聖徒教

た ちに愛 され尊敬 されています。彼 ら

は現在 この地 におけ る主の御業を指導 し助 け

るよう主 によ って選ばれた人々であ ります。

私た ちは これ ら２３人 の兄弟たちの伝記 を ここ

に掲載で きることを うれ しく思 うもので あ り

ます。

Ｏ教会の大祝福 師

１８３９年 ６月２７日，予言者 ジョセブ ・ス ミ

スはかな り長 い間兄弟 たちと話 し合 った

後 次のよ うにいわれま した。

「エバ ンジェ リス トとは，正に ヨセ ブの

血統 の最年長者 かアブ ラハ ムＱ子孫の最

年長者で あ り，祝福師 （族長）であ る。

キ リス トの教会が この地 に建て られ ると

きはいつで も， ち ょうどヤコブが息子た

ちに祝福師 の祝福 を与 えたよ うに，聖 徒

たちの子孫 の福祉 のため に祝福師が居 る

はず である」

（ＤＨＣ ３巻 ３８１頁）

予言者 の父， ジ ョセブ ・ス ミス （初代）

は１８３３年 １２月１８日に教会 の大祝福師に聖

任 されま．した。祝福師の血統の直系子孫

としてエル ドレッ ド・Ｇ ・ス ミスが現在

その職 に在 ります。

十 二使 徒評議 員会補助

１９４１年 ４月 の一般大会で，ルー ベン ・ク

ラｒ ク （二代 目）副管長 は幹部ゐ名前 を

読 み上 げて支持 を求めた際 に次のよ うに

述べ ま した。

「最近 の教 会の急速な成長，新 しい ワー

ド部， ステーキ蔀 の絶 え間ない増設， ワ

ー ド部 やステー キ部で埋 められた地域の

広が り，神の福音がすべての人々に もた

らされ るための量的質的な伝道活動の活

発化 にともな う印刷物の増加，よ りしっ

か り した活動 におけ る教会の 役 割 の 充

実，管理，指導な どすべては偉大 な しも

べた ちの奉仕によ って築 きあげ られてい

る。大管長会及び十二使徒 は，彼 らの偉

大な責任を十分 に熟知 し，効果的 に主 の

ために働 らくよ う．に， 助けを受 けなけれ

ばな らない と，．感 じている。従 って十二

使徒補 助を任 命する ことが定 め られた。

彼 らは大祭司 として，大管長 会や十二使

徒が行 うよ うな仕事 をするために十二使

徒の指揮 の下 に働 き始 める。 これ ら十二

使 徒補 助の数 に限定 はない。主の御業が

よ り賢 明に行 なわれなけれ ばならな い場

合，時宜 に応 じてふ やされるだ ろ う」

（イ ンプルーヴ メン ト， エラ１９４１年 ５

月号 ２６９頁）

現 在は１２人の補助 がいる。

七十 人最高評議 員会

教義 と聖 約 １０７章 の神権 に関す る偉大

な啓示 として主 は次 のよ うに 述 べ ら れ

た。

「また，福音 を説 き異邦人 と全世界 の人

々に対 する特 別の証人 た らんがため ｒ七

十人』 召 さる。 すなわちか くの如 くこの

者 たちの天職 に就 ける義務 は，教会 に於

ける他 め職員 らの義務 と異 るなり。 また

この 「七十人」 は，今挙 げたる十二人の

特別なる証人， すなわち十二使徒 と等 し

き権能 を有す る定員会 を構成す。

「七 十人』 は十二使徒会す なわ

ち巡回高等評議員会 の指揮 の下 に教会を

設 立 し， またよろず の国民 に於 ける教会

のあ らゆる事務 を整理す るに主の御名 に

よ りて行 い， まず異邦人 より始めて次に

ユダヤ人 に及ぼすべ き者た ちな り。 一

（教義 と聖約 １０７章２５～２６，３４）

七十人最高評議員会

七十人定員会は特 に伝 道活動 の召 しを受 ．

けて，組織 されている。

「また 「七十人」の数の中よ り選 ばれた

る七人の長あ りてかれ らを統轄 すべ き こ

とは， 「七十人 」の神権 を示せ る示現 に

よ る、（教義 と聖約 １０７：９３） のである。

これが七十人最高評議員 会で ある。

管理監督会

「管理監 督会定員 会には管理監督 と二人

の カウンセ ラーがいる。 この三人 は皆監

督であ ると同時に，大祭司で ある。彼 ら

は アロン神 権を管理 し大管長会 の指揮で

教 会の物質 的な ことに関する ことが らを

指導す る。 また什分 の一．会員 の転籍証

明，会計 報告， その他 の報告 を取扱 う。

（ジ ョン ・Ａ ウイッツオ 「教 会のプロ

グラム」１５６頁）

以上，諸評 議員 会の責任 につ いて簡単 に ．

述べて来ま した。 これ らの召 しに支持 さ

れてい る兄弟たちについて読 んでいただ

きたい と思います。

イ
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アル ヴ ィン Ｒ ・ダ イヤ ー

（使 徒 ）

たむ きにおうせいな活動 と主の御心をひ

行 いたいという強 い願望 が，最近 新 ら

しく使徒 とな った彼の人 とな りを特徴づ けて

いる。 アル ヴィン， Ｒ ・ダ イヤーは１９０３年

１月 １日にソル トレー ク市にアル フレッ ド

及びハ リエッ ト・ウォル シュ ・ダ イヤーの

息子 として。高校時代 とその後 数年間彼 は

常勝の野球チームで活躍 し， しば しば出演

を頼 まれて クワル テッ トで歌 った。

ダ イヤー長老は東部の州で伝道 したが，

そこで地域 リーダー とな り１９２３年には第一

回の クモラペー ジェン トで大 きな役 割を果

た した。１９２６年 ６月 にメイ ・エ リザベス ・

ジ ャクソ ンと結婚 し，二人の子供に恵まれ

た。金属工業関係の技術者 として働 らいた

ことは次 の彼 の経歴の成功を準備 した。 建

築資材会社の熱及び エアコンデ ィシ ョン部

を担 当 し４６歳 の時 に会社を設立 した。 事業

経歴 を見 ると，彼は エキ スチェンジクラブ

の会員で あ り， アメ リカ光熱及び換気技 術

協会 の会員で あった。第二次世界大戦 中 ア

メ リカ軍事技術部門 に就 いて文官の技 術顧

問 として働 らいた。 しか し主に対す る奉仕

は常 にダイヤー兄弟 の胸中 によろ こび として

あ った。 ほぼ六年 間彼 はソル トレー ク市のモ

ニュ メン トパ ークワー ドの監督であ った。彼

はそれ以前 にも二つ のワー ドの監督であ り，

二つのステーキ部 の高等評議員だ った。監督

として奉仕 中，彼 はセ ン トラル ステー ツ伝道

部 を管理す る召 しを受 けた。

事業へ の関心 をふ り払 って彼 は伝道活動へ

と参加 し，新 しい興味 をそこに見い出 した。

ミズー リ州 における教会 とその人 々の歴史 に

関 して自身 の心 を満たす ため に，ダ イヤー長

老 は 自ら探求 し膨大 な分量 の著書 を 完 成 し

た。 それは後 にまとまった本 と して出版 され

た。 以来 ダイヤー長老 は福音 の主題 に基づ い

て ７冊 の本 を書 いている。

１９５８年 に， ＹＭＭ ＩＡの管理会長会副会長

に任 命 されその ５ケ月後 に， ダイヤー長老 は

十二使徒補助 に召 され た。後 に ヨー ロ ッパ伝

道部 を管理 するために召 され， そこで二年間

働 らいた。帰 国後， た くさん の責任が与え ら

れたが， そのひとつ は神権 ホー ムティー チン

グプ ログラムで あ り， これを直接的 に援助 し

たのである。

１９６７年 １０月 ５日， ダイヤー長老は使徒 に任

命 され，救 い主 の福音伝道 の証人 と して使徒

評 議員会の会員 と協力 して働 らくことにな っ

た。彼 の強 力な指導性 としかも謙遜 な心 は彼

を主の腕 ともい うべき価値 ある しもべ に して

い るのであ る。

会大祝福師の職は神聖な召 しである。教

それは大管長の霊感によ りそれを受け

るに伯する人に与 え られる世襲 の 召 し で あ

る。

エル ドレッ ドＧ ・ス ミスは この神権時代 の
魅

教会の第七代の祝福師 である。 日頃彼 は聖徒

た ちの霊的要求について思 いをはせ， も し受

け入れ る人が謙遜で価値 があるな ら実 りある

生涯 において達 成できるであろ う道 を示す偉

大な個人的声明であ る祝福師の祝福 を与 えて

いる。

エル ドレッ ドＧ ・ス ミスは，ハイ ラムＧ及

びマーサ ジィ， ス ミスの息子 としてユ タ州 リ

ー ハイで１９０７年 １月 ９日に生まれた、 五歳 の

とき，彼 の父 は教会の管理監督祝福 師に支持

され家族 はソル トレー ク市に移 った。 エ ル ド

レッ ドは公立学校で教育 を受け ＬＤＳ高校 に

通 い， ユ タ大学で は工学 を学んだ。

１９２６年，彼 はスイスー ドイツ伝道部で働 ら

くよ う召 しを受 け１９２９年解任 され ると， ソル

トレー ク市 の リバテイステー キ部の ステーキ

伝道部で働 らいた。

ス ミス長老は，１９３２年 ８月１７日ソル トレー

ク神殿で ジー ン ・ネス と結婚 し，彼 らは二人

の息子 と三人の娘の輌 親 とな った。

どんな責任 で も召 された ときには主 に献身

す る彼 は１９３６年１１月にエ ンカイ ンステー キの

ＹＭＭ ＩＡ会長会の 一一員 とな り， １９３８年 ５月

５日には ソル トレー ク市の第２０ワー ド部監督

会の第二副監督に支持 された。彼 は間もな く

エンサ インス テーキの高等評 議員 として奉仕

した。北２０ワー ド部 が１９４１年に作 られた とき

彼は その監督 とな った。

１９４４年 １月，彼は テネ シー州 のオー ク リッ

ジにおいて原子力機関で働 らく戦 時召集 を受

けた。 そこへ行 く途中彼はケ ンタッキー州 ル

イス ビルの伝道本部 にとどま り，そ こで奉仕

す る ことを申 し出た。オー ク リッジに着いた

とき，原子力計画の秘密事項によ り， ミリタ

リイホールで開かれ る聖徒た ちの集会に出席

する ことを許可 され なか った。それで彼は家

庭 に教 会の会員 を招 いたが，その集会に使 う

テーブルや椅子 の代 りに箱が用い られた。そ

の集 会は３５人 の子供 と６５人 の成人が出席す る

までに大 き くな った。 オー クリッジ支部は こ

のよ うにつ くられ， ス ミス長老 は支部長 とな

った。

第二次世 界大戦後，彼 は ソル トー ク市へ戻

った。 １９４７年 ４月 ６日，一般大会で彼 は教会

大祝福 師に支持 された。

エル ドレッ ド Ｇ ・スミス

（教 会大祝福師）

以来彼 は文字 通 り何千 とい う祝福 を与 えて

来た。彼 はあ らゆる地 か らくる会員 と相談 し

なが ら教会の本部建物 の机 にむ かい毎 日多 く

の時間を費や している。

２３



騨 搾鰍「

ア ル マ ・ソ ン ネ

（十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 ）

４１年 ８月 大 会 の 際 立 った特 徴 は， ル ー１９

ベ ン ク ・ラー ク副 管 長 が述 べ られ た よ

うな 責 任 を 遂 行 す るた め 十 二 使徒 評 議員 会補

助 が 召 され た こ とで あ った。 そ の 中 に ア ル

マ ・ソ ンネが い た。 ソ ンネ 長 老 は， ニ ー ル ・

ク リス チ ャ ン とエ ライ ガ ・ピー ター ソ ン・ソ ン

ネの間 に１８８４年 ３月 ５日ユ タの ローガ ンで

生まれた。ユ９０４年 ローガ ンにあるブ リガム

ヤング大学を卒業後，彼 は ローガ ン第一 ナ

シ ョナル銀行 で働 らいた。 １９１０年 か ら１９１２

年まで彼 は英国で伝道 し， そこで移民の世

話，仕 事，交通，運輸 などを した。英 国か

ら帰 って，彼 は１９１２年 ５月 ジェネバ ・バ レ

ンタイ ンと結婚 し， ４人 の息子 と ／人の娘

に恵まれた。ユ９４１年 に妻 に先立たれ レオ ナ

・バ レンタイ ン ・ウー リイと結婚 した。 ソ

ンネ長老 は，北部 ユタ州の事業及び農業の

発 展に重要 な役割 を果た した。彼は ロー ガ

ンにある。第一 ナシ ョナル銀行の頭取であ

り， ユタ州立大学の信託保管人の一人であ

る。 ソ ンネ長老が１９４６年 にロン ドンの ヨー

ロッパ伝道本部 を管理す るよ う召 された と

き，あ る人が彼 に次の ように尋ねた。

「ど うして行かなければな ら な い の で

す ？ ヨーロ ッパの人 々を救 うことも本 国

で そ うす ることも同 じで はないですか ？」 ソ

ンネ長老 は答 えた。

「それ は信 じることに関係がある と思いま

すね。我 々が何 を信 じてい るか とい うことは

非常 に大切です」 と。その とき，彼 は青年 の

とき父 に尋ねた ことを思い浮べていた。彼 は

こ う聞 いた のだ った。 一どうしてお父 さんは

教会 に入 った のですか一 と。彼 の父は しば ら

くため らい そして言 った。

「それは， モルモ ン経 を読 んだか らだね」

と． これが神の御言葉であ るとい う確信 で，

彼の父はバプ テズマを受けたのだ った。 ソン

ネ長老は，幌馬車 隊の後 をカウ ンシル ・ブ ラ

フスか らユ タのカ ッチ渓谷 へ と荒野 を横切 っ

て歩いた母 の ことを思 い浮 べ て いＰた。 「な

ぜ ？」長老 は尋 ねた。教 会が真実 だとわか っ

ているか らですよ。母 はそ う答 えたの だった 。

同様 の確信 がアルマ ・ソンネの非利 己的な

献身 と奉仕 を特徴づ けて いる。数 々の個人的

な証詞 を述べ るとき彼 は真摯であ るが， この

よ うに述べ る ときは ことさ らであ る。

「人 間よ り重要 な もの はない」 と
。

彼 はステー キ部 ＹＭＭ ＩＡ会長 として奉仕

し， 同 じくステー キ部高等評議員 カッチステ

ーキ部長会 の カウ ンセラー として働 らいた。

彼 は， 十二使徒評議員会補助に召 された とき 一

は， カ ッチステー キ部長であ りカッチ福 祉地

区長で あった。人間 に対す る愛 と福音に対す

る愛 が ソンネ長老 の人生 を形成 してい る。 彼

は言 う。 「’人 と国家の唯一の絶対誤 りない先

導 は， イエス ・キ リス トの福音であ る」 と。

二使徒評議員 会補助 として のエル レイ十

Ｌ ・ク リスチ ャンセ ン長老 の霊的強 さ

と誠実 さは多数の人 々の生活 によい影響 を与

えてい る。 なぜな らば彼 は教 会や，市民社会

や文化 ，教育 方面で活躍 し， 多様 な人生 を生

きて来 ているか らである。

ク リスチ ャンセ ン長老 はパ ー リィク リスチ

ャンセ ンと ドロシア ・Ｃ ・ジェ ・セ ン ・スカ

ウ ・ク リスチ ャンセ ンの聞 に， ユタ州 メイフ

ィール ドで１８９７年 ７月１３日に生 まれた。彼は

ユタ州 立農業大学で農業経営学 を専攻 し，ユ

タ大学及 びブ リガムヤング大学で大学院課程

を続 けた。彼 自身，農業家及び農地所有者 と

して， アメ リカ連邦政府のために，±壌調査

や牧草地踏査 を指揮 したＤ彼の最 も大きな充

実感 は，専門的教育者 として若い人 々を教 え

ることか ら得 られた。彼は学校で，宣教師 た

ちとともに立派 に若者たちを教えたが， スヵ

ウ ト指導者 として も傑出 してお り，教 会の神

殿で奉仕す ることは とりわけ長か った。 １９２２

年 ６月１４日，彼はマ ンタイ神 殿で レウェ ラ，

リー スと結婚 し三人の子供 に恵まれた。１９２４

年 にク リスチ ャン家は，中央州部伝道へ の召

しを受けた。 このよ うに して ク リスチ ャン長

老の長い教会奉仕活動が始 め られた。問 もな

く， イー ス トジ ョーダ ン ・ステーキ部 で， ス

テー キ部 日曜学校監督会で働 らき， また高等

評議員 として，あ るいは， ドラッパ ー ・フ ァ

ー ス トワー ド部の監督 として鋤 らいた。

１９３６年彼は教会学校問題 に関係 しユタ州 ロー

ガンに移 った。

３７年彼 はテキサス ・ルイ ジアナ伝道の

１９ 伝道部長 に召された
。 四年後 ロー ガ ン

に帰 り， カッチステーキ部長 会の第一副 ステ

ーキ部長に支持 された。 １９４３年 から１９５２年 ま

で彼 は ローガ ン神殿 の神殿長で あ り， この四

年 間に，彼 はまた東 カ ッチステー キ部の第一

副 ステーキ部長 として働 らき， その後 ステー

キ部 長にな った。／９５１年１０月 ６日に，彼は十

二使徒評議員 会補助 に召 された。 この職にあ

って彼 は教 会福祉委員会の予算委員会議長 と

して奉仕 し， ８年間にわた って ソル トレー ク

神殿長で あ りロン ドン神 殿建立のたあに召 さ

れて それ を助けた。１９６１年，大管長会の指揮

の下で，すべての神殿の最高責 任 者 と な っ

た。加えて彼は四つの南東ア メ リカ伝道部 の

地域責任者であ る。

彼のすべての仕事において， ク リスチ ャン

セン長老は尊敬 されてい る。彼 が大 会で十二

使徒評議員会補助に召 された とき，次 のよ う

エル レイ Ｌ ・ク リスチ ャンセ ン

（十二使徒評議員会補助）

に強調 した。本当の証詞は良 き働 らきと共 に

な くて はな らない と。 確かに これが彼 の人生

の基盤で あり，彼は この確 固 とした証詞 を通

して常 に良 き働 らきを求めて前進 を つ づ け

る，力 と団結の人なのである。

２４



耀
馬
・濃 ．豫・

ジ ョン ・ロングデン

（十 二使徒評議 員会補助）

復 された教会 の初期 の時代 に，主は予回

言者 ジョセ フス ミスに啓示 を与 え給い

次のよ うに述 べ られた。

「正 しき者 の歌は我 に対す る祈 りな り」 と。

二使徒評議員会補助 ジョン ・ロングデ十

ン長老 は，彼 が旅行す る時 はいつで も

文字通 り聖徒 たちの心 に しみ通 るよ うな歌 を

歌 う。天 与の歌い手 として，教会 の指示が あ

れば聖徒 たちを訪 問 し世界 の多 くの ところで

そ こに集 う人 々に彼 の音楽 的才能 を分 け与 え

てい る。 ロングデ ン長老 は，１８８９年Ｕ月 ４日，

英国の ランカシア，オー ル ドハ ムに生 まれた 。

彼の両親 ， トーマス ・Ｊ ・ロングデ ン及 び リ

ゼ ッタ ・テイ ラー ・ロングデ ンが教会 に加入

した とき， ジ ョンは１０歳であ り，家：族 はユタ

州 へ移 住 した。彼 は Ｌ・Ｄ・Ｓ高校 に入学 し，

経済大学で学 び後にユ タ大 学 で 学 んだ。

の音楽 的才能 は，初期 に認 め られ，音彼

楽 と演劇 を学 び，二つ の劇場 を持つ興

業会社 の一員であ った。１９２１年彼 は中央州部

伝道部へ召 され，帰 って間 もな く事業家 と し

ての経歴を始 めた。最初 は保 険会社，次 は電

気器具製作会社 であ った。彼 はソル ト・レー

ク市にあ るウエステ ィングハ ウス ・エ レク ト

リックサプ ライ会社 の支配人 とな り重役の階

段を着 実に昇 った。 １９５２年 にナ ショナルエ レ

ク トリックプ ロダ ク トの地域支配人 とな り，

１９６０年に退職 するまで この地位 にあ った。

１９２４年１０月１５日， ロングデ ン長老 はソル ト

レー ク神殿で フランシス ・ラー リューカー と

結婚 し，二人の娘に恵まれた。 ロングデ ン姉

妹は１３歳の時にＹＷ Ｍ ＩＡの会長 会の第 二副

会長 にな り奉仕 した ことのある人 である。 ロ

ングデ ン長老は，常に教 会に忠実 によろ こん

でｉ奉仕す る時問を見い出 して来 た。彼 はソル

トレー ク市の第１９ワー ド部 の監 督に召 される

前， ワー ド部Ｍ ＩＡの副会長であ りステーキ

部Ｍ ＩＡの会長であ った。 それか ら１７年 間ス

テー キ部高等評議員 として奉仕 し，１９５０年 に

教会福祉委員会の 一員 とな った。 １９５１年 １０

月，十二使徒評議員会補 助 として働 らくよ う

召 しが来た。最近 の大会で， ロ ングデ ン長老

は，若い時代に ランカ シアのオール ドハムの

小 さな， トタン板 を張 りめ ぐらした集 会場で

集会 を持 った ことを語 った。 それか ら５６年後

に，彼はオール ドハムの美 しい礼拝堂 を献堂

す るため に生まれ故郷 へ戻る特権 を与 え られ

たのであ る。 ロ ン グ デ ン長老 は瞑想 して述

べた。

「５６年前，それはきの うのよ うです。月 日

の経つのはなん と早 い もので しょう」 と。

そ して，彼 はまた 「今 この目に見 る ことので

きるのはその豊かなみの りだけだ」 とつ け く

わえた。

’

ター リング Ｗ ・シルの若い時代の ひス

とつの強烈 な経験 は，彼 の後の人生 に

ひじょうな影響を与 えた分 れ目となった。彼

は， 日曜学校で，手引か らの一節 を復 唱す る

よ う求め られた。立ち上 が って話 そ うと した

とき，１２歳の若者 は うろたえた。涙 が顔 を伝

い，復唱す ることがで きなか った。 その同 じ

日他の一人の若者 が落着 き払 って， シル長老

が思 いだそ うと苦心 している ことをや っての

けた。 その ような時に もすでに彼 の人生 には

導 きの手がのべ られていた。 なぜ な ら祝福 の

中で彼は こう言われたか らである。

「主の 目はあなたに注 がれ…… あなたの

舌 は驚 く程ゆ るまるであろ う」 と。

彼は ジ ョセ ブ ・シル とマ リエ ッタ ・ウエ リン

グ ・シル との間に，ユ タの レイ トンで， １９０３

年 ３月３１日に生まれた。 彼はいまだに臆病 が

彼 を悩 ませた ことを思い出す。 それは南部州

伝道 中もそうであ った、彼はユ タ大学 におい

て学んだ後， ソル トレー クで保 険の仕事 に就

く前 に二年間学校で教えた。彼 の妻 ドリス ・

メ リー ・ソー ン リイの絶まざ る力づ け と協力

は彼 の自信 を強め ることに大 きな 力 と な っ

た。 （彼 らには三人の子供がい る）。 、

彼 は職業 においても前進を見せ，１９３３年に

彼の会社 の ・ル ト・一 姉 支配人 とな り・・ｇ嚢 難

・・年に艦 査人 とな り・今 日に至 るまで鰭 鍵

職 としてその地 位にある。２９歳の時，彼 はナ 峯藩漿

二描鍵鷺 鞭瀦勢灘講
あぬゆ ら　モモ

ー クワー ド部の監督に召 された。 それか ら間 ミ羅灘

もな くステーキ部大 会があ り，話 す ことを頼 ！灘 鍾
ま総凝禰

難

隔贈為離

懸欝 慧

鷺 鵜
再砺 凸、一

頒ｒ “襲

まれ るか も知れない と思 って，ある話 を準備 １譲難舞鷺 １

したが彼 は依頼 されなか った。 次の大 会の時 驚欝 薙韓 馨

も彼馳 の話を灘 した。だがその時轍 １まｉｌ灘 灘 攣

瑠 麓撫 欝 鉱灘 警 匿１謹鐵
も機会 は与え られなか った 。主 は，彼 を このよ

うに大い に訓練 した。 １９５１年 彼は 日曜学校 管

理会長会 の一員 とな り，１９５４年 ４月に十二使

徒評議員会補助 に召 された。１９５９年の月曜 日

夕刻 の教員会 ラジオ番組で１２の話 を伝えた後

に， それを不定期 に放送す るよう依頼 され，

過去八年 間，４５０の局 を網羅す る国中の ラジオ

番組 に３０分 間， そ して毎週１５分間の話を準備

し放送 して来 た。毎月 ４，２００部 もの手紙が聴

衆 者か ら舞い込 み，次 のよ うな感情 を吐露 し

てい る手紙 もある。

「私 は， この話 のために教 会に加入 しま し

た」 と、あ るいは

鑑灘嚢謹譲 灘 鑛
繋羅 饗鹸羅

１謡灘
羅 ｉ鋸 灘撮 繍

盈羅 灘 堀 響 難瞬 灘

誕， ＋講 灘 鱗 難 灘

麟 灘 灘

スター リング Ｗ ・シル

（十二使徒評議 員会補助）

「あなたは私 の人生 を変 えま した」 と。ま

た 「なん と秀 れたモルモ ンの指導者なので

しょう」 と。

このよ うに主に仕 える彼 の才能 は４０年 間の準

備の結果であ った。数年前 か ら彼 は自分 の思

想を まとめ始めた。彼 は今 その２１のス クラッ

プブックを編纂 してい る。彼 は我 々の時代 の

福音 の偉大な代弁者なのである。

２５

」



ヘ ンリー Ｄ ・テイラー

（十 二使徒評議 員会補助）

一 とマ リア ・テ ィクソ ン ・テイラーの問に

生 まれた。 ユタのプロホーてあ るか， ここ

の農場生活 は彼 の幼年期 を訓育 し，彼の指

類 鞍 ㌧ 導榊 を育 くんて い。た。彼の家庭の豊か

５８年 ４月 に十二使徒評議員会補助 に召１９

された とき彼 につ いて人 々は言 った，

「彼 が高 い地位 に就 いたのは当然 なことで

あ った」 と。

彼 は１９０３年１１月２２日アーサー Ｎ ・テイラ

な遺産 を思 い出 しなが ら，テイラー長老は，

大会て，

「私た ちか一人て生 きてい くべ きであ る

とは思 いません。一人でな く共に成 長す

る時 によ り良い個人 とな ることがて きる

のてす 」と述へた。

東部州伝道部て働 らいた後，彼は１９２９年に

フ リカムヤ ンク大学を卒業 し，１９３７年にニ

ュー ヨー ク大学て修士の学位を得た。彼が

ケ ィクソ ンテイ ラー ラ ノセル会社の副支配

人て あった プロホーて テイラー長老は商工

会議所， キワニスクラフ，ユ タハー レイ病

院 会議な との公職 に就いて働 らいた。 １９２９

年１２月２６日，彼は ユタで アル タ ・ハ ンセ ン

と結婚 し，四人の息 子か生まれた。 ワー ト部

や ステーキ部での働 らきをテイ ラー姉妹 はか

いかい し く知的に夫を助 け，その機 会 と成功

とを分 け合 った。彼 女は１９６７年 ６月 ６日に逝

った。

「静かな る発電機」 と評 せ られたよ うに
，

テイラー長老は彼 の兄弟 たちを導 く使命が与

え られていた。彼 は国の要職 に就 き，高等評

議 員であ り， ステー キ部書記てあ り，プ レサ

ン ト・ウイユー ・ワー ト部 の監督 と して働 ら

き， ソヤロン及 び東 ノヤロ ンステー キ部の部

長 として働 らいた。十二使徒評議員会補助 と

なるために召 されるとき，彼 はカ リフォルニ

ア伝道部 長 として働 らいて いた。今教会福 祉

プ ロク ラムの総支配人 として働 らきつつ，テ

イ ラー長老 は， テイムパ ノコス及び セン トラ

ルユ タ福祉地域 の議長 と しての経験をふ くめ

て，福祉事業 ての長 い広 い経験を生か してい

るのて ある。 テイ ラー長老 は，同胞 に対す る

愛 と同情 とを もって福祉計画 を十分な しか も

不動の回復 された福音 に対す る信仰 と，強靱

さと忍耐 ても ってすすめて いる。 この計画に

つ いて彼 は次 のように述へている。

「この計画 の目的を遂行す ることは， この

教会 のすへての会員が互いに結ばれ，神 の

王 国に所属 してい るとい う所属感 と，兄弟

として の一致を もちなが ら，共に参加 し共 ’

に働 らくことであ ります。

と父な る神に対す るゆ るぎない信仰 による物

静 かてあ りなか ら確固 とした指導性 と卓越 し

た実践力か，ヘ ン リー Ｄ ・テイ ラー長老 を

特徴づ けてい る。

一次世界大戦 中 ウィ リアム ・ジェー

第 ムス ・ク リノチ ロウ （二代 目） は， Ｕ

Ｓコース トとンオテテ ノィ クサーヘイに執務

中た った一人 山頂 に配置 された。 そこて彼 は

モルモ ン経 を読む時間 を見 い出し た の て あ

る。

「私 は福音 を受 けつ き，私の教会員 として

の自分 は私かハ プテスマを受 けるに足 る年

令 にな ったときに当然の ことのよ うにや っ

て来 た。 しか しそれ は疑い もな くあの山頂

て， モルモ ン経 を読み その真実性 を神 に尋

ね求めた ことか らもた らされ た も の て あ

る」 と彼 は思い出 して述べ る。

この証人は熱情 と確信に満ちて生 ま れ て 来

た。特に１９５８年１０月に十二使徒評議員 会補助

に任命 されて以来はそ うてある。

彼 は１８９２年 ８月１２日 ウィ リアム Ｊ ・ク

リソチロウ及び アンナ ・ク リノチ ロウの息子

としてユ タ州 オ クテ ンに生 まれ，ず っとそ こ

て過 こしている。高校卒 業後 ウエハー アカテ

ミイに入学 し，１９１１年 に学生委員長 と して，

共同社会に恒久 に奉仕 てきるよ うなステー ン

を設備 した屋内運 動場 を建て るキ ャンペー ン

を くりひろげた。何年 も後 に彼 の 夢 は 実 現

し， それが建て られた。 それが教会の手に戻

り１９６７年 ６月にテセ レ ト屋内運 動場 と して改

築 された とき，１９１１年に先 鞭をつ けた彼 はそ

の献堂の祈 りを依頼 された。

業家 として準 備す るために， シカコの事

ラセール， エキステ ンソヨン大学 に籍

を置 き，またユ タ大学て も講義 を聴 いた。

リノチ ロウ長老 は１９１２年 に電力業界にク

入 ったが，最近の政府関係の仕事 を除

けば，彼 は事 業拡張支配人 として退職す るま

てユ タ電力 会社 の種 々の重役職 をつ とめて来

た。彼 は， 「人生 に於 ける真の成功はその家

族 によ って はか られ る 」

と述べた。彼 は１９２４年 にソル トレー ク神殿

てア ンナ ・マ リア ・テイラー と結婚 し二人の

息子 と一人の娘 に恵 まれてい る。

彼 のオクテ ンにおける影響は深い ものて，

数多 くの地域団体や市民 クラブで献 身的奉仕

を して いる。彼 は 「オール フェイセズ ウ

ェス ト」ペー シエン トの創設者てあるが， そ

れは毎年 ク レー トソル トレー ク峡谷へ開拓者

の旅 を再現す るものであ る。 この計 画は彼 に

とって特に重要な意味があ る。なぜ な ら彼 の

祖父 ソェー ムス ・ブラウンか，モルモ ン大 隊

の指揮者でオ クテ ン創設者 であ ったか らであ

る。

議 父＿メ

蝉矯

購舞
灘

ウィ リアム Ｊ ・ク リノチ ロウ

（十二使徒評議員会補助）

謙
・ 鵬 劉

・靴 蹟

は，人生におけ るよろ こびは，奉仕 に彼

よ って， それ も教 会への奉仕 によ って

生 まれ るものて あることを信 じている。彼 は

１９５８年１０月 に十二使徒評議員会補助 に召され

る前 は多 くの補助組織の責任にあ り又，南 オ

グテ ンステー キ部の部長であ った。

２６



難　　

－躍

獣 轟肖げ
ー

フ ラ ン ク リン Ｄ ・ リチ ャー ヅ

（十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助）

会の指導者に従いな さい。 そ うす れば教

決 して奉仕の機会を失わないだろ う」

彼が両親 と相談 した際の言葉であるが， これ

が フ ランク リン Ｄ ・リチャーヅの哲学 とな

ってい る。彼はその人生を社 会 と国家 と教

会 に献げて来たのであ る。

チャーヅ長老は，１９００年１１月１７日ユリ

タ州オ グデ ンで，チ ャールズ Ｃ ・

リチ ャー ヅと レティ ッター ・ピア リイ ・リ

チ ャーヅの息子 として生まれた。少年の と

き討論 会や学校での 出版活動 に参加す ると

同時に，学校 の費用 を稼 ぐために父の農場

で働 らくなど，勤勉で あった。

はオグデ ンの ウェバー アカデ ミイを彼

卒 業 しそれか ら東部州伝道部へ召 さ

れ る前 に，ユ タ大学 で学 んだ。帰 ってか ら，

ユ９２３年に大学 で法律 を学 び ソル トレー クで

法曹界に入 った。１９２３年 ８月 １日にソル ト

レー ク神殿でヘ レン ・カー ンズ と結婚 し二

人 の息子 と二人の娘に恵まれている。

リチ ャーヅ長老は１９３４年 に連邦住宅省 の

初代 ユタ州監督に指 名 され後 に， ワ シン ト

ンの本部 とユ３の西部州 の地 域顧問に指名 さ

れた。

４７年 に彼は ＦＨＡの （連邦住宅省）顧１９

問 に指名 され，その任期中， 国は歴史

上最 も大 きな住宅問題改善を増進 させ ること

に成功 した。１９５２年 ＦＨＡを辞職後，ニ ュー

ヨー ク， ワ シン トン， ソル トレー ク市で抵当

銀行業 と仲介業 を始め，１９５４年にユ タ州 へ戻

った。

青年 のときに， リチャーヅ長老は祝福 師の

祝福 を受 けたが， その中で，彼は 「部長会の

仕 事を持 つよ う召 され，聖 なる指導力を持つ

よ うに望 まれ，市民社 会において も地位あ る

職 に就 くであろ う」 と祝福 された。

の約束 は，真実 なもの とな ってい る。
こ なぜな らば

，公共 的に地位 ある役職 に

就 くと同時に彼 は神 権定員会の指導者 とな り

補助組織の指導 者 とな ったか らで ある。

チ ャーヅ長老 は，１６５９年東 ミル ク リー
リ ク

・ス テーキ部伝道部 の部長 として奉

仕 して いたが，その年北西 部州伝道 本部 を管

理す るように召 された。そ こで彼は教会の最

も実 りある伝道地域を指揮 し，宣教 師が用い

る最 も効果的な教授 プ ランを進 展 さ せ た。

１９６０年１０月 ８日，伝道部長 にな ってち ょうど

１０ケ月後 に，彼が十二使徒評議員会補助 とし

て召 された ことが一般大会で発表 された。

の伝道活動は続け られてい る。 とい う彼

のは，彼の管理す る責任は合衆 国の東

海岸 の伝道 と， ご く最近で は南米の伝道 をも

管理 す る責任 が含 まれて いるか らであ る。

プ

が神権系図委員会の監督 と同時に副委彼

員長 として働 らいている系図協会 の職

員た ちは， バ ー ト ン長 老を 「正直，愛，献

身，福音に対す るゆ るぎない忠誠 心．」を もっ

た謙遜 な．人と述べてい る。 バー トン長老 は，

これ らの特性を人生の初 期か ら発 展 させ てい

る。彼 は１９０７年 ３月２７日， セオ ドア ・テ イラ

ー ・バ ー トンとフロー レンス ・モ イル ・バー

トンとの間に生 まれた。彼の両親 は１２才の時

か ら働 らくよ う励 ま した。彼 らについてバー

トン長老は次のよ うに述べ ている。 「彼 らは

機会を備え福 音を教 え て く れ た が， その励

ま しはま さし くソル トレー クの我 が家 におい

て彼 らが模範 として生活 した ことによる」と。

彼 はユタ大学で学士 と修士の学位 を取 り，パ

ーデ ュ大学で化学の博士号を受けた。 １９３２年

か ら１９３４年 まで，彼は ソル トレー ク市で細菌

学者 として過 ご した。間 もな く彼は，ユ タの

プ ライスにあるカーボ ン大学の著名な化学の

教授 とな り， ローガ ンにあるユタ州立大学で

も教鞭を とった。 バー トン長老 は， 自分の化

学の勉強が神の法律に対 して， よ り感受性 を

豊：か にさせ ることの助け とな った と信 じて い

る。 「私 の論証 は強め られて来てお ります。

なぜ な ら，科学 において私は秩序 を理 解する

よ う訓練 されま した。私 たちの宗教 では，神

は私た ちの生活に真理 を適用 する ことで， 自

ら証明す ることがで きる確かな真理 を与 えて 、

下 さいます」 と彼は述べてい る。

１９２７年 から３０年にかけて，バー トン長老 は

スイス， ドイツ伝道部で宣教師 として働 らい

た。後 に，彼 はロー ガ ンで監督及び高等評 議

員 として奉仕 した。１９５７年彼 は，西 ドイツ伝

道 部を管理す るため に ヨー ロ ッパへ戻 った。

彼 とともにいる妻 のプ リー ス ・バー トンとは

１９３３年 ２月２３日にソル トレー ク神殿で結婚 し

た。彼の息子 ロバー トはスイスで の伝道 を終 、

えた。１９６２年 ヨー ロッパ伝 道部長 となる前，

バー トン長老は，１９６０年ユ０月 ９日に十二使徒

評議員会補助 に任命 された。 １９６５年 ６月，彼

は西 ヨー ロ ッパ伝道部の監督をす ることにな

った。彼 は次の ように述べてい る。 「来世で

は，どれだけ多 くの地位を あなたが受けたか

ではな く，どれだけ多 くの人 々をあなたが助

けたかが問題 になるで しょう」 と。

た彼の系図の仕事 に関 して， 「イエスま

がな された ことは私 たちの働 らきや犠

牲 を通 して どのよ うに他人に奉仕 できるかを

模範 と して お示 しにな って下 さっ た こ と で

す。私 たちの死者の救いのための仕事におい

セオ ドァ Ｍ ・バ ー トン

（十二使徒評議 員会補助）

て，私たちは救主 に従 い， 自分 を救 うことが

で きない人々のために，私 たち 自身 が救 い手

とな らなければな りません」 と述べて いる。

の行 ないに比べ れば， このよ うな こと彼

ばは僅少に過 ぎない。彼 につ いては，

こう言われてい る．

「彼 は神 の王 国に自己の忠誠を誓 ってい る

人 だ」 と。

２７



ボ イ ド Ｋ ・パ ツカ ー

（十 二 使 徒評 議 員 会補 助）

ラＷ ・パ ッカー 及 び エ ンマ ・ジ ェ ンセイ

ン ・パ ッ カー の ／１人 中 １０番 目 の子 供 と

して ， ボ イ ド ・パ ッカ ー 長老 は １９２４年 ９月 １０

日に 生 ま れ た。 そ の 家庭 は お金 以外 は あ らゆ

る もの に 恵 ま れ て い た。 彼 は 回復 さ れ た福 音

を家族 ぐるみで 日常 の宗教 と して受 け入

れてい る中で教育 された。福音 は確か に

家庭をバ ラのよ うに花咲 かせて いた ので

あ る。

一． 等学校 中に，真珠湾 が国家 を戦争
局 へ と引きず り込 んだ

。卒業 して直

ちに，彼 はユ タ州 のブ リガム市で ブ ッシ

ュネル綜 合病 院建築 の請負 を して働 らい

た。彼 は空軍 の予備役 プ ログ ラムに参加

し２０才 の時にパ イ ロッ トとして 卒 業 し

た。その寂 しい宿舎 で，彼 は祈 り真心で

涙 しなが ら，入生 の真 の目的を追求す る

ことに成功 し，誘惑 に抵抗 する ことがで

きた ら， 自分 を主にお捧 げする ことを約

束 した。その後の訓練 も終 えて，彼 はハ

ワイに配置 され， それか らフィ リピンへ

転属 した 。１９４５年１０月彼 は 日本へ送 られ

そ こでの暇な時に彼 は他 の軍人 とと もに

日本人に福音を教え る機会を持 った。

役か ら解放 され ると，彼は ウエバー大兵

学 とユタ州立大学で教育 を受け，教育

学 士 と修 士 号 を得 た 。 彼 は ドンナ エ デ イ ス ・

ス ミス と結 婚 し ９人 の 子 供 に恵 ま れ て い る。

４８年 ， ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス１９

は ， ボ ッ クス ・エ ル ダ ー タバ ナ クルで

あ るインデ アン学校を建 てるためにブ ッシエ

ル病院を維持 してい る市民たちを励ま し， そ

こに出席 してい る人々が この計画 を全身 こめ

て行な うな ら祝福 され るとい うことを約束 さ

れた。

ッカー長老 は，他 の人 と同畦に， これ
ノ湿

を個人的なチ ャレンジと受け とめた。

１９４８年 に最初の インデ アンの学生 グループが

到着 した とき，パ ッカー長老は，セ ミナー指

導者の一人であ ったが， Ｊ ・エ ドウィン ・ベ

アー ドは， これ ら学生のための教会プ ログラ

ムを発展 させ るよ う指名 された。 このよ うな

小 さな端緒か ら， イ ン デ アン ・セ ミナープ

ログ ラムが始め られ進展 し，現在は教会を通

じて行 なわれて いる。

ッカー長老 は１９６１年１０月に十二使徒評
ノミ議員 会補助

に支持 された。その とき，彼

は宗教 セ ミナーの監督であ り博士課程で勉 強

し博士号 を１９６２年 ６月 にブ ＩＪガム ・ヤ ング大 ・φ

学 で受 けた。

１９６５年 ８月 か ら彼 はニュー イングラン ド伝

道部 を管理 して いる。

ッカー長老がかつて主に己れを捧げま
ノく す

と約束 した ことは，教会の青年教 育

へ の意義深 い献身 をす ることとな ってい る。

一 ナ ー ド Ｄ ・ブ ロ ッ クバ ン クの人 生

ノく
と人 格 に は， 明 らか に伝 道 活 動 の 精神

が 見 られ る。彼 が 大 き くな って か らは， 福 音

を 述 べ 伝 え る こ とに そ の人 生 は捧 げ られた 。

彼 が 話 す と き， そ れ は ， 熱意 に あふ れ， 主 の

御 業 を 愛 しす べ て の 同 胞 に福 音 を分 け与 え た

い と願 う確 信 に 満 た され て い る。 彼 は １９０９年

５月 ２４日 に， ユ タ州 ， ホー ラデ イ で， テ イ ラ

ー ・Ｐ とサ ラ シ チ ミナ ン トの 息 子 と して生 ま

れ た 。 彼 はユ タ州 立 農 業 大 学 に 入 り， 又 ユ タ

大 学 及 び ジ ョー ジ ワ シ ン トン大 学 で 学 び， そ

の研 究 は， 英 国伝 道 部 に召 され た １９２９年 に 中

断 され た 。 そ こで 一 年 間 地 方 部 長 で あ り， 彼

の最 初 の伝 道 活 動 を 始 め た の で あ る。 彼 は ま

た１９３４年 か ら３５年 にか けて ， ワ シ ン トンで ス

テ ー キ部 伝 道 に従 事 し， そ の 間 ま た 学 校 に 通

った。 １９３５年 １１月 １日 に， ナダ ・リッチ と結

婚 し， ５人 の息 子 と一 人 の 娘 に恵 ま れ た。

． ロ ックバ ンク姉 妹 は ， １９６７年 ８月 １日にフ

な くな った 。 ソ ル トレー ク市 の 建 築 家

と して よ く知 られた 彼 は， 社 会 に おい て も建

築 界 で活 躍 して お り， ソ ル トレー ク不 動 産 理

事 会 の 会員 で あ り， ユ タ州 建 築 協 会 の会 員 で

もあ る。 ま た 同 時 に グ ラニ ッ トス クー ル の か

つ て の校 長 で もあ った 。 彼 が 住 む と ころ は ど

こで も教会の召 しを受け， それにはソル トレ

ー クの ウインダー ワー ド部 の監 督だ とかステ

ー キ部高等評議員であ るとか， ホ ラデイステ

ー キ部長であ るとか， ジョーダ ンバ リイ福祉

地区 の議長で あるとかの責任が含まれる。伝

道活動 に対す る大 きな愛は，１９６０年か ら実 り

のあるもの として報われた。その時彼 は，北

英 国伝道部 の伝道部長に召 された。伝道部 が

１９６０年１２月 に分 け られた とき，彼は新 しいス

コッ トラン ド及び アイル ラン ド本部の伝道部

長 となり，１８ケ月後 に新 しい スコッ トラン ド

伝道部 が開設 され その部長 とな った。 １９６２年

１０月，十二使徒評議員会補助 に召 された とき

まで， その職 にあった。１９６７年 にニュー ヨー

ク世界博覧 会で， モルモ ン館が開かれた とき

総指揮者 がブ ロックバ ンク長老であ り，彼の

宣教師 としての熱意や情熱 は，彼の指揮の下

で働 らいた多 くの宣教師 に感銘 を与えた。何

百万人 とい う訪 問者 が， このようにして回復

された福音 に接 した ので ある。世界博の閉幕

以来，彼 は ビジターズセ ンター にある展示場

を準 備する仕 事に召 され，世界博で成功 した

いろいろな考 えを取 り入 れてお り，福音 の真

実陸を多 くの人々に教 えるために，今や な く

てはな らない人である。

撫欝１響 惣
「饗

…，

し簸 懲、

磯蜘鯉

バ ー ナ ー ド Ｄ ・ブ ロ ック バ ン ク

（十 二 使徒 評 議 員会 補 助 ）

蕪
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ジ ェームス Ａ ・カ リモア

（十二使徒評議員会補助）

年 間 もの 間 ， ジェ ー ム ス Ａ ・カ リモ何

アは ， アイ オ ワ州 の サ イ オ ッ クス市 の

支 部 長 ， オ ク ラホ マ 市 の支 部 長 ， 及 び西 オ ク

ラホマ地方部 の地方部長であ った。１９６０年１０

月２３日， オクラホマ ステーキ部のステーキ部

長 になるなど，教会の会員を導 き，相談相 手

となって来た。 カ リモ ア家は，常に宣 教師 が

福音の偉大な教義を説 くことで彼 らの精神 的

疲 れをいや しよい食物を得 ることができる，

いわば避難場所であ った。 １９６０年１２月 にカ リ

モア長老は，中央英国伝道部 を管理 するよ う

召 され。 オクラホマの人 々は彼 を単 に繁盛 し

た家具店主 としか考 えていなかった し， また

彼が どんなに長い間，教 会の責任 を受 けるた

めに個人的な ことが らを犠牲 に して来たかを

理 解 してはいなか った。 しか しなが ら彼 はよ

ろ こんで犠牲を払 った。教 会のオク ラホマで

の状態 は本 当によ くな ってい った。彼 は１９６６

年 ４月 ６日に十二使徒評議員会補助 として支

持 され，申央 西部 において教 会のイメー ジは，

よい もの とな った。彼 は１９０６年 １月１７日，ユ

タ州 でアルバー ト Ｌ．・カ リモアとル エラ ・

ゲ ッチカ リモアの問の息子 として生まれ，１９

２４年１２月 にカ リフォル ニアで伝道 し， ＢＹＵ

で勉強 し， そこ、では蛍 生委員会の委員長をつ

とめた。彼 は１９３１年 ６月 ３日に ソル トレー ク

神殿で， グ レー ス ・ガー ドナー と結 婚 した。

彼 らはニ ュー ヨー クへ行 き， ニ ュー ヨーク大

学で大学院のための奨学金 を受 け， ニュー ヨ

ー クのギ ンブル兄弟社 と１９３２年 に家具仲介人

としての事業 を始 め， シカゴにあ るマ ンデル

社 と も業務提携を結んだ。１９３７年，彼 はオ ク

ラホマ市 のブラウ ンズにあ る家具仲介人また

その支配人 となった。 オクラホマ市での カ リ

モア家 は，彼 らの息子や二人の娘を養育 す る

ため にユタ州へ行 くべ きか どうかを考 えた。「

第二次世界大戦は このよ うな引越 し を 妨 げ

た。１９４６年中央部州伝道部 を旅行 して いた時

に， ジ ョセブ Ｆ ・メ リル十二使徒は ，その

問題を聞いて言 った。

「あ そこは，主があなたに望 んでお られる

ところです。子供を教育 す るために ＢＹＵに

送 りな さい。彼 は きっと教 会の中での結婚 を

します。 もの ごとはすべてあなたに とって う

ま く行 きます」 と。

な らず して， カ リモア長老 は，繁栄す
日 ることになる 自身 の家具店 をオ クラホ

マで開 くた めに一軒 の家 を借 りた。 カ リモア

長老 は支部長，地方部長， ステー キ部長，伝

道部 長，教 会福祉委員会 の会長， あるい は会

員た ちの友人で あり，，主 の御業を 日々 に，

よ り多 く為 してい く人で ある。

’

１９６７年１０月１８日夕刻 ７時 ５分 アイビンス長

老 の言卜報に接 し，つつ しんで哀悼 の意を表 し

ます。

ア ン トニイ Ｒ ・アイ ビンス

（七十 人最高評議員会会長）

ン トニイ Ｒ ・アイビンスについて ど

ア ういうことを言 うことがで きます か
，

とある友人 がたずねた。

「アイビ ンス会長 は神様のや さしい一人 の

男 とで もいえ ますかね。よ くバ ランスの とれ

た温和 な性格を もった……。彼 は優雅で親切

で謙遜で，すべての人 々 と協力 して行 ける入

ですね，教会の中で も日常 の生活 にあって も

つつま しやかな物静 か さがあ り， 自己を鍛練

した強 さが，その苦悩 の時代 を物語 ってい ま

すね」

ン トニ イ， リッヂウエイ， アイビ ンス

ア は１８８５年 ５月１１日に
， ユタ州 セン トジ

ョー ジで， アン トニイ Ｗ ・アイビ ンスとエ

リザベス ・ア ッシュバ イ ・スノウ ・アイビン

スの息子 として生 まれた。若 い時， しば しば

父の ともを して旅行 し，馬 の背の荷物には必

らず書物 と同時 に鰭 があ った。彼 が１５才 の

時， メキ シコに移 り，彼め父は ジュア レッッ

ス テーキ部の部長 とメキ シコ移住民及 び農業

会社の社 長であ った。彼 はジ コア レッツ ・ア

カデ ミイで勉強 を続 け，後 にメキシコ市の ジ

ュ リスプルーデ ンス学校で学 んだ。彼 の父が

１９０７年１０月の一般大 会で十二使徒 に支持 され

た とき，彼 はソル トレー ク市に移 り，ユ タ大

学 に入学 し，後 に ミシガ ン大学で法律を学ぶ

ため にア ン ・アーバーに在籍 した。

１２年 ６月２６日に，バイ．レー トエ レン ・１９

Ｄ ・ムニ イと結婚 した。彼女 は１９６４年

１０月４日に没す るまで，彼女 の夫 とともによ く

旅行 し，夫の責任を助けた。 アイ ビンス長老

は，１９２１年か ら， ３ユ年にかけて， ハワイの ラ

イエにあ る教会砂糖 園の支配人 となった が，

それ までユ タで，牧場及 び農場 を経営 してい

た。 １９３１年 １０月の一般大 会で，彼 は七十人最

高評議員会の一員 として支持 された。１９３１年

８月か ら１９３４年 ３月まで， メキ シコ伝道部の

部長 として働 らき， スペイン語 に教義 と聖約

を翻訳 した レイ ・Ｌ ・プ ラッ トの仕事を受け

つ ぎ， エ ドワル ド，バ ルデ ラスに助け られ，

１９４８年 に教義 と聖約 と高価 なる真珠のスペイ

ン語版 が完成 した。

３４年 に伝道か ら帰 ると， アイビンス会１９

長 は幹部 として フル タイムで，すべて

の勢力 を教会に捧げ，１９６３年１２月１３日に， レ

ー ヴィ ・エ ドガーヤ ングがな くな って以来 七

十人最高評議員会会長 として働 らいている。

生 のあや， ユーモア巧 みな話 をお りま人

ぜて説教壇か ら福音 の偉大 な真実 を話

す とき，その暖かさを感 じない教 会のステー

キ部はない。教 会が強 くなるよ う助 け，幹部

として召 されて以来，教 会が強 く成長す るよ

うに， また会員た ちや活動 が大 き くなるよう

にと見守 って いるので ある。

（３４頁よりつづく）

らの大理石， しまめの うやめず らしい木材な

どの説明 のパ ンフ レッ トを もらい，他の場所

で建物の 内装にその美 しさを役立 てる ことが

で きる。

会本部 の住所， ユ タ州 ソル トレー ク市教

イース トサ ウステ ンプル４７番地 は，教

会の会員 に特別な意 味を持 って来 ている。未

来の宣 教師には，ある封筒 がよろ こびで迎 え

られ，心ゆ くまで読 み，繰 り返 し，記憶す る

まで読 み，生涯 大切 な物 と して保存 され る。

教 会の会員は三代 または四代 を通 じて，第二

の半世 紀の働 きを始 めよ うとしてい るこの美

しい花 こう岩 の建物 の中か ら，指示や導 きを

受 けて いるので ある。

２９



Ｓ ・デ ィル ゥ ォー ス ・ヤ ング

（七十 人最 高 評 議 員会 々 員）

４５年 ４月 ， デ イル ウ オー ス ・ヤ ン グが１９

七 十 人 定 員 会 に 召 され た と き， リチ ャ

ー ドＬ ・エバ ンスは イ ンプ ル ー ブ メ ン トエ ラ

で次 の よ う に述 べ た 。

「神 は教 会 の必 要 と時 代 の 要求 に従 い
，人

々を 資 格 づ け ます 」

この新 しい幹部 は最初 の頃次のよ うに述べて

いる。 「男 には働 らきが必要なので開拓者 た

ちは盆地 に入植 したのだ」 ここにその必要 性

が あり， そ して ここに必要に応 じる人間がい

た のだ。 ヤング長老 は，ユ タ州オ グデ ンのス

カウ ト隊長 として働 らいていたが彼 が この新

しい召 しを受 けた とき，その友 人は次のよ う

に述べた。 「やあ一， これは君に とってすば

らしい ことだ。だが，君を とられたかわいそ

うな ボー イス カウ トはどうす るかね」 と。 そ

の オグデ ングループで少年た ちとあるいは青

年 たち， その リーダーた ちと一緒に働 らいた

ヤ ング長老 は， その働 らきを世界へ と伸ば し

ている。

ング長老 は１８９７年 ９月 ７日に， ソル ト
ヤ

レー クで，サ イモ アＢ ・ヤ ング （二代

目） と， カー リイ ・ルイン ・ヤング ・クラウ

ソ ンの息子 として生まれた。彼 はグ レイニ ッ

ト高校で学び，１９１７年には生徒会の会長に選

ばれてい る。高 校を終 えて，彼 はアナポ リス

の合衆国海 軍士官学校 の テ ス トに合格 した

が，健康 のために入学 できなかった 。彼 は１９１８

年 までフ ランスで第１４５回 の芸術祭 に加わ り，

活躍 ぶ りを見せた。１６２０年 に，中央州部伝道

に召 され，帰 ってか らユ６２３年 グラデ ィーズ ・パ

ラッ トと結婚 し，二人 の子供 に恵 まれた。１９４４

年のベルギー異動 で殺 されたデ ィ ル ウ ォー

ス ・ラン ドルフ とレオノブ レイ ンＰ ・パー キ

ンソン夫人 となっている レオノアが子供 であ

る。妻 グ ラデ ィの死後，彼 は１９６５年 １月 ４日

にハルダパ ーカー と結婚 した 。１９４７年 ５月 に，

彼 はニューイ ング ラン ド伝道部 を管理す るよ

う召 された。 また彼 の仕事 に教会 の若い人々

や帰還宣教師 を指導す る責任が与 え ら れ た

が， その人 々は一様 に，彼 が指導 した ことは

「主 によ りたのめ」で あった と報告 してい る。

ング長老 は，散文 と詩才 に恵まれていヤ

て， その散文 は明確であ り美 しい文体

で書 かれている。詩 も感受性豊 かで人 を惹 き

つ けず にはおかない。彼 は，若 い執事だ った

とき，彼 の監督であ るジ ョンＤ ・ガイルズに

つ いて，執事 の仕事 と責任を実によ く知 らせ

て くれた人だ った と語 った。

十人最高評議員会の メンバー として， 〆七

何十年間 も教 会の他 の七十人 たちや幹

部た ちと働 らいたが，大 会に出席 している聖

徒 らに話 しかけ るヤ ング長老 は，七十人 会の

仕事を本当に大切 な もの とし王 国にとって非

常に重要な ものまた個人 に とって極 めて権威

あるもの としたのである。

、 ル トン ・Ｒハ ンターは，福 音紹介にお
ミ いて深 い影響 を与え

て きた。例えば，

高価 なる真珠， モルモン経 の老古学，教 会歴

史， その他 多 くを著わ し末 日聖徒の心の中に

深 い印象 を与 え，福音の真実性を立証 してい

る。知識 を渇望 した ことによ って恵みを受け

た。彼 は若 い時か ら多 くの人々を感銘 させて

いる。彼は１９３５年バー ク レーのカ リフォルニ

ア大学で歴史学の博士号を得 た。有 名な文献

学者であ るが ，歴史学者 で もあるハーバー ト

・ボル トン博士 と語 り合
っていた とき， 出 し

ぬけに ボル トン博士 は次のよ うに述べた．

「ハ ンター さん，私 はあなたをユタの小 さ

なモルモ ン教徒 のセ ミナー などで埋 もれ させ

た くないね。 あなたにはアメ リカの偉大 な歴

史学者 としての素質 が充分 ある。私 はこの何

年 かをあなた の研究 をその ままに して無駄に

するために費 してきた ので はない。 もし心を

変 えた ら我 々はあなたが うけた期待 や研究 が

実 るよ うな有名大学 にしか るべ き，地位を保

証す るのだが……」 しか し彼 の心 は変 らず に

教会 と家族に向いていた。彼 はユ タ州 のホー

ルデ ンで，１９０２年１０月２５日に ジョンエ ドワー

ドハ ンター とマーガ レッ ト・テ ィープルス ・

ハ ンターの息子 として生まれた。彼 は福音 を

先 ず，信仰深 い両親 か ら学 び，学校卒業

期までに彼 ができ うるすべて の知識 を得

たい と望 んだ。 しか しなが ら家の経済事

情が思わ しくなか った ので， い くつかの

大学 の クラスで講義 を聴 いたあ と学校教

師 とな り， そ うしたかたわ ら教育を続 け

る しかなかった。彼 は次第 に宗教教育 へ

彼 の心 を向け始め た。 最終的に Ｂ．Ｙ．

Ｕ．か ら学士 と修士の号を得た とき，彼 は

ネバ タの学校の校長であ った し，ユタの

中学校の二つで校長をつ とめていた。 ま

た神学セ ミナーの校長で もあ った。１９３１

年 り一ハ イ市に住む フェー ンガー ドナー

と結婚 し ６人の子供 に恵 まれた。彼 は博

士号を受けるために勉強 するかたわ ら神

学 セ ミナーで教 えた。 やがて彼 はロー ガ

ン ・イ ンステ ィチュー トの責任を受 け，

研究 と著作 の生活 に入 った。

ようど二，三年経 って，彼 は西 ア メ リカち

の多 くの歴史雑誌 に研究論文 を書 いた

が， ユタの歴史についての著書 は今 もなおユ

タ州のいろいろな学校の教科書 として採用 さ

れて お り， また彼は教会歴史を題 材 として価

値 ある本をい く冊 か書いている。 １９４５年 ４月

６日に，ハ ンター長老は，七十人最高評議員

ミル トン ・Ｒ ・ハ ンター

（七十人最高評議員会々員）

会 に召 され，彼の真理に対 す る探求 は新 しい

段 階を迎 える ことにな った。今や２冊 の本 と

数百の論文が，彼の教育 を実 りある もの とな

して， その働 らきを永 遠に記念 して いるので

ある。
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ブル ー ス ・Ｒ ・マ ッコ ン キ イ

（七 十 人最 高 評 議 員 会 々 員 ）

の世 で主 が王 国を築 き上げん として，
こ 榔 舶 と才能を離 礼 瀦 を宣べ

伝え る特権を与え られるこ と以上の ものはな

い 。

十人最高評議員会の ブルー ス ・Ｒ ・マ七

ッコンキ イ長老 のこの言葉は，彼の人

生を導 いて きたものを指 し示 して いる。

マ ッコンキ イ長老 は， ミシガ ン州 ア ンアー

バーで１９１５年 ７月２９日にオスカー ・Ｗ ・マ ッ

コンキ イとビビア ン ・レッ ド・マ ッコンキイ

との問 に生まれた。彼 の父 は ミシガ ン大学で

法律を勉強 していた。１１歳の とき，少年 であ

った ブルー スは，彼のまわ りに兄 弟や姉 妹を

集めて モルモ ン経を読んであげた りした。

ル トレー クに戻 ってか ら，彼 は ＬＤＳ
ソ 高等学校に通い

。 １９３４年か ら１９３６年ま

で，東部州伝道の召 しを受 けた。彼は，１９３７

年 にユタ大学 を卒業 し，法律学士 号 を 受 け

た， １９３９年 のことで ある６１９６７年 ６月 にはそ

の同 じ分野 で博士号 を受 けた。１９３７年１０月１３

日に彼 はア メ リア ・ス ミスと結婚 した。彼女

の父は ジ ョセ ブ ・ブイー ルデイ ング ・ス ミス

であ る。彼 らには九人 の子供が いる。彼 は，

１９４６年ｉｏ月１０日に七十人最高評議員会 に召 さ

れた。

ツコンキー長老 はユタ州弁護士会 の会
マ 員であ り

，現職 の弁護士で あ り，市 の

補助弁護士，検察官であ り，米 国陸軍 の第 ８

厚生部隊諜報部付 き将校等を勤 めてきた。彼

は米 国欧州大戦従軍軍人団に加わ り現在は野

戦砲兵予備 隊の陸軍大佐 の職 にあ る。

また長年の間，教 会に対す る軍人の最高責

任者で もある。 また，南 オー ス トラ リア伝道

部の伝道部長を もつ とめた。彼 の聖典 に対す

る知識 と絶えざ る研究 は，教 会の クラスにお

いて入 々を魅了 し，鋭 いユーモアのセ ンスは

彼 の教えを した しみ るものに している。

会の説教にマ ッコンキ イ長老 は次のよ大

うに述べた ことがあ る。

「この偉大 な末 日の王国の会員である我々

に平安 を与 えて下 さる深い思 いに対 して報い

るためには主 の律法 の知識 に通 じな くてはな

らない と。 このよ うに述べ るところに彼の真

摯な働 らきの結果 が吐露 されるので ある。

５１年１０月の一般大会 で，．彼 は次の よ う１９

な経験を報告 している。

「６ケ月前，集会の厳粛 な雰囲気 の申で大

管長会が支持 された とき，私 は ここに座 って

おりま したが，主の御声がひそかに私 の心 に

きこえ，次のよ うにいいま した。 「彼 らこそ

私が私 の教会の大管長会 として選 んだ者 たち

で ある』 と。 この証言 は，御業の神聖 さを証

しするもので あ ります」 と。 この時の 「兄弟

たちに従 え」 とい うテー マ通 りにマ ッコンキ

イ長老 は彼 の人生 を兄弟た ちに捧 げてい るの

である。

ノ

ンクス長老 はあの象牙 の塔の感 じ， と
ノ＼

りすま した学者 とい う感 じは持 って な

いですよ， と若 い帰還宣教師 がハ ンクス長老

についてたずね られた ときに答えた。

「ハ ンクス長老 は，世 の一般の人 々ともよ

く接触 します し，彼 らの日常 の楽 しみや機会

や経験をよ く理解 して いるよ うに見 えます」

物管理人や，秘書や子供の時か らの友建

人や幹部た ちのベ トナムか ら帰 ったば

か りの兵 士などに話 を してみれば，あなたは

彼 ら一人一人 につ いて関心をよせてい るハ ン

クス長老 がいかに彼 らから愛 されてい るかを

知 ることだろ う。多 くの静かな戦場で，彼は

祖国に平和 を もた らすため に戦 って きた。勇

気を要す る幾多の場面 で，彼 は人や問題 に関

して正 しい裁決 を行 ってきた。

リオ ン ・Ｄ ・ハ ンクスは１９２１年１０月１３
マ

日ソル トレー ク市で， スタ ンリィ ・Ａ

・ハ ンクスとマラデ フレーム・ハ ンクスとの間

に生まれた。彼は１９４９年ハ ワイのホ ノルルの

マクスイン ・ク リスチ ャンセ ンと結婚 し５人

の子供 に恵 まれてい る。彼 らの家庭 には常 に

人 々が訪れて彼 らは慰め られ，心 をいやされ

る。 その ような 人々のために，家庭が開放 さ

れて いるのであ る。喝人種や，宗教 的信条 や身

分やその負 っている問題 に関係 な く，見知 ら

ぬ人 も暖 く家庭に歓迎 される。天 父にお仕 え

したい とい う願いはハ ンクス長老 の人生 を動

かす力であ る。執 事にな った ときまだ若 か っ

た彼は標準聖典を読むために夜遅 くまでおき

ていた ことが幾度 とな くあ った。能力 に恵ま

れていたに もかかわ らず彼 は宣教師 として主

に仕 えるために大学 の特 別奨学金 を 断 念 し

た。 だが彼 はユタ大学 の法律学部 を卒業 し，

法学博 士号 をそこから得て いる。 しか し彼は

法律 で生 きるよ りも研究所やセ ミナーの クラ

スで教 える ことを選 んだ。 モルモ ン経 と教義

と聖 約をユタ大学 のインスティテユー トで教

えていた とき， 多 くの人 々の心 を魅了 し，そ

の ホールー杯に人 が溢 れたので あった♂彼は

１９５３年１０月に七十人最高評議員 会で働 らくよ

う召 された。彼が見い出 したよろ こびは，光

と真理の探求によ って人々を助 け励ます こと

であ るが，彼は インプルーブ メン ト・エ ラの

青年担 当編集者 として，教会の若い人 々に幅

広 い影響 を及ぼ してい るのであ る。

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ンクス長老について尋 ね

た ら，す ぐに答え として，彼の人 格 の 徳 性

と， その深 い献身 についての言葉 がかえ って

来 るだろう。「彼は聞いて くれます」「大 会で

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ンクス

（七十人最高評議員会 々員）

ビワ

の彼 の話 はいつ も要領を得ています」「私は，

彼 が最 も偉大 な人 々の 中にあって どんな に安

らかな心 を抱 いて いるかを知 ってい ます」

「灯 をつ けなが ら通 って いった道 によ って

点灯夫 がど こにいるかがわか るのです」 とい

うことばをあなたは御存知ですか。 そのよ う

にダ ブ ・ハ ンクスが いるところには，必 らず

よい人 々がいるんです。彼は本当に人々の こ

とを考 えて いる人なのですか ら。

３１
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Ａ ・セオ ドア ・タ トル

（七十 人最高評議員会々員）

の母 が ６歳 の彼 に日曜学校の話を覚え彼

るよ うに と言 った とき，彼女 は， その

子供が後に世界中に語 る者 となる ことを思 っ

て もみなか ったに違 いない。 しか し， これは

彼女 が しば しば語る， 「約束 の子」 と しての

一人息子に対する彼 女の信仰で もあ った。

トル長老 は１９１９年 ３月 ２日にユタ州 マタ

ンタイでアルバー ト・トル ビンと クラ

リン ・モ ンテーツ ビールの息子 と して生 まれ

た。 母は奉仕 の人生 がいかに価値 あるか を教

えた人である。若 い ときか ら雄弁 な人 との評

判の高か った彼 は，高校 や大学 において は演

劇や歌 劇など も卒先 して行 い，生徒会の指導

者 で もあ った。神学部の先生 とは親 しい関係

にあ ったので，北州部伝道 を終え るとＢＹＵ

に入 り，宗教教育を徹底的 に勉強 してみ るこ

とにきめた。彼 は学生生活の後半 において宗

教教育 の優秀 な学生 と して賞を受けて著 名に

な り，１９４３年 ６月２１日に， マー ン ・ウィティ

カー と結婚 し， ７人の子供の両親 とな った。

結婚後間 もな く，彼は海軍に入 り二年半勤め

た。彼は硫黄島のス リバチ山にかかげる こと

にな っていた アメ リカの国旗を手に入れるた

め船に戻 った人であ った。 国旗 の掲揚 は伝説

化 され，彫 像 とな り， 写真 にな り映 画に さえ

な っでい る。

国後，彼はユ タ及び アイダホでの神学帰

セ ミナーで教え，一方夏 にはスタ ンフ

ォー ド大学で教育修士を得 るために学んだ。

ネバダ州の レノでイ ンステ ィテユー トのデ ィ

レクター として奉仕 した後，１９５３年彼 は教 会

学校のセ ミナ リーやイ ンステ ィテユー トのス

ーパ ヴァィザーに任命 された。 仲間は彼 の こ

とを 「監督の仕事になみなみな らぬ才能 を持

ち，組織を完全に理解 し全体 的な像 を把握 す

るまれな才能 」に恵まれた人 と評 して いる。

長 い間，彼 と親 しくして来 た人 は 「学 問的造

詣の深 さと深い影 響力 は，彼 のもつ隣人 に対

す る関心 と同情 とい う特性 と共 にひ じょ うに

高 く評価 されている」 と。

５８年 ４月 １０日， タ トル長老は，七十人１９

最高評議員会 に召 された。 ３年後 に彼は

南 アメ リカの伝道部長 に召 され，そ こで彼は

４年 間に二万人 か ら四万人への会員増加を示

して教 会活動 を助 けた。現在は北 アメ リカの 〆

スペイ ン語伝道部 の監督 の働 きもしてい る。

福音伝道 に対す る生涯をかけての情 熱は主 か

ら認 め られて いる。 タ トル長老は主の王国の

偉大 な教育者であ る。

二 次世界大戦中 にグアム島の壕の中で第

おそれおのの き傷ついた若い兵士は，

極 めて厳 粛な問題 の答 を得た いと強 く願 って

いた。死 が多 くの仲間の生命を無駄にす るの

をみて，彼 は心 にわきあがる考 えを おさえ る

ことが出来 なか った。神 はい るのだろ うか ？

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は真の教会な

のだろ うか。深 い問い と恐怖の中でポール ・

Ｈ ・ダ ン長老 は熱心 に謙遜 に祈 った。 この経

験 につ いて彼は次のよ うに述べている。

「す ぐに私の心 に優 しいみた まが入 り，慰

め られて，神が存在 し， イエス ・キ リス トの

教 会は再 び この地 に建て られた とい う確信が

あ った」 と。ダ ン長老は，１９２４年 ４月２４日ユ

タ州 のプロヴォで， ジ ョジュア・ハ ワル ド・ダ

ンと ジエネバ ・ロバー ツ ・ダ ンの間に生まれ

た。彼は，若い時 スポー ツを愛する心 を もち

ベースボー ルをよ くしたが， ロス アンゼルス

の高校 チー ムで プ レイしたあ と，投手 として

セ ン トル イスカーデ ィナルス と契約 しパ イオ

ニ ァ リー グと，パ シフィック リーグの フアー

ムにいた。戦争は彼の野 球歴を妨 げた。戦争

後，彼は カーデ ィナルス と契約 して投 げは じ

めたが鎖骨を折 って しま った。 十分 になお り

きるチャンスはな く， しかも 日曜 日に野球を

す ることに対する考 え もあ って彼 は教育 と

い う他 の分野 へ方向転換 した。 ダ ン長 老

は，チ ャップマ ン大学 に出席 し１９５３年 に宗

教学士を受けて卒業 した。次 の年，彼 は南

カ リフォルニ ア大学 か ら修士 の学位 を受 け

た。一方彼 は改宗 してバプテスマを受 け，

チャップマ ン大学の学長 の娘 であるジー ン

・チ ェヴァー トンと結婚 し三人の娘 の父親

とな っている。 そ して ロス アンゼ ルスの セ

ミナ リー教師 として教 会学校 の経歴 をふみ

出 した。彼 は， セ ミナ リー の南 カ リフォル

ニア副責任者 として奉仕 し，次 に南 カ リフ

ォルニ ア大学 にあるイ ンステ ィテユー トの

スーパ ヴ ァィザー となった。１９５９年彼はま

た南カ リフォルニア大学か ら教育博士号を

受けた。彼 は，１９６４年 ４月 ６日に七十人最

高評議員 会に召 された とき南 カ リフォル ニ

アのイ ンステ ィチュー トすべての総責任者

と して奉仕 して いた。教会での教育計画に

おけるダン長老の経験は，最近の青年及 び成

人の要求や関心に対 する彼 の最近 の深 く鋭 い

洞察力を養 った。彼 は青年 と，彼 らが抱 いて

い る問題についての知 識や 自分 の経験 を活用

しなが ら，補 助組織 で用いる多 くの レッス ン

を書いた。

ポ ール ・Ｈ ・ダ ン

（七十人最高 評議員会々員）

＿ れ らの見識 と陽気な人柄 は，教会 の現
一

在の責 任に価値 ある宝となって おり，

その責任の中には Ｌ．Ｄ．Ｓ，学生協会 国際会

長 としての奉仕 も含 まれている。
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ノ

ジ ョン ・Ｈ ・ヴ ァンデ ンバ ー グ

（管 理 監 督 会 監 督 ）

世紀の後半 オ ランタの ロノテルダムか１９

らはるか ソル トレー ク峡谷へ 向けて船

に乗 り込 む移住民 の一団があ った。彼 らは末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 に改宗 した人々

で あ った 。船 の 上 に は ，ハ ノサ ム な青 年 ター

ク ・ウ ァ ンテ ンハ ー クが い た が， 彼 は， や

が て マ リア ・ア ル ケ マ に心 ひか れ た 。 彼 ら

の ロマ ンス は花 咲 き，ユ タ に到 着 した 後 ，ソ

ル トレー クの エ ン タ ウ メ ン トハ ウ スて結 婚

した 。 彼 ら に は ６人 の 子 供 か生 ま れ た が，

その う ちの 一 人 か ｉｇＯ４年 １２月 １８日に生 ま れ

た 第 ９代 目の 管理 監 督 とな った ノ ヨ ン ・ヘ

ン リー ・ウ ァ ンデ ンハー ク てあ る。 ウ ア ノ

テ ンハ ー ク家 は， オ クデ ンに入 植 した 。 後

に ウ ァ ンテ ンハ ー グ監 督 は 自分 に 影 響 を 与

え， 生 涯 に わ た る生 き方 を 示 して くれ た も

の は ， 自分 の 両 親 に よ って 示 さ れ た愛 と奉

仕 の模 範 て あ った と述 べて い る。 彼 は若 い

頃 か ら， 経済 を彼 の生 涯 の仕 事 に決 め て い

た。 彼 は ウ エ ハー ア カ テ ミイて 学 び 通 信教

育 や夜 学 で学 び なが ら， 事 業 や 経 営 に お け

る専 門 家 とな った。 １９２５年 彼 は オ ラ ンタ伝

道 に召 され ， そ こで 彼 は伝 道 本 部 書 記 と し

て働 らい た。 彼 が愛 ら しい オ ラ ンタ の 婦 人 ，

ア リエー ナ ・ス トー ク と あ った の は ロ ノテル

タ ムの 伝 道 本 部 に おい て て あ った 。彼 女 は 間

もな くユ タ州 へ移 住 し， １９３０年 ６月 １８日に ソ

ル トレー ク神 殿 て 二人 は結 婚 した 。 現 在 二 人

の 娘 か い る。

クテ ンに帰 って， ウア ンテ ンハーク監
オ 督は

，オ クテ ンユニオ ン倉庫 会社 の仕

事に関係 した。 １９４０年彼 はテ ノハー に転勤 し

たか，そ こでの主 たる関心 は，織物 と牧場に

あ った。彼 は工９５０年 に視聴覚関係の仕事に入

った。彼 は１９５５年，教会建築委員会の経理担

当の副会長 とな った。

の人生 を通 して， ウァンテ ンハーク監彼

督は，教 会に献身 的てあ り召され るす

べての職 ワー ト部 コー ラスの指揮者，長老定

員 会のカ ウンセ ラー， ステー キ部伝道部長な

とによろこんで仕 えた。彼は先すテ ンハース

テー キ部長会 の第一副 ステーキ部長 とな り次

にエンサ インステーキ部 長会の第 二副 ステー

キ部長 とな った。 １９６１年 ９月３０日彼 は管理監

督に召 された。

彼 は管理 監督 と して， アロン神権を管理す

る鍵 を もって いる人てあ る。若い少年たちに

とんな ことを忠告 したかを尋ねた とき，彼 は

次のよ うに答 えた。 「両親 に心を向けて生 盾

す ることと，彼 らの助言 を尊ぶ ことてす」 ノ

ヨン ・ウァンテ ンハーク監督 は，移住民てあ

る両親 が彼 の人生 において最大の力 とな って

い ることを長い年月を通 して知 っているか ら

こそこのように述へ るのである。

ハー ト・Ｌ ・ソンプソ ン監督 は，いつ

口 も微笑を浮 か
べ てお り， あたか も “私

はあなたを もっとよ くす る方法 を知 ってい ま

すのてそれを分ちあ う機 会を求 めてい ます、

と語 りかけているよ うてす． ンンプ ソン監督

は１９１５年 ８月 ８日に ソル トレー ク市て ヒー

ハー ・Ｃ ・ノノブ ノノと リリー ・Ｃ ・リーサ

ム ・ンンブソ ノの息子 として生まれた。 家族

は南 カ リフォルニ アに移 ったか， この とき彼

は ５歳てあ った．サ ンタセニカ市立大学を卒

業後，ニ ュー ノー ラン ト伝道部て働 ら くよ う

召 され， ユ９３７年 ４月１４日に本 国を 離 れ る と

き，彼 は ぐあなた はこれか ら行 って働 く国の

人 々につ いての知識を恵 まれ る、 とい う祝福

をも らった。伝道を してニケ月 目に，彼 は家

に帰 って いて，家族の者 とすわ り， ワー ト部

の人 々もいてお互いにマオ リ語 て話 して いた

か それを 自分か理解で きないでいるという夢

を見た。 目を さま して，彼 は二つ のことを老

えた。 自分 が もっとマオ リ語 を学ばな けれは

な らない とい うことと， この言葉の知識か，

伝道 を終 えた後 も彼 にとって価値かあ るとい

うことである。彼 はそれを実行 しま もな く祝

福 の約束 は成就 されたのてある。

第二次世界大戦が始ま った ときシンプ ソン

監督は，空軍に転 入 された。彼 は前線 に送 ら

れ るとい うことを知 って，それか南太平 洋て

あれば と思 った。 そ こで再 びマオ リ人 と働 け

るか も知れないか らてある， にもかか わ らず

彼 の所属す る軍隊 はエ ノプ トに派遣 された。

４８時間の中に隣接 の基地 に， ニュー ノー ラン

トか らの完全 なマオ リ大隊かい ることを知 っ

た。南太平洋諸島の人 々は ホーム ソ ノクにか

か って おり，彼 らは， ノンプ ソン監 督：と彼 ら

の言葉て話す ことのできる時間を非常 によう
’
こんだ。 １９４２年 ６月２４日，彼 は ノエ レイ ア ・

キ ャス リン ・チ ャン トラー とア リソナ神殿て

結 婚 した。彼女 はオクテ ン生 まれてあ るか南

カ リフォルニアて育 った入て ある，彼 らには

二人 の息子 と一人の娘がい る。 ソンプ ノン監

督 はイ ンクル ウ ノト （カ リフォルニ ァ）ステ

ー キ部の高等評 議員 として奉仕 し， 次にワー

ト部の副監督 とな りステーキ部伝道 部長 とな

り，ステーキ部 ＹＭＭ ＩＡの会長 となって彼

は２０年 間ず っと，パ ソフィ ノク電話会社につ

とめた。 多 くの帰還宣教師は，家族 と一緒に

またその伝道地 に戻 りたい とい う希望 を もっ

て いる。 ロバー ト・ソンプ ソンに とって もそ

うであ ったが，彼は１９５８年 ６月２８日にニュー

シー ラン ト伝道 部の伝道 部長 として再 びか っ

ロバ ー ト・Ｌ・シ ン プソ ン

（管 理 監 督 会 第 一 副監 督 ）

ての伝道部 を訪 れた。彼 のその伝道中 に，一

つの神 殿 と一つの大学 が献 げ られ二つ のステ

ーキ部 か組織 された。彼 は１９６１年１０月の一般

大会て管理監督会 の第一副監督 として召 され

た。 この責任で，彼 は教 会の実際的問題 を取

り扱 ってお り，教会のすへての人々，特 に若 い

人 々によせ る彼の関心は大 きな ものである。
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ビクター ・Ｌ ・ブ ラゥン

（管 理監督 会第二 副監督）

は ９歳 の時，両親 とのシー リングを行彼

うため に弟 と一緒に アルバー タ神殿 を

訪れた。 「私 は今で もおぼえています。 それ

はま るで昨 日の ことのよ うです。 その儀式 の

意味はよ くわか ってお りま した。今 まで のど

んな経験 よ りも私 の心 に大 きな平安を もた ら

しま したから」 と彼は追想す る。 また 「その

指定 された 日に，私 は高い熱 におか されて し

まいま した。私 の父母はその指定 日に行 かな

いことも考え ましたが，私 は一 日も遅 らせ な

い ように と両親に話 しま した。私 はぜ ひとも

儀式を受 けて今 も永 世に も私 の両親 と共 にい

たい と思いま した。若 い ときのこの経験が ビ

クター ・Ｌ ・ブラウン監督 の教 会に対す る奉

仕 と愛 の生涯 の舞台 を作 った ので ある。彼 は

１９１４年 ６月３１日，カナダ， アルバ７ タの カー

ドス トンで ジエ ラル ドＳブ ラウンと， ヒュー

・Ｂ ・ブ ラウ ンの姪で あるマギー ・リィ ・ブ

ラウ ンの息子 と して生 まれた。１６歳の とき家

族 はソル トレー ク市へ移 り，彼は南高校， ユ

タ大学， ＬＤＳ実業大学に通 った。 またバー

ク レーの カ リフォルニ ア大学 で も学 んだ。 １９

３６年１１月に彼は ロイズ ボクジアーと結婚 し５

人 の子供 に恵まれた。彼 の教会 での成長は，

着実 で，神権定員会や補助組織 の指導者，デ

ンバーの第 四ワー ド部監督，またデ ンバース

テー キ部長会 の副部長 として奉仕 したが， そ

囁、

の仲 間の副部長 には後 に管理監督 とな った ジ

ョン ・Ｈ ・ヴァンデンバー グもいた。４０年に

彼 はユナイテ ッ ド航空で働 らき始め， ワシン

トンやデ ンバーや シカゴで２１年 間重要 な職 に

あ って働 らいた。１９６１年 ９月に シカゴで予約

係 の監督を していた とき彼 は次の朝早 くソル

トレー ク市 のマ ッケ イ大管長 とあ うことがで

きるか どうか とい う問い合わせ の電話 を受 け

た。マ ツケ イ大管長の個室 で，管理監督会の

副監督 として奉仕 するよ う依頼 された ときの

自分に深 くそそがれていた予言者 のまな ざし

を彼 は思い出す。

「その瞬 間，唯一人 の偉大な御方が私に奉

仕す るよ う依頼 されてい る。それは救 い主御

自身 であるという考えが，私の心をつ らぬい

た」 ブラウン監督は１９６１年 ９月３０日に新 しい

召 しに支持 されユ９６１年１０月 ６日か ら働 き始め

た。彼の新 しい責 任や割 当ては翻訳や 出版や

教会の，デイス トリビュー ション組織 （配送 〆

組織）を確 立する ことなどで あって， それは

世界 の多 くの伝道地域を網羅 した１２ケ国語に

も及 ぶ責任 なので ある。

教 会 本 部 建 築 ５０周 年 記 念

会本部の建物は イース トサ ウステ ンプ教

ル４７番地 にあ り，世界 で最 も美 しいオ

フイス ビルの ひとつであ ると言われて来 た。

しか しそれ以上の ものである ことは言 うまで

もない。 それは教会の幹部 が事務所 をも って

おり，全教会員に及 ぶ重要 な決定 をするとこ

ろだか らであ る。 多 くの冬テーキ部長や監督

が相談 しに来 る ところであ り，教会 の会員が

来 るところであ り，導 きを受 けるところで あ

る。宣教師 が四階 の宣教師部へ，熱意に満た

されて来 る ところで あ り，デ ビ ド・０・マ ッケ

イ大管長が， 国家や世界の指 導者 と会見す る

ところで ある。基礎石 は１９１４年に置かれ，建

物 は１９１７年，六代 目大管長 ジ ョセ ブ ・．Ｆ ・ス

ミスの時代 に開かれた。ス ミス大管長は１９１８

年１１月 に没す るまでそ こに事務所を持 ってい

た。建物 は，か っては ブ リガ ムヤ ング大管長

の所有物であ った±地 に建 て られた がビー ハ

イブハ ウスとライオ ンハウスの西部開拓者 の

二軒の家に隣接 している。外部 の壁 はソル ト

レー ク神 殿の花 こう岩 と同様 に， それよ り南

東２５マイルのところか ら運ばれた花 こう岩 で

つ くられている。建物の優雅で心楽 しいス タ

イルは， ギ リシ ァの イオ ニア式であ って，２４

のイオニア風の円柱が ビルの周 囲を とりまい

て柱廊を形作 ってお り，各 コーナーには重 い

塊 石が用 い られている。美 しい数 々の彫刻 を

ほ どこした どっしりと重 いなげ しが各 円柱 の

上 にの っている。建物 は地上五階，地下一階

で高 さ約２７メー トル，幅 が約３０メー トル，奥

行５０メー １・ルの長方形をな してい る。 ４５１７個

の花 こう岩で この建物は作 られてお り，基礎

石 に用 い られてい る最大の石 は ８ト ン も，

あ り，合計 ６，２０５ トンの石が使 われている。

建物の南にあ る正面 玄関にさ しかかる とブロ

ンズの格子戸 があ って，建 物が開 かれて いる

時壁にすべ り込んでいる。 これ らの後方 に，

一対の固形 ブロンズとガ ラスの ドアが あり
，

同様にブ ロンズ製 の枠 でできて いる。 それを

開 くと，白い大理石 の床 とユタで産出す る黄

金色 の大理石 でで きた壁 のある入 口の広い ホ

ールへ と通 じてい る。

口の北側 には大 レセ プシ ョンホールが入

あり， その床 も大理石で敷 きつ め られ

壁 はユタ産 の金色の大理石でたて じまの１６枚

の石でで きてい る。 この階の最北端 には，大

管長会 の部屋があ り， クル ミ材 と大理石 で美

し く仕上げ られてい る。東 側の壁 には， 白い

石灰 石でつ くられた暖炉 がある。

階の西側 には，幹部た ちが集ま って教

会の諸 問題 を討議す る大広間があ る。

この部屋 は， ほぼ大管長会の部屋 と同 じ大き

さで，大理石の炉のあるユ タの大石灰石でつ

くられた暖炉が人 目をひ く。建物 が新 しいと

きは終 日火がたかれていた ことだ ろうとしの

ばれ る。

＿ デ ビ ド・０ ・マ ッケイ大管長の私 室は
ア ー・階の北角にあ る

。 ここでは， ジ ョセ

ブ ・Ｆ ・ス ミス， ヒーバー 。Ｊ．・グラン ト，

ジョー ジ ・アルバー ト・ス ミスの歴 代大 管長

が教会 とこの地上の王国を導 くために予言者

が しな ければな らない種 々の決定をするため

に働 らいた ところであ る。

階のエ ン トリイホー ルか ら，美 しく曲

線を描 いた大理石 の階段が十二使徒評

議員会の人々のオフィスへ と通 じて おり，教

会大祝福 師， 十二使徒評議員会補助，七十人

最高評議員会，管理監督会，教会歴史家その

他 のオ フィスも ここにある。

全教 会大会 のとき，この建物は，文字 通 り，

そ こに入 る機会を得 ようとす る教会の会員 で

あふれ る。その他の機会には，セ ミイナ リイ

の学生 グルー プや，他の グループが旅行 にて

来て立 ちよ った り， ここに保存 されている教

会 の歴史記録を見に来 た りしている。 いつ来

て も歓迎 され る旅行者 は，合衆 国， ホンジュ

ラス， コー カサス （南 部 ロ シ ア） の各地か

（２９頁 につづ く）
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伝 道 部 長 会 メッセー ジ

ア ドニー Ｙ．小 松 伝 道部 長

墜

レ

Ｅ

Ｌ

『

Ｆ

ノ

する兄弟姉妹の皆さん愛

私たちはまことに祝福されま して，このたび新 しくユニファイ ド・マ

ガジン （名称は従来通 りですが英語を使わない国々のために記事を統一 して教

会本部から出す雑誌）を手にし，世界の他の伝道部に仲間入 りをすることにな

りました。私は皆さん一人一人がこの本のすみからすみまでお読みになって，

教会のいろいろな指導者の勧告や教えや助言により，御自身を啓発されますよ

う希望致 します。

△ や私たちは教会の出来事に遅れをとることなく，最新の情報をいちはや一７

く知ることができるのであります。教会には，インプルーヴメン ト・エ

ラ，インス トラクター，扶助協会の雑誌，’チル ドレンズフレン ドという各種雑

誌があ りますが日本語に訳されぞおりません。そこで毎月 これらの雑誌から選

ばれた記事が私たちのために翻訳されることになったのです。 この本の表紙と

記事は毎月教会の機関紙 として，世界中の伝道部で編集 され，印刷され，それ

ぞれの国語に翻訳されるのであります。私は皆さんが自分自身の予 約 を され

て，毎月楽 しみにお待ちになりますように望んでおります。

月私たちは特に恵まれて，使徒スペンサーＷ．キンボール御夫妻を ３日先

間この伝道部にお迎へ しま した。御夫妻はオース トラリアのお仕事の帰

途 日本にお寄 りにな られたのであります。私たちは御夫妻にその短い滞在中に

できるだけ多 くの聖徒たちに会っていただこうとして，東京，大阪，北海道で

特別集会を開いたのであ ります。

夫妻はどこへ行かれてもすばらしい歓迎をうけ，皆さんの福音に対す る御

強い証を感 じられたことを心から感謝 してお られました。御夫妻はまた

日本の聖徒たちとその強い熱情とすばらしい歌声に深 く感動なさいました。

私たちは皆 さんが御夫妻の訪問を思い出多いものにして下さいましたことを

心か ら感謝致 します。主が常に皆さんを祝福されますように。

３５

」



ウ エ ル カ ム ス ペ ン サ ー Ｗ ．キ ム ボ ー ル 御 夫 妻

〆

ノ ．

これが握手だ。日本の兄弟よ

世界の同胞の手を握 って来た暖い手【ま，

今，日本の兄弟たちに差 し伸べられた

使徒御夫妻を迎え

伝道部長会始め

聖徒たちの顔はほころびる

３６



「

ノ

日本の第一夜を伝道本部べ

つかの間も名残を惜しんで

後を追う聖徒たち

何 と美 しい日本の花よ

大莉なで しこが捧げる花に見入 る

キムボール使徒と黒髪の姉妹にほほえむ

キムボール姉妹

私にも主を偲ばせるその柔和な手を

順番を待ちきれぬ

聖 徒 た ち の 顔 々 々 ・・

日本の神権指導者たちよ

教会は今一大飛躍の時機ですそ

神権を身に帯びて強 く立上 り１

なさい。いつ，誰が何をど

のように，何のために，．

指導者はいつも具体的

実際的な指導を与え

るように

３７

峯

」



〆
　｝ ．聯 弓一ず ・τ帆 ‘『 ・

翻訳事業部設立の動 き！

かねて発表 されていた極東に

おける翻訳事業も １月に開かれ

た ソル トレー クでの オ リエン テ

，「一シ ョンに引続 き着 々とその準

備 が進 め られて お り，来 る ３月

１９日の ブ ラウン副 監督 の来 日を 戸

期 に正 式 に 発 足 す る 予 定 であ

る。 翻訳 事業部 の 目的 は１８３３年

３月 ８ 日 予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スに よ り主 が啓 示 され た 「その

日イエス ・キ リス トを啓示 す る

た めに彼 らの上 に注．が る る ｒ慰

め主』 の施 した も うに よ りて こ

の能 力 を授 け られ た る者 た ちの

口よ り， あ らゆ る人 々は己が 国

語 と己 が言 葉 にて完全 な る福音

を 聞か ん。」（教 義 と聖約 ９０：１１）

とい う啓示 を実 現す るたあ の も

ので あ り， このた び大管 長会 が

管理監 督会 に特 に この 旨を指示

され た もので あ る。 す なわ ち極

東 の人 た ちに完 全 な福音 を それ

ぞ れの 国語で学 ぶ ことがで き る

よ うに 手 助 けを す る ことで あ

る。 これ は教会 の完 全 なプ ログ

ラムの翻訳 ， 印刷， 出版１ 配付

を担 当 す る機 関で あ る。

翻 訳 事 業 部 組 織 図・

大 管 長 会

管 ．理 監 督 会

（ブラウン副監督）

聖

全 教 会 翻 訳 事 業 部

」．トーマ ス フ ァイア ン

一ジ ／ １
＼ ＼ ＼ 一

ヨ ー ロ ツパ 地 区

ジ ョ ン Ｅ ． カ ー

　

１太 平 洋 地 区１

デ ィモ ン トＷ．クムズ

中 南 米 地 区 ｌ

Ｊ． トー マ ス フ 。 イ ア ン ｉ

（暫定） ｉ｝＼
＼ 〆

極 東 地 区

渡 辺 罐

南 太 平 洋 地 区

ウイ リア ム ロバ ー ツ

＝

ｉ翻．

（東 京 デ ィ ス ト リ ビ ュ ７ シ ョ ン セ ン タ ー ）

　

訓
印刷
出版

日 本 語

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

（近 く正式任命予 定）

韓 国 語

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

イ ン サ ン ハ ン

中 国 語

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

イ ン グ カ ト ヒ ン

翻 訳 員 ６名 髄 訳 員 ６名 圏 訳 員 ６名

醐
１

ス タ

ッ フ

ｌ

ｌス タ
ｉツ ｚ」

管理監督 会ブ ラウン副監督 と打合せをする役 員たち

前 列左よ り ブ ラウ ン副監督 フ ァイアン兄弟 （事業部 長兼中南 米地 区担 当）

後列左よ り 渡辺罐兄弟 （極東地区担 当） クムズ兄弟 （太平 洋地区担 当）

カー兄弟 （ヨニ ロッパ地区担 当）
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聖 な る 翻 訳 の 仕 事 に

た ず さ わ る に あ た り

翻訳事業部翻訳員 渡 部 正
雄

代の啓示，教義 と聖 約第九十章 十一節現 ．

に基いて始め られた， この翻訳 事業部

が今や この極東伝道部に も始め られま した こ

とを心 から感謝致 してお ります。 そ して この

重大 な召 しを受 けた者の一人 として この大き

なお恵 みに限 りない喜び と感激を覚え感謝 の

念 に堪 えない次第であ ります。 そ して一意専 ．

心，私 の生涯 をかけて この尊い召 しに献身努

力 して行 きた いと念願 してお ります。私 の知

識の足 らな さか らこの任事の如両に困難 であ

るか， また その責任の如河に重 大であるかを

よ．く知 って います。私 としては， この大切 な

神の お仕事 にたず さわるに当 って， まずへ り

くだ って神 に祈 り，みたまの導 き と助 けを祈

らず にはお られません。常 に心身 を清 め神 に

祈 り，みた まの助けによ って， この尊 いお仕

事をで きるだ け正確に且 迅速 に為 すよ う，最

善の努力を尽 したい と念願 してお ります。 こ

の仕事 にたず さわ る時いつ も言 い知 れぬ喜 び

と幸福感 に充た されます ζとを深 く感謝 して
ノ おります

。

「お前た ちが同胞のために務 めるの は， た

だお前た ちの神のために務 めるのである こと

を悟 らせ るためである」 とベ ンジャミン王 は

教えま した。 この尊いお仕事 を通 して 同胞 に

奉仕す ることによ って，主 の栄光 をこの 国に

もた らす ことに献身精進 して行 き度 いと念願

致 してお ります。

度翻訳事業部 の東京デ ィス トリビュー今

ションセ ンターの長 に召 された渡辺駐

副伝道 部長 が ソル トレー クで教育 を受 けて帰

って来 られてか ら，着 々とその陣容が固め ら

れ北海道 か ら曾て札幌の名支部長 として又地

１｝ 方部長 会会員 として活躍 し，現 に長老定員会』
『 の会長であ

った松下兄弟が永年の高校の英語

の教職 を離 れて馳せ参 じ，又既 に一年余 り翻

訳を手伝 って おられた東京東支部の才媛増田

姉妹，本春 めでた く青 山学院英文科を優秀な
．
成績で卒業 された東京中央支部の可憐な小黒

姉妹，南 の方 か らは西宮の名支部長坂井兄弟

が群是産業の要職を惜 し気 もな くふ ．り捨 て，

又新進気鋭の秀才八木 沼兄弟 が共 に手 をたず ．

さえて到着，ほん とうによき指導者 の下 に兄

弟姉妹力を合せ助 け合 って この尊 いお仕事 を．

す る一 日の喜びは，到底筆 に表す ことがで き

．ません。 尚北海道で 目下 ドクタ．一．コー スをふ．

んで居 られる札 幌支部長潟 沼兄弟 も現地で お

．手伝い下 さる ことにな って お り，鬼先生の「偉

名 」を持 つ と云 われる北海道英語教育界の重

鎮福原 兄弟 も側面的．に種 々援助 して下 さ．るこ

．とにな ってお ります。又坂井兄弟に代 って新 ．

しく西宮支部長 にな られた沼野兄弟 もこの仕

事 に召 されて お りますが，事情によ り現住所

に在 って この仕事 にたず さわ られます。

く私た ちは翻訳事業部後見役 ブラウン近

副監督， ファイヤン全教会翻訳事業部

長， クムズ太平洋地区担当 マネジャ」を迎 え

て セ ミ≠一 を受 け，間 もな く新 しい事業所 に

移 って本格的 に仕事を始めて行 くことにな っ

て お ります。何 とぞ全伝道部の兄弟 姉妹お友

だちの皆 さまの絶大な御指導御鞭錘をよろ し

くお願 い します。．

松 ・下 泰 洋

は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会とこ私

の完全なる福音 を心 か ら深 く愛 するも

のであ ります。１９３９年 ユ月 １日雪深 き札幌 の

地 に，主の御旨によ り生を うけて以来，私 の

試練 と霊的経験の多 くは ことごと く寒 さ厳 し

い真冬にや ってまい りま した。 四才 の時の父

の死，七才 の時イエスを初 めて知 ったこと，

真の教会を知 りバプテスマを受 けた こと，厳

しい現実 として迫 って来 た大学入試 の準備，

永 遠の伴 侶 どの出逢い，』最初 の子供 の誕生，

支 部長，副地 方部長，長老定員 会会長への召

し，そ して今 日この全時 間をもって翻訳事業

につ く任 命など， すべ てが厳 しい冬 の真最中

に起 った出来事 であ り， この季節 に起 る出来

事は，私 の人生 にと って特別 な意味 を持 って

い るよ うに強 く感 ずるの であ ります。私は文

字 通 りの 「道産子 」で あ り， その意味で も冬

をただひたす らに愛す るもので あ ります。冬

は冷 く，厳 しく，情 け容赦 な く私 を試 し鍛えま

した。けれど もそれはまた私 にとって，や さ

しく，恵 み深 く，、活気 にみち，挑みかか って

くるものの ようであ り，神 聖で栄 光に輝 くも ．

のの ようにさえ思われるのであ ります。私 は．

主郷 の季節樋 ：じて私を訓練趣 ・祝概

て下 さった ことを心か ら感 謝せ ずにはお られ

ませ ん。私は この回復 された福音 によ り，私

が何故，今 日この地上 にあるかを知 り，．折 り

にふれ感謝の涙を流 すのを禁ず ることができ

ません。神 と御子 と聖霊 が実 に生 きて ま しま．

す こと牽証 し致 します。私 は この教会を知 っ

．て１３年いつ も座右 φ銘 とし．て信 じ愛 して きた

ニー フ
．アイの証 しを心 か ら支持 し皆 さ／レ１と重

ねて証 しするもので あ ります。、 「私は主が命

じた もうた ことを行 って行 う。私 は，主が命

．じた もうことには，人が それを為 しとげ るた

めに前 以 って ある方法が備 えてあ り，それで Ｌ

な くては，主 は何の命令 も人．に下 した まわな■

い ことを承知 して いるか らであ る」 （ニー フ

アイ第 一書 ３ ：７）。・

は このたび の仕事 にまこ≧に適 しくな私
．
い，能力な い器であ ることを知 ってお

ります。 しか し私は盲人であ って も主 が手引

きをなさって下 さるならどこへで も行 け ると

信 ん じて疑 いません。私は今まで もそ うであ

りま したが，今ほ ど主のたま もの と助 けを必

要 と して い．る時はない．と感 じてお ります。 ど

うぞ皆 さんが お祈 りな さる時に，私 の弱 さの

ためにも主 に助けを求めて下 さるな ら私 はも

とよ り主御身 もお喜びにな られ ることと確信

．致 します
。 これか ら私た ちがする仕 事は この

国のすべての人々のためにな される主 の御業

の一部であ ります。私には この仕 事のために

天の窓を開かれて主 が，私 たちがその導 きと

恵みを謙遜 に願い求 めて働 らく時に， あふ る．

．る恵みを この極 東の人々４）ために降 らさんと

備えて おられ る姿 がまぶたに浮 んで．まい りま ．

す私は大管長会な らびに管理監督 会が この地

に主の啓示を実現 す るためにな されたお導 き

に対 して心か ら敬意 と感謝 を捧 げるものであ

ります。また私たちの仕 事の直接 の指導者で

あ、るファイアン， ．クムズ，渡辺罐 の各兄弟 に，

また私の信仰の故郷 であ り，私 を今 日まで愛

し育 んで下 さった札 幌の， あるいは北海道の．

兄弟姉妹に，また この突然 の召 しのために快

くお送 り下 さった職場 の理解 ある方 々に， ま

た特 に愛 と理解 を持 って今 日の私 をあ らしめ

て くれた家族 に対 する，言葉 に言 い尽せぬ謝

意 と讃辞 とのために，主 が これ らの方 々のた

めに豊 かな祝福 をお与え下 さるよ うに，救 い

主 イエス ・キ リス トの御名 によ りひたす ら祈

りを捧げ ると共に， これ らの ことを証 し申 し

あげますσ

、． ・．踏



謄鰭

見 よ 冬 は過 ぎ
聖

雨 もや ん で 、 す で に去 り

も ろ も ろ の 花 は地 に あ らわ れ

鳥 の さ え ず る 時 が来 た

山 ば との 声 が わ れ わ れ の 地 に
愚

聞 こ え る 。

支 部 所 在 地

北 海 道 地 方 部

旭 川 旭 川 市 ８条 ５丁 目 Ｍ ＩＡ集 会 所
．電 話 （０↓６６．一 ２．７工５４５）旭 川 公 念 堂

室 蘭 室 蘭 市 幸 町 １２二 ９

電 話 （０１４３－ ２－ ７０５４）

小 ・ 樽 小樽 市 富 岡 町 １－３５「

電 話 （０１３４一』２－ ８２２４）

札 幌 札 幌 市 南 ２０条 西 １６丁 目

電 話 （０１２２－５６－７１７５）

東 中 央 地 方 部

福

群

甲

松

新
仙

島

馬

府

本

潟 ヒ

、台

東 京 中 央

東 京 北

東 京 東

東 京 南

東 ‘ 京 西 』

山

横

’形

浜

福 島 市 旭 町 ４ －１５・ 旭 荘 ア パ ー ト７

電 話 （０２４５２－ ３「３６０２）

高 崎 市 並 榎 町 ２７５

電 話 （０２７３－２２」７１２１）

甲 府 市 中央 ３丁 月 １２－ ２

電 話 （０５５２磁 ３－ ２４０９）

松 本 市 開智 １－ １一 ’６

電 話 （０２６３４一 ３－８０９３）

新 潟 市 明石 通 ３－４０一 、１

仙 台市 光 禅 寺 通 り２８

電 話 （０２２２－２５「０８９７）』東 京 都 港 区 北青 山 ３－ ６ － ４

電 話 （０３－４００－３３０７）

東 京 都 中 野 区 江 原 町 １－ ８ －１４

電 話 （０３－９５３－８２４４）

東 京 都 江 戸 川 区 西 小 岩 ５－ ８－ ６

電 話 （０３－６５８－７３１０）

東 京 都 大 田 区 南 千 束 町 ２ －２５－ １１

電 話 （０３－７２９－６３１１）

東 京 都 武蔵 野 市 吉 祥 寺 東 町 １－ ７．一 ７

電 言舌 （０４２２－２２－ ９８７６）

山形 市 ．七 日町 ４－ １２－ ２３

電 話 （０２３６２－ ３－３３８０）

横 浜 市港 北 区篠 原 町 ２９

電 話 （０４５－４０１「 ８７７２）

雅 歌 ２ １１～ １２

名 古 屋 北 名古屋 市昭 和 区北 山町 ３－４１

西 ノ 宮

岡 町

岡 山

三 ノ ・宮

高 松

柳 井

電 話 （０５２－７３１－４２１０） ’

兵庫 県 西 ノ 宮 市仁 川 町 ４－ ５４

電 言舌 （０７９８－５１－０１４１）

大 阪 府 豊 中 市 岡 町 北 ２－ １８

電 話 （０６８－ ５２－１２３６）

岡 山市 学 南 町 １－１３－ １１

電 話 （０８６２－５２－３５６０） 毛

神 戸 市 灘 区篠 原 本 町 ４’一３５

電 話 （０７８－ ８６－２６０２）

香 川 県高 松 市 末 広 町 １－ ８

電 話 （０８７８－５１－４７０８）

山 口県 柳 井 市 今 市 ３９ｒ

電 話 （１０６申 込柳 井 ） ７

く ’ １’憾

響 １
聖；

九 州 地 方 部 「

福 噛岡 福 岡市 浄 水 町 ４６ ’

③ 電 話 （０９２－５２－８６５３）
北 九 州 北 九 州 市 小 倉 区 東 和 町 新 井 ピル４０３

電 話 （０９３－５５－４６５９）

熊 本 熊 本 市 新 屋 敷 町 ２－ １８－ ４９．

電 話 （０９３－６６－７６５６） ．

長 崎 長 崎 市 片淵 町 １－ １

電 話 （０９５８－２３－８９４９）

沖 縄 地 方 部

普 天 間 沖 縄 宜 野 湾 市 野 嵩 区 ３２８

那 覇 沖 縄 那 覇 市 崇 元 寺 町 １－ １２８－２０

電 話 （３－１６２０）

建 築 部 事 務 所 東 京 都 港 区 北 青 山 ３－ ６－ ４

電 話 （４００－４０８０）

（誤りのある支部の支部長はご一報 ください）

聖 徒 の 道

１９６８年 ３且 ２０ 日発行

振 替 口座 東 京 １６２２６番

発行 人兼編 集 人 ア ドニー ・Ｙ ・小 松

発行所 難 難 腱 堕 羅 巖 会 」
電話 （４７３） １６ １３

印刷 所 太陽 印刷工 業株 式会社 ．

定 価 ７０円

予 約 ８月 まで （申込 は支 部長 まで）

電報 受信 略号 「トウ キ ョウ」 マ ツ ジツ
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大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 中 １ － １１－ ８

電 話 （０６－ ６２３－ ４３１５）

広 島 市 高 須 ２ － ７ － ２９

電 話 （０８２２－ ７１－ ５３０９）１

金 沢 市 兼 六 元 町 ３ 一 ８

電 話 、（０７６２－ ２１一 ε１３１）

京 都 市 左 京 区 下 鴨 松 原 町 ４４

電 話 （０７５－ ７０－ ４０６７）

名 古 屋 市 昭 和 区 北 山 町 ３－ ４１

電 話 ；（０５２－ ７３１ユ ４２１０）

既
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